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このユーザーズマニュアル［1/2］は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いて
おくようにしてください。

安全にかかわる表示について
プリンタを安全にお使いいただくために、このユーザーズマニュアル［1/2］の指示に従って操作してくだ
さい。
このユーザーズマニュアル［1/2］には装置のどこが危険か、指示を守らないとどのような危険に遭うか、
どうすれば危険を避けられるかなどについて説明されています。
また、装置内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。

ユーザーズマニュアル［1/2］ならびに警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として「警告」と「注意」とい
う用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。

指示を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示し
ます。

指示を守らないと、火傷やけがのおそれ、および物的損害の発生のおそれがあ
ることを示します。

危険に対する注意・表示は次の三種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のような意味を
持つものとして定義されています。

記号は注意を怠ると、危険が発生するおそれがあることを示しま
す。記号内の絵表示は危険の内容を図案化したものです。（注意の
喚起）

記号は行為の禁止を表します。記号内や近くの絵表示はしてはな
らない行為の内容を図案化したものです。（行為の禁止）

●記号は行為の強制を表します。記号内の絵表示はしなければなら
ない行為の内容を図案化したものです。危険を避けるためにはこの
行為が必要です。（行為の強制）

警 告 

注 意 

（感電注意）

（接触禁止）

（プラグを抜け）



ユーザーズマニュアルおよび
警告ラベルで使用する記号とその内容
注意の喚起

指示を守らないと、毒性の物質によ
る被害のおそれがあることを示しま
す。

指示を守らないと、レーザ光による
失明のおそれがあることを示しま
す。

指示を守らないと、発煙または発火
のおそれがあることを示します。

指示を守らないと、感電のおそれが
あることを示します。

指示を守らないと火傷を負うおそれ
があることを示します。

指示を守らないと、指などがはさま
れるおそれがあることを示します。

プリンタを分解・修理・改造しない
でください。感電や火災のおそれが
あります。

行為の禁止

行為の強制

指定された場所には触らないでくだ
さい。火傷・感電などの傷害が起こ
るおそれがあります。

プリンタの電源プラグをコンセント
から抜いてください。火災や感電の
おそれがあります。
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当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギースタープログラ
ムの基準に適合していると判断します。

高調波ガイドライン適合品

この装置は、通商産業省通知の家電・汎用品
高調波抑制対策ガイドラインに適合しています。

電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。この装置は家
庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信
障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

漏洩電流自主規制について

この装置は、社団法人日本電子工業振興協会のパソコン業界基準（PC-11-1988）に適合しています。

電源の瞬時電圧低下対策について

この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策として
は、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めします。
（社団法人日本電子工業振興協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示）

海外でのご使用について

この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格などの適用認定を受けておりません。し
たがって、本装置を輸出した場合に当該国での輸入通関、および使用に対し罰金、事故による補償等の問題が発生する
ことがあっても、弊社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。
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はじめに

このたびはNECのプリンタをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。

MultiWriter 2200X2、MultiWriter 2200XE、MultiWriter2000X2は新しい高性能CPUを搭載し、より高速
な印刷を可能にしたプリンタです。
また、Windows環境でより簡単に、より快適に使用していただけるNMPS（NEC MultiWriter Printing
System）ソフトウェアを採用しています。このNMPSの機能により、プリンタの状態や印刷の進行状況を
確認したり、各種設定をコンピュータ側から行うことができます。

2200X2/2200XE/2000X2にはプリンタの付属品として、2種類のマニュアルとCD-ROMが添付されてい
ます。（枠内が本書です。）

MultiWriter 2200X2/2200XE/2000X2　ユーザーズマニュアル［1/2］
～プリンタの取り扱い～

プリンタを箱から取り出し、設置し、印刷できるようにコンピュータを準備
するまでの手順やオプションについて、および日常の保守、正しく動作しな
い場合の対処方法を説明しています。

MultiWriter 2200X2/2200XE/2000X2　ユーザーズマニュアル［2/2］
～NMPSソフトウェアの使い方～

NMPSソフトウェアのインストールおよびその使い方をOS別に説明してい
ます。

プリンタソフトウェアCD-ROM

プリンタドライバをはじめ、MultiWriter 2200X2/2200XE/2000X2で使わ
れるNMPSソフトウェアが収録されています。また、メニューモードについ
ての詳しい説明や、印刷範囲、その他の技術情報について説明しています。
詳細については「プリンタソフトウェアCD-ROMについて」（15ページ）をご
覧ください。

MultiWriter 2200X2 

 
2200XE 

 
2000X2

ユーザーズマニュアル［1/2］ 

 
 

MultiWriter 2200X2 
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2000X2

ユーザーズマニュアル［2/2］ 
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Windows95 WindowsNT4.0/ 
WindowsNT3.51

WindowsNT4.0/ 
WindowsNT3.51

2200X2/2200XE/2000X2の特長

蘆快適高速印刷

新たに開発した20ppm(2200X2、2200XE)/12ppm(2000X2)エンジンを採用するとともに、コント
ローラには64bit CPUを搭載し、従来のプリンタに比べて、より高速な印刷を実現しています。
また、NPDL（Level 2）を拡張しWindowsに対する適応性を高めた印刷システム、NMPS（NEC
MultiWriter Printing System）を採用することにより、印刷時のコンピュータ側、プリンタ側の変換処
理を大幅に軽減しました。同時にコンピュータ本体とプリンタの処理の分担の最適化を図り、コン
ピュータ上での印刷開始からプリンタの印刷終了までトータルでの時間短縮を実現しました。

NMPSはNPDLの拡張によって実現されています。したがって、従来のNPDL（Level 2）対応プリンタ
と同様にお使いいただけます。

蘆PrintAgentによる一歩進んだ使いやすさ

PrintAgentを使用すると、コンピュータの画面や音声によりプリンタの状態（用紙切れ、カバーオープ
ンなど）や印刷の進行状況を確認することができます（プリンタステータスウィンドウ）。
またプリンタの各種設定も以下のようにコンピュータの画面上で行うことができます（リモートパネ
ル）。

これらPrintAgentによるプリンタの状態確認やプリンタ
の設定機能は、ネットワーク上のプリンタであっても区
別なく使用することができます。PrintAgentの対応環境
についてはユーザーズマニュアル［2/2］（3ページ）をご
覧ください。

蘆各種ネットワークOSに対応*1

PrintAgentによるプリンタの状態確
認やプリンタの設定機能は、ネット
ワーク上のプリンタであっても区別
なく使用することができます。
PrintAgentの対応環境については
ユーザーズマニュアル［2/2］（3ペー
ジ）をご覧ください。

*1 添付の「プリンタソフトウェアCD-ROM」から「NEC TCP/IP Printing System」をインストールすることが必要です（詳細はユー
ザーズマニュアル［2/2］参照）。また2200X2/2200XE/2000X2に装着できるマルチプロトコルLANボードはPC-PR-L01または
PC-PR-L02です（詳細は本書の3章を参照）。
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蘆リプリント機能

一度印刷した文書をアプリケーションを再起動させずにプリンタステータスウィンドウ（PSW）を操作
することにより、短時間で再出力を実現する機能です。試し印刷および追加印刷する場合に便利で
す。

蘆ジョブセパレート機能

ソータ機能の代わりとして利用できる機能です。ジョブセパレート機能は、印刷ジョブごとに縦置き
と横置きで交互に印刷させて、スタッカ上に排出される用紙を印刷ジョブごとに仕分ける機能です。
また、丁合い機能と組み合わせることによって、複数の
部数を印刷するときなど印刷後の用紙を部ごとに仕分け
ることなくスタッカ上に排出させることができます。こ
の機能はホッパまたはトレーのいずれか2か所にA4用紙
が縦置きおよび横置きでセットされている時に有効で
す。

蘆印刷ログ出力機能*2

印刷した履歴をログ情報として記録させる機能です。これらのログ情報を活用することによって、年
間または月ごとのプリンタの使用頻度の統計、消耗品の準備時期などの管理が容易になります。

蘆両面印刷

2200X2では両面印刷機構を搭載していますので、用紙の両面に印刷することができます。
2200XE/2000X2では両面印刷ユニットを装着することにより*3、同じように用紙の両面に印刷するこ
とができます。
A3、B4、A4、B5、A5、レターのさまざまなサイズの用紙に対応しています。用紙を節約して印刷し
たい場合に便利です。

蘆USBに対応*4

USBはコンピュータと周辺機器の接続を容易にし、かつマルチメディアにも対応するように仕様化さ
れたインタフェースです。2200X2/2200XE/2000X2はオプションのUSBプリンタケーブルを使って
USBコネクタを持つコンピュータと接続することができます 。

1
2
3

1
2
3

*2 Windows NT4.0/3.51のプリントサーバを経由した印刷でご利用になれます。また、この機能はプリンタ管理者のみご使用になれ
ます。

*3 オプションの両面印刷ユニットPR-L2000X2-DLを装着することにより可能です（詳細は本書の3章を参照）。

*4 2200X2/2200XE/2000X2で使用できるUSBプリンタケーブルはPR-CA-U01です。このプリンタケーブルの使用にあたってはコ
ンピュータに「USBプリンタケーブルドライバ」（プリンタソフトウェアCD-ROMに添付）がインストールされていることが必要で
す。USBプリンタケーブルについての詳細情報は「情報サービスについて」（10ページ）に記載されている窓口より入手できます。
双方向通信については一部使用できない機能があります。Windows 95（OSR 2.11以降）のみ対応。
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蘆SET

SETとは、印刷画像のエッジ部分をなめらかにする技術です。従来は文字やグラフィックの曲線部や
斜線部において、微小なギザギザが見えてしまうことがありましたが、SETを使用することで、印刷
画像のエッジ部分を微細にコントロールし、ギザギザをなくした大変なめらかな印刷 （1500DPI相当
の印刷品質） を実現することができます （当社評価） 。

*5 黒い部分を間引いて印刷しますので、OCR文字やバーコードなどの機械読み取り用の印刷には適しません。また図形、イメージ
データの印刷では期待どおりの印刷結果が得られない場合があります。あくまで「試し印刷」用としてご使用になることをお勧めし
ます。

蘆節電機能

2200X2/2200XE/2000X2は、国際エネルギースタープログラムに準拠した節電機能をサポートして
います。この機能を設定すると電源をONにしたまま一定時間、印刷を行わないと自動的に消費電力を
30W以下に抑えることができます。

蘆トナー節約機能

トナー節約機能を使用すると、特に画像面積比が大きい（1ページ中の黒い部分の割合が大きい）印刷時
のトナー消費量を減らし、ランニングコストを向上させることができます*5。

蘆リレー給紙

プリンタ本体のホッパ、フロントトレーまたはオプションの増設ホッパに同じサイズの用紙がセット
されていれば、使用しているホッパの用紙がなくなったとき、自動的に同じサイズの用紙が入った別
のホッパまたはトレーから用紙を吸入し印刷を継続する機能です。
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本書の読み方

安全にお使いいただくために
プリンタを安全にお使いいただくためにあらかじめ知っておいていただきたい注意事項について説明
しています。

1章 プリンタの設置
プリンタを箱から取り出して、プリンタケーブルでコンピュータとつなぐまでの手順を説明していま
す。

2章 操作パネルについて
プリンタの操作パネル（ディスプレイ／ランプ／スイッチ）の機能について説明しています。

3章 オプション
プリンタの機能をさらに活用していただくため、豊富に用意されたオプション品について説明してい
ます。オプション品の取り付け方から設定方法までより詳しく説明しています。

4章　日常の保守
プリンタの日常的な保守（EPカートリッジの交換、清掃など）の方法について説明しています。

5章　故障かな？と思ったら
プリンタが思うように動作しなかった場合の原因および対処方法について説明しています。

付録
2200X2/2200XE/2000X2の仕様、用紙の規格および使用できるプリンタケーブルについて説明して
います。

本文中で使用の記号の意味

このユーザーズマニュアル［1/2］では、表紙の裏の「安全にかかわる表示について」で説明した記号のほ
かに、本文中で次の3種類の記号を使っています。それぞれは次のように定義されています。

記　号 内　容

マニュアルに記載されている注意事項および指示を守らないと、プリンタ本体が損傷する
恐れがあることを示しています。

プリンタを使用する際に守っていただきたいこと、およびプリンタを正しく動作させるた
めの注意事項や補足説明を記載しています。

プリンタを使用する際に知っておくと便利なことや参考になることを記載しています。

重要 

チェック 

✔

ヒント 

✎
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警告ラベルについて
MultiWriter 2200X2/2200XE/2000X2プリンタ内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが貼
り付けられています。これはプリンタを操作する際、考えられる危険性を、常にお客様に意識していただ
くためのものです。
もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれかかっている、汚れているなどして判読不能な状態で
あったら、販売店にご連絡ください。

感 電 注 意  

通電中並びに電源スイ 

ッチ切断後３０秒以内 

には、電源スプリング 

に触れないで下さい。 

感電の恐れがあります。 

 

高温注意 
定着ユニットの周辺は高温に 
なっています。 
ヤケドに注意してください。 

不可視レーザ光出口 
注意ーここから不可視 

レーザ光が出ます。 

ビームを直接見たり 

触れたりしないで下さい。 

　5mW,770̃810mm 

　クラス3Bレーザ製品 

 

警告ラベルの位置

安全にお使い
いただくために
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安全上のご注意
ここで示す注意事項はプリンタを安全にお使いになる上で特に重要なものです。この注意事項の内容をよ
く読んで、ご理解いただき、プリンタをより安全にご活用ください。記号の説明については表紙の裏の「安
全にかかわる表示について」を参照してください。

プリンタの内部をのぞかない

このプリンタはレーザ（レーザダイオード）を使用していま
す。電源がONになっているときに内部をのぞいたり、鏡など
を差し込んだりしないでください。万一、レーザ光が目に入
ると失明するおそれがあります（レーザ光は目に見えませ
ん）。

分解・修理・改造はしない

ユーザーズマニュアルに記載されている場合を除き、分解し
たり、修理・改造を行ったりしないでください。プリンタが
正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火災の原因とな
るおそれがあります。

煙や異臭、異音がしたら

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源ス
イッチをOFFにして電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。その後販売店にご連絡ください。そのまま使用すると
火災の原因となるおそれがあります。

針金や金属片を差し込まない

通気孔などのすきまから金属片や針金などの異物を差し込ま
ないでください。感電のおそれがあります。

警 告 

ON

OFF
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こわれた液晶ディスプレイには触らない

操作パネルの液晶ディスプレイ内には人体に有害な液体があ
ります。壊れた液晶ディスプレイから流れ出た液体が、万
一、口に入った場合は、すぐにうがいをして、医師に相談し
てください。また、皮膚に付着したり、目に入ったりした場
合は、すぐに流水で15分以上洗浄して、医師に相談してくだ
さい。

雷が発生しそうなときは装置に触らない

火災・感電の原因となります。雷が発生しそうなときは電源
プラグをコンセントから抜いてください。また雷が鳴りだし
たらケーブル類も含めて装置には触らないでください。

プリンタ内に水や異物を入れない

プリンタ内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入
れないでください。火災や感電、故障の原因となります。も
し入ってしまったときは、すぐ電源をOFFにして、電源プラ
グをコンセントから抜いてください。分解したりしないで販
売店に連絡してください。

電源コードに薬品類をかけない

電源コードに殺虫剤などの薬品類をかけないでください。
コードの被覆が劣化し、感電や火災の原因となることがあり
ます。

濡れた手で電源プラグを抜かない

お手入れの際は電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。また、濡れた手で抜き差しをしないでください。感電す
るおそれがあります。

プラグの抜き差しは電源コードを引っ張らない

電源プラグを抜くときはプラグ部分を持って行ってくださ
い。コード部分を引っ張るとコードが破損し、火災や感電の
原因となるおそれがあります。

注 意 
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損傷した電源コードは使わない

損傷した電源コードはすぐ同じものと取り替えてください。
損傷部分を補修してお使いにならないでください。ビニル
テープなどで補修した部分が過熱し、火災や感電の原因とな
るおそれがあります。

高温注意

プリンタの内部には、使用中に高温になる定着ユニットとい
う部品があります。カバーを開けて作業する場合は、十分に
冷めてから行ってください。

巻き込み注意

プリンタの動作中は用紙挿入口に手や髪の毛を近づけないで
ください。髪の毛を巻き込まれたり、指をはさまれたりして
けがをするおそれがあります。

お子様に注意

EPカートリッジはお子様の手の届かない所に保管してくださ
い。EPカートリッジに入っているトナーが、目や口等に入っ
たりすると健康を損なうおそれがあります。

正しい電圧で

電源は指定された電圧、電流の壁付きコンセントをお使いく
ださい。指定外の電源を使うと火災や漏電になることがあり
ます。

ほこり・湿気の多い場所を避ける

蘆プリンタをほこりの多い場所、給湯器のそばなど湿気の多
い場所には置かないでください。火災になることがありま
す。

蘆プラグ部分は時々抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよく
ふき取ってください。ほこりがたまったままで、水滴など
が付くと発熱し、火災になることがあります。

200 V 
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日の当たるところには置かない

プリンタを窓ぎわなどの直射日光が当たる場所には置かない
でください。そのままにすると内部の温度が上がり、プリン
タが異常動作したり、火災を引き起こしたりするおそれがあ
ります。

プリンタを運ぶときは

プリンタの重量は約19kgの重さがあります（EPカートリッジ
含まず）。装置側面の取っ手を持ち、装置前面に手をそえて二
人以上で運んでください。一人で運ぶと腰を痛めるおそれが
あります。

不安定な場所に置かない

プリンタを不安定な場所には置かないでください。けがや周
囲の破損の原因となることがあります。

指定以外の電源コードは使わない

プリンタに添付されている電源コード以外のコードを使わな
いでください。電源コードに定格以上の電流が流れると、火
災になるおそれがあります。

電源コードをたこ足配線にしない

コンセントに定格以上の電流が流れると、コンセントが過熱
して火災の原因となるおそれがあります。

電源プラグを中途半端に差し込まない

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途
半端な差し込みは接触不良の発熱による火災の原因となるお
それがあります。また中途半端な差し込み部にほこりがたま
ると、水滴などが付いたとき発熱し、火災になるおそれがあ
ります。

電源コードは曲げたり、ねじったりしない

電源コードを無理に曲げたり、ねじったり、束ねたり、もの
を載せたり、はさみ込んだりしないでください。またステッ
プル等で固定することも避けてください。コードが破損し、
火災や感電の原因となるおそれがあります。

指定外
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正しく動作させるために
プリンタを正しく動作させるために、次に示す注意事項を守ってください。

プリンタケーブルやオプションの取り付け、取り外しを行う前
に、電源スイッチをOFFにしてください。電源が入ったまま行
うと誤動作するようになったり、故障することがあります。

用意したプリンタケーブルがお客様のコンピュータに合ってい
ることを確認してください。

ご使用になるコンピュータ環境に合った方法でコンピュータ側
からプリンタを指定してください。（指定方法についてはユー
ザーズマニュアル［2/2］を参照してください。）

オプションは2200X2/2200XE/2000X2専用のものをお使いく
ださい。たとえ取り付けることができても正常に動作しないば
かりか、プリンタ本体が故障することがあります。（詳しくは、
本書の3章をお読みください。）

プリンタの周りに物を置いてプリンタをふさがないでくださ
い。プリンタ内の温度が異常に高くなり、正しく動作しなくな
ることがあります。

定期的にプリンタを清掃してください。（清掃の内容は本書の4
章で説明しています。）定期的な清掃は印刷品位を保つだけでな
く、さまざまな故障の発生を未然に防ぐ効果もあります。

落雷等が原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この
対策として交流無停電電源装置等を使用することをお勧めしま
す。

2

1OFF

OK!

専 用  

ほっ 
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NECはMultiWriter 2200X2/2200XE/2000X2の「お客様登録」された方々にさまざまなユーザーサービス
を用意しています。ユーザーサポートをお受けになる前に、本章で説明している保証、サービス内容につ
いて確認してください。

お客様登録申込書について
添付の「お客様登録申込書」に所定事項をご記入の上、投函してください。

保証について
プリンタには『保証書』が付いています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記載
内容を確認して大切に保管してください。保証期間中に万一故障が発生した場合は、『保証書』の記載内容
に基づき、無料修理いたします。詳細については『保証書』をご覧ください。

保証期間後の保守サービスについては、この後の「保守サービスについて」をご覧の上、プリンタをお買い
あげの販売店または、添付の「NECサービス網一覧表」に記載のサービス窓口へお問い合わせください。

本体の背面に、製品の型式、SERIAL No.（製造番号）、定格、製造業者名、製造国が明記された
管理銘板が貼ってあります。販売店またはサービス窓口にお問い合わせする際にこの内容をお伝
えください。また管理銘板の製造番号と保証書の保証番号が一致していませんと、万一プリンタ
が保証期間内に故障した場合でも、保証を受けられないことがあります。お問い合わせの前にご
確認ください。

ユーザーサポート
について

チェック 

✔
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管理銘板の位置

修理に出される前に
「故障かな？」と思ったら、修理に出される前に以下の手順を実行してください。

漓 電源コードおよびプリンタケーブルが正しく接続されているかどうかを確認します。
滷 定期的な清掃を行っていたか、またEPカートリッジの交換は確実に行われていたかを確認します。
澆 5章「故障かな？と思ったら」をご覧ください。該当する症状があれば、記載されている処理を行ってく
ださい。

以上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お近くのサービス窓口にご連絡くださ
い。その際にディスプレイのアラーム表示もお知らせください。故障時のディスプレイによるアラーム表
示は修理の際の有用な情報となることがあります。サービス窓口の電話番号、受付時間については「NEC
サービス網一覧表」をご覧ください。

なお、保証期間中の修理は、『保証書』を添えてお申し込みください。

またプリンタをお持ち込みいただくときは本書や梱包箱に表示されている手順を参照して、プリンタを梱
包してください。

弊社パーソナルコンピュータプリンタシリーズは日本国内仕様のため、海外でご使用になる場合
NECの海外拠点で修理することはできません。

管理銘板

重要 
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保守サービスについて
保守サービスはNECが指定した保守サービス会社によってのみ実施されます。部品交換は純正部品を使用
することはもちろん、技術力においてもご安心いただけます。しかもお客様のご都合に合わせてご利用い
ただけるように次の4種類を用意しております。

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、お買い上げの販売店または、添付の「NEC
サービス網一覧表」に記載のサービス窓口へお問い合わせください。

蘆 契約保守 年間一定料金で契約を結び、サービス担当者を派遣するシステムです。
蘆 出張修理（スポット修理） サービス担当者がお客様のところに伺い、修理をするシステムです。料金は修

理の程度、内容に応じて異なります。
蘆 持込修理 お客様に修理品をサービス窓口にお持ち込みいただくシステムです。
蘆 引取修理 修理品を引き取りにうかがい、修理後お届けするシステムです。

* プリンタは出張修理対象品につき無料です。出張修理品の対象になっていない製品は出張料のみ有料となります。

類　種 要　概
金料理修

法方い払支お 口窓付受
内間期証保 外間期証保

守保約契

頼依ごの理修、とすまきだたい約契ご
理修、し遣派を者当担スビーサし対に

。すましたい ( そに日遣派てしと則原
程の障故、がすましたい理修で場の
理修てしり取き引お、りよに容内・度
さだく承了ごでのすまりあも合場るす

。い ) じ応に成構ムテスシ、は料守保
めたくだたいてしい払前を金料定一た
そに時了完理修、き除を品部償有部一
まりあは要必くだたいい払支お度都の
りなに能可が化算予の用費守保。んせ

。すま

たじ応に成構器機
金料定一間年

い払前括一間年

　店売販げ上い買お
CEN スビーサ品商 (株)

NNI-tiBCEN 　　　
CEN 　プッョシンコイマ

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　

理修張出
トッポス（

）理修

者当担スビーサてし対に頼依ごの理修
。すましたい理修、し遣派時随を (原

したい理修で場のそに日遣派てしと則
引、りよに容内・度程の障故、がすま
合場るす理修ていだたいてせさり取き

。いさだく承了ごでのすまりあも ) ご
。すで要不は約契

料無 *
料理修

＋
料張出

後了完理修
算清どつのそ

理修込持

守保の合場いたせま済に的済経を理修
最、で身自ごが様客お。すでスビーサ
ち持おを品理修に口窓付受理修のり寄
を品了完理修、後理修。いさだくみ込

。すまきだたいり帰ち持お

料無 みの料理修

理修取引

み込ち持おを品理修で合都ごの様客お
ビーサのり寄最、は合場いなけだたい
まり参にり取き引を品理修りよ点拠ス

。すましたいけ届お後了完理修。す

料り取き引
＋
料却返

料理修
＋

料り取き引
＋
料却返

CEN スビーサ品商 (株)
CEN プッョシンコイマ
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プリンタの寿命について
MultiWriter 2200X2/2200XE/2000X2の製品寿命は印刷枚数30万枚、または使用年数5年のいずれか早
いほうです。継続使用される場合は、販売店または「NECサービス網一覧表」に記載のサービス窓口にご相
談ください。

補修用部品について
プリンタの補修用部品の保有期間は製造打ち切り後7年です。

ユーザーズマニュアルの再購入について
もしユーザーズマニュアルを紛失された場合は、お買い求めの販売店もしくは、お近くの販売店に品名と
型名を次のように指定してお申し込みください。ユーザーズマニュアルを再度購入することができます。

蘆 品名 MultiWriter 2200X2/2200XE/2000X2　ユーザーズマニュアル
蘆 型名 PR-L2200XE-UM

なお、ユーザーズマニュアルの紛失に備えて、品名と型名をメモしておくようにしてください。

情報サービスについて
プリンタに関するご質問・ご相談は、NEC Bit-INNおよび当社指定のサービス窓口でお受けしています。
また技術的なご質問・ご相談はNECパソコンインフォメーションセンターにご連絡ください。

上記窓口の電話番号、受付時間については、「NECサービス網一覧表」をご覧ください。

また以下のパソコン情報サービスにおいて、2200X2/2200XE/2000X2に関しての最新情報やプリンタ
ドライバがアップロードされます。ご利用ください。

xaF スビーサ
CEN 報情ンコソパ XAF スビーサ

　京東　　 1289-9673-30
　阪大　　 1289-403-60

NAV-CP CEN （報情ンコソパ CPCENJ ）

evreS-YTFIN muroFretneCnoitamrofnICEN （ OFNICENFOG ）

トッネータンイ 89 （ンョシーメォフンイ /89/pj.oc.cen.www//:ptth ）



11

1

この章では、お買い上げになったプリンタの箱を開けて、中身を確認し、テスト印刷ができるようになる
までを次のような手順で説明します。

珈 設置に必要なスペースを確認する
↓

玳 箱の中身を確認する
↓

珎 固定用部材を取り外す
↓

玻 各部の名称を確認する
↓

珀 EPカートリッジを取り付ける
↓

珥 用紙をセットする
ホッパにセットする
トレーにセットする
↓

珮 電源コードを接続する
↓

珞 テスト印刷をする
↓

璢 コンピュータに接続する

この後にプリンタを運搬するとき、またプリンタを廃棄するときの注意事項が記載されています。

1章
プリンタの設置
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珈 設置に必要なスペース
MultiWriter 2200X2/2200XE/2000X2の設置に必要なスペースは次のとおりです。2200X2/2200XE/
2000X2を安全に、快適にご使用いただくために十分なスペースを確保し、風通しのよい場所に設置して
ください。

プリンタ上面

プリンタ正面

320mm

100mm

700mm

100mm

1430mm

720mm

300mm

約670mm

 

100mm

100mm
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1
設置してはいけない場所
次のような場所には設置しないでください。

直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、温度変化の激しい場
所（暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）には設置しないでく
ださい。また温度変化により結露現象が起こり故障の原因とな
ることがあります。

じゅうたんを敷いた場所では使用しないでください。静電気に
よる障害で装置が正しく動作しないことがあります。

強い振動の発生する場所に設置しないでください。装置が正し
く動作しないことがあります。

腐食性ガスの発生する場所、薬品類がかかるおそれのある場所
には設置しないでください。部品が変形したり傷んだりして装
置が正しく動作しなくなることがあります。

上から物が落ちてきそうな場所には設置しないでください。衝
撃などにより装置が正しく動作しないことがあります。

ラジオやテレビなどの近くには設置しないでください。プリン
タのそばで使用すると、ラジオやテレビの受信機などに受信障
害を与えることがあります。

添付の電源コードのみでは届かない場所に設置しないでくださ
い。延長コードの過容量、延長コードへのコンセントの差し込
みにより発熱するおそれがあります。
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玳 箱の中身を確認する
箱を開けて、まず次のものがすべてそろっていることを確認し、それぞれの点検を行ってください。万一
足りないものや損傷しているものがある場合には、販売店に連絡してください。

漓 MultiWriter 本体

チェック 

✔

滷 用紙カセット 澆 キャノピー

潺 ケーブル
　　クランプ

潸 EPカートリッジ 澁 電源コード 澀 プリンタソフトウェア
CD-ROM

潯 フォントカード
ガイド

潛 ユーザーズマニュアル
　　［1/2］（本書）

濳 ユーザーズマニュアル
　　［2/2］

潭 保証書

澂 お客様登録申込書 潼 NECサービス網
一覧表

潘 ソフトウェア
のご使用条件

蘆 保証書とNECサービス網一覧表は大切に保管してください。
蘆 お客様登録申込書は、所定事項を記入の上、投函してください。
蘆 梱包材料(箱や緩衝材など）はプリンタを運搬するときに必要となりますので、保存しておい

てください。

保
証
書
在
中
 

サービス網一覧表 

MultiWriter 2200X2 

 
2200XE 

 
2000X2

ユーザーズマニュアル［1/2］ 

 
 

MultiWriter 2200X2 

 
2200XE 

 
2000X2

ユーザーズマニュアル［2/2］ 
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1
プリンタソフトウェアCD-ROMについて

2200X2/2200XE/2000X2に添付されているプリンタソフトウェアCD-ROMは、Windows 95、Win-
dows NT4.0、Windows NT3.51、Windows 3.1のコンピュータ環境に対し次のようなソフトウェアを提
供しています。

［MANUAL］について
CD-ROM内の［MANUAL］には下記の内容が含まれています。

蘆 メニューモードとメモリスイッチの詳細
メニューモード

蘆 技術情報
使用できるコンピュータとプリンタケーブル 文字の種類
印刷範囲 テスト印刷のプリント結果
NPDLの初期状態 文字コード表
インタフェース ディスプレイ表示一覧
制御コード一覧 PrintAgent通知一覧
機能拡張制御コード

ヒント 

✎ このCD-ROMはISO9660フォーマットに従って作成されています。MacintoshでこのCD-
ROMを見るためには、ISO9660機能拡張ファイルが必要です。詳しくはMacintosh本体また
はOSのマニュアルをご覧ください。

名リトクレィデ 容　　　　内

2X0022WM
2X0022retirWitluM の用 SPMN/tnegAtnirP 。すでアェウトフソ 2X0022 たるす刷印で

環の々個りよにとこう従にスクッボグロアイダの上面画。すまいてっ入がルイァフな要必にめ
。すまれさルートスンイに的動自がルイァフな要必たせわ合に境

EX0022WM
EX0022retirWitluM の用 SPMN/tnegAtnirP 。すでアェウトフソ EX0022 たるす刷印で

環の々個りよにとこう従にスクッボグロアイダの上面画。すまいてっ入がルイァフな要必にめ
。すまれさルートスンイに的動自がルイァフな要必たせわ合に境

2X0002WM
2X0002retirWitluM の用 SPMN/tnegAtnirP 。すでアェウトフソ 2X0002 たるす刷印で

環の々個りよにとこう従にスクッボグロアイダの上面画。すまいてっ入がルイァフな要必にめ
。すまれさルートスンイに的動自がルイァフな要必たせわ合に境

X0041WM
X0041retirWitluM の用 SPMN/tnegAtnirP 。すでアェウトフソ X0041 にめたるす刷印で

に境環の々個りよにとこう従にスクッボグロアイダの上面画。すまいてっ入がルイァフな要必
。すまれさルートスンイに的動自がルイァフな要必たせわ合

VNOCDF
MOR-DC たれらめ納に SPMN/tnegAtnirP をアェウトフソ 5.3 にクスィディピッロフチンイ

の内リトクレィデ本はていつに細詳。すでルーツるすーピコ emdaeR 。いさだく覧ごを

EDOCRAB

epyTeurTCEN とトンォフドーコーバ epyTeurTCEN でィテリィテーユトンォフドーコーバ
りよにとこるすルートスンイをアェウトフソのこ。す swodniW で境環 retirWitluM コーバに

（トンォフドー 5 。すまきでがとこるせさを刷印の）類種
1　 5fo2lairtsudnI 比ルーュジモ（ 2.2 、 0.3 ）
2　 7-WN 比ルーュジモ（ 2.2 、 0.3 ）
3　 93EDOC 比ルーュジモ（ 2.2 、 0.3 ）
4　 NAJ （ 31 、桁 8 ）桁
5 ）号番便郵新（ドーコーバマタスカ　

の内リトクレィデ本はていつに細詳 emdaeR 。いさだく覧ごを

LAUNAM
でルアュニマため納を報情術技どな容内定設のタンリプるきで定設てっ使をドーモーュニメ

「ダーリの内リトクレィデ。す redaeRtaborcAebodA いつに細詳。すまし覧閲てっ使を」
の内リトクレィデ本はて emdaeR 。いさだく覧ごを

TDPUBSU
BSU な要必にめたるすを刷印てっ使をルブーケタンリプ BSU ァフバイラドルブーケタンリプ

の内リトクレィデ本はていつに細詳。すまいてっ入がルイ emdaeR 。いさだく覧ごを
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ハードディスク容量について

PrintAgent/NMPSソフトウェアをインストールするのに必要なハードディスク容量は次のとおりです。

蘆 Windows 95　日本語版 約2.8MB以上
（プリンタドライバのみインストールする場合は約0.6MB）

蘆 Windows NT4.0　日本語版 約2.8MB以上
（プリンタドライバのみインストールする場合は約0.6MB）

蘆 Windows NT3.51　日本語版 約2.8MB以上
（プリンタドライバのみインストールする場合は約0.6MB）

蘆 Windows 3.1　日本語版 プリンタドライバとして約0.6MB以上

PrintAgentをインストール時に指定する、PrintAgentモジュールのディレクトリ名（指定しな
ければ「PrintAgent」になります）はインストール終了後に変更しないでください。Windows
3.1やDOS上でディレクトリの移動などを行うと、ディレクトリの名前が「PRINTÃ1」などに
変わってしまう場合があります。

ネットワーク環境で共有プリンタをお使いになるためには、コンピュータにあらかじめWindows
95の場合は、「Microsoftネットワーク共有サービス」、Windows NT4.0/3.51の場合は「サー
バー」などクライアントソフトウェアを組み込んでおく必要があります。詳しくは各OSのマニュ
アルをご覧ください。

NMPSソフトウェアをフロッピィディスクで必要な場合

通常PrintAgent/NMPSソフトウェアのインストールは添付のCD-ROMにより行いますが、フロッピィ
ディスクを使ってインストールしたい場合は、いったんCD-ROMに入っているPrintAgent/NMPSソフト
ウェアをフロッピィディスクにコピーしてからインストールします。添付のCD-ROMには、このための
ツール（CD-ROMからNMPSソフトウェアをフロッピィディスクにコピーして、インストールできるよう
にするソフトウェア）が入っています。詳しくは前ページの表中の「FDCONV」の内容をご覧ください。
もし「CD-ROMドライブを持っていない」等でフロッピィディスクにコピーできない場合は、必要事項を下
記宛先までFAXまたは電話でご連絡ください。ご希望のフロッピィディスクをお送りします。

必要事項

漓 プリンタ品名 「MultiWriter 2200X2」、「MultiWriter 2200XE」または「MultiWriter
2000X2」

滷 プリンタの製造番号 保証書をご覧ください。9桁の英数字です。
澆 フロッピィディスクタイプ 1.44MBタイプ*1、または3.5インチの1.2MBタイプ*2

潺 ご住所
潸 ご氏名
澁 ご連絡先 昼間ご連絡がとれる電話番号をお知らせください。また自宅か勤務先

かも明記してください。
*1 PC98-NXシリーズ用、DOS/V機（IBM PC/AT 100%互換機）用

*2 PC-9800シリーズ用

連絡先

NEC商品サービス（株）　サプライ品販売促進部
TEL: 044-813-2400
FAX: 044-813-2610

チェック 

✔

重要 
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1
珎 固定用部材を取り外す
プリンタは輸送中の損傷を防ぐために、動きやすいあるいは外れやすい箇所をテープで固定してありま
す。次の手順に従ってテープを取り除きます。

1. カバーに貼り付けてあるテープ（3か所）を取り
外す。

2. 用紙カセットに貼り付けてあるテープ（4か所）
を取り外す。

3. 用紙カセット内のリフトプレートを押し、確実
に下がっていることを確認する。

リフトプレートが完全に下がっていないと用紙カ
セットをホッパに取り付けることはできません。

4. 紙製パッドを取り外す。

紙製パッド
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5. カセットカバーを取り付ける。

6. 用紙カセットをプリンタに差し込む。
用紙カセットはゆっくり差し込んでください。

カセットカバー
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1

リアカバー

フロント開閉レバー

スタッカ

操作パネル

フロントカバー

両面印刷カバー

トレー

電源スイッチ

* 用紙を給紙する機構全体を「ホッパ」といいます。この「ホッパ」の中でも
特に引き出して用紙をセットする部分を「用紙カセット」といいます。

フロントインタフェース
コネクタカバー

カバーを開けた状態

フロントインタフェース
コネクタ

スタッカ開閉レバー

プロッタボード用スロット

フォントカード用スロット

LANボード用スロット

リアインタフェースコネクタ

用紙カセット

ホッパ*

ペーパサポート

ケーブルクランプ 電源コネクタ

ケーブルクランプ

キャノピー

玻 各部の名称を確認する
プリンタの各部の名称について説明します。プリンタを使用する前にそれぞれの名称と位置を確認してく
ださい。

プリンタ前面

プリンタ背面
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珀 EPカートリッジを取り付ける
EPカートリッジはトナーやOPCドラム、現像ユニットなどが一体化されたものです。消耗品のため、印刷
が薄くなったら交換します。

このカートリッジは地球資源の有効活用を目的として回収しております。お客様にはお手数なが
ら、ご使用後はお買い上げの販売店または最寄りのNECサービス窓口までお持ち寄りください。

2. 新しいEPカートリッジの中のトナーを均一に
するため、水平に持って10回程度、図に示す方
向にゆっくり振る。

この時、取っ手を持って振らないでください。

EPカートリッジは取っ手を上にして、
机など水平な面に置いてビニールシー
ルを引いてください。EPカートリッジ
を立てた状態でビニールシールを引く
と途中で引き抜けなくなるか、切れて
しまうおそれがあります。

もしビニールシールが途中で引き抜け
なくなった状態で、あるいは途中で切
れた状態のままセットすると、印刷品
質が劣化するばかりでなくプリンタ自
身に障害が生じることがあります。

重要 

1. EPカートリッジを袋から取り出す。
EPカートリッジに傷がないことを確認してくださ
い。

EPカートリッジのドラム保護シャッタ
には触らないようにしてください。

チェック 

✔

重要 

ドラム保護
シャッタ
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1
3. EPカートリッジの取っ手を上にして机など水

平な場所に置き、側面にとめられているビニー
ルシールの端を持って、ゆっくり引き抜く。

ビニールシールを引き抜くとき少量のトナーが出る
ことがあります。

ビニールシールは正常に引き抜けた場
合約60cmの長さになり、シールの端
は“のこば状”となっています。正常に
引き抜けなかった場合は、プリンタを
購入された販売店に連絡してくださ
い。

4. スタッカ開閉レバーを左側に押してロックを解
除する。

5. スタッカをゆっくりと開ける。
スタッカ開閉レバー付近のくぼみに指を引っ掛けて
スタッカを開けてください。

6. EPカートリッジ上部に書いてある矢印の方向
をプリンタ正面に向けて、図のようにEPカー
トリッジの取っ手を持ちカートリッジの両側の
金属部（銀色、3か所）をプリンタの内側の溝に
合わせてセットする。

EPカートリッジが浮き上がっていたり、斜めになっ
ていたりせず、確実に下までセットされていること
を確認してください。

チェック 

✔

スタッカ
開閉レバー
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7. スタッカを閉じる。
カチッと音がするまでしっかり押し下げます。開閉
レバーが確実に閉まったことを確認してください。
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1
珥 用紙をセットする

用紙について

MultiWriter 2200X2/2200XE/2000X2で使用できる用紙は次のとおりです。なお、用紙の規格について
は本書133ページ、「印刷範囲」についてはプリンタソフトウェアCD-ROMの［MANUAL］をご覧くださ
い。

蘆 普通紙とラベル以外の用紙はホッパからの給紙はできません。
蘆 普通紙以外の用紙は両面印刷できません。

普通紙

「乾式PPC用紙」が最適です。連量55～70kgのものを使用してくださ
い。A3判、A4判、A5判、B4判、B5判、レターサイズが使用できま
す。
ホッパまたはトレーにセットすることができます。

厚紙

「乾式PPC用紙」が最適です。連量70～110kgのものを使用してくださ
い。A3判、A4判、A5判、B4判、B5判、レターサイズが使用できま
す。
トレーにセットすることができます。

はがき

官製はがき、官製往復はがき、あるいはそれらはがきと同等のものを使
用してください。
トレーにセットすることができます。

封筒

洋形4号（LIFE洋封筒E506ライフ（株）製）の封筒を使用してください。
トレーにセットすることができます。

OHPフィルム

乾式PPC用で厚さ0.1mm±0.025mmで、表面処理されているものを使
用してください。大きさはA4判が使えます。
トレーにセットすることができます。

チェック 

✔
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ラベル紙

台紙全体がラベルで覆われたものを使用してください。大きさはA4
判、B4判が使えます。
トレーまたは標準ホッパにセットすることができます。

次のような用紙への印刷は避けてください。印刷不良、紙づまり、故障の原因になります。
蘆 無塵紙
蘆 裏移り防止用の白粉（ミクロパウダ）が塗布された用紙
蘆 熱で変質するインクを使った用紙、変質しやすい用紙
蘆 カーボン紙、ノンカーボン紙、感圧紙、感熱紙、酸性紙　
蘆 ざら紙や繊維質の用紙など、表面が滑らかでない用紙
蘆 ミシン目のある用紙、穴あき用紙
蘆 紙の表面に特殊コーティングした用紙、表面加工したカラー用紙
蘆 シワがある、折れている、破れている、湿っている、濡れている、長期間放置した、カール

している、静電気で密着している、貼り合わせてある、のりが付いているなどの用紙
蘆 ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙
蘆 のりがついている封筒
蘆 熱転写プリンタ、インクジェットプリンタで印刷した後の用紙
蘆 次のような状態のラベル紙

台紙全体がラベルで覆われていないもの、部分的に使用したもの、ラベルがはがれかかって
いるもの、カールしているもの、表面にのりがしみ出ているもの

蘆 すでに片面が印刷されている用紙

蘆 再生紙、ラベル紙の使用については、制限があります。お買い求めの販売店または、添付の
「NECサービス網一覧表」に記載のサービス窓口へお問い合わせください。

蘆 はがき、封筒、OHPフィルムおよびラベル紙の印刷品質は、規格を満たす普通紙の印刷品
質より劣る場合があります。

蘆 ラベル紙への印刷は、ラベルの切れ目部分に文字やイラス
トがかからないようにしてください。

蘆 OHPフィルム、ラベル紙をプリンタにセットするときは十
分にさばいてから行ってください。

チェック 

✔

重要 
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1

チェック 

✔

重要 

ホッパに用紙をセットする

ホッパに用紙をセットします。用紙は普通紙（連量55kg用紙）なら250枚までセットできます。

ホッパにセットする用紙は、両面とも印刷のされていない用紙をセットしてください。すでに片
面印刷してある用紙をホッパにセットしないでください。
片面印刷してある用紙をセットし印刷すると、給紙できない、紙づまりになるなどプリンタの故
障の原因となる場合があります。

用紙カセット前側のコルク部には手を触れないでください。給紙不良の原因となることがありま
す。

1. 用紙カセットをゆっくり引き出す。

2. カセットカバーを取り外す。

3. サイドガイドのつまみを引き上げてサイドガイ
ドをスライドさせ、使用する用紙のサイズに合
わせる。
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4. エンドガイドのつまみ中央部を押しながら手前
に倒し、上に引き抜く。

お買い上げ時、エンドガイドは用紙カ
セット手前に入っています。

5. 使用する用紙サイズの溝に合わせてエンドガイ
ドをはめ込む。

B4、A3の用紙をセットするときは、エンドガイドを
はめ込む必要はありません。用紙カセット手前のエ
ンドガイド入れに入れて保管してください。

6. 印刷する面を上にして、用紙をそろえてセット
する。（次のチェックをご覧ください。）

蘆新しく袋から出した用紙はさばかな
いでください。用紙をさばくと静電
気が起きて紙づまりの原因になるこ
とがあります。

蘆 1つの用紙カセット内にサイズや質
の異なる用紙をセットしないでくだ
さい。

蘆用紙のつぎ足しはしないでくださ
い。

D

チェック 

✔

チェック 

✔
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1
用紙のセット方向

B5、A5サイズ、レターサイズの場合は用
紙を右図のようにセットします。
このセット方法を今後、本ユーザーズマ
ニュアルでは「横置きにセットする」と言う
ことにします。

A3、B4サイズの場合は用紙を右図のよう
にセットします。
このセット方法を今後、本ユーザーズマ
ニュアルでは「縦置きにセットする」と言う
ことにします。

A4サイズの場合は用紙を下図のように縦置
き、横置きどちらの方向でもセットできま
す。

A3、B4サイズをセットするときはつまみ
を右に動かし、用紙カセットを引き伸ばし
て使ってください。

重要 

チェック 

✔

B4の場合 A3の場合

B4

A3

B4

つまみ つまみ

B5、A5サイズ、レターサイズ　…　横置き

A3、B4サイズ　…　縦置き

A4サイズ（縦置き） 　A4サイズ（横置き）
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7. カセットカバーを用紙カセットの溝に合わせて
取り付ける。

8. 用紙カセットをプリンタに差し込む。
用紙カセットはゆっくり差し込んでください。

9. キャノピーをプリンタ背面に取り付ける。
キャノピーには何も物を載せないでください。破損
の原因となります。

残った用紙は変質を防ぐため、次のことに注意して正しく保管してください。

蘆用紙は包装してあった紙で包み直してください。
蘆キャビネットの中など直射日光の当たらない、湿気の少ない場所に保管してください。
蘆用紙はしわ、折れ、カールなどがつかないように、平らな場所に水平にして保管してくだ
さい。

チェック 

✔
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1
10. ペーパサポートを準備する。

A3、B4サイズの場合、ペーパサポートを引き出し
ます。

A4、B5、A5、レターサイズの場合、そのままお
使いください。

トレーに用紙をセットする

トレーには普通紙やラベル紙をはじめ、ホッパにセットできない厚紙、はがき、往復はがき、封筒、OHP
フィルムをセットすることができます。
トレーの容量は連量55kgの普通紙で約100枚です。はがき、往復はがき、OHPフィルム、ラベルは約30
枚、封筒は約10枚セットすることができます。

トレーにセットする用紙は両面とも印刷していない用紙をセットしてください。すでに片面印刷
してある用紙をトレーにセットすることはできません。片面印刷した用紙をセットし、その用紙
の裏に印刷しようとすると給紙できなかったり、紙づまりになったりするばかりでなく、プリン
タの故障の原因となる場合があります。

重要 
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1. トレーを開く。
トレーのつまみを持ち、手前に引きます。

2. トレーガイドをクリック感があるまで伸ばし、
さらに1段手前に開く。

3. 印刷したい用紙のサイズに用紙ガイドを合わせ
る。

右側の用紙ガイドを動かすと左側の用紙ガイドも一
緒に動きます。

4. 印刷したい面を下にして、用紙を用紙ガイドに
沿って突き当たるまで挿入する。

A3サイズ、B4サイズ、はがき、封筒は縦置きで、
B5サイズ、A5サイズ、レターサイズは横置きでセッ
トしてください。
A4サイズの普通紙、OHPフィルムは縦置き、横置き
どちらでも用紙をセットすることができます。

封筒をセットする場合は、あらかじめ、フラップ（封筒の折り返し部分）を折り込んだ状態で
印刷したい面を下にしてセットしてください。折り込まない状態でセットすると、用紙サイ
ズエラーになるおそれがあります。

チェック 

✔

つまみ トレー

トレーガイド

用紙ガイド
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1

チェック 

✔

はがき、往復はがきをセットするときの注意

往復はがきは、折り返しや折り目がついているものを使用しないでください。折れた状態でト
レーにセットすると、紙づまりの原因となるだけでなく、プリンタが故障するおそれがありま
す。

蘆 はがき、往復はがきに反りがあるとき
は、反りの幅が2mm以内になるように
し、反りの方向が右の図のようになるよ
うに反りを直してからセットしてくださ
い。

蘆 印刷所で印刷を施された官製はがき（年賀状など）には裏移り防止用の白い粉が塗布されてい
ることがあります。このプリンタでこのようなはがきへの印刷を繰り返すと、白い粉により
プリンタ内部のローラの摩擦力が低下し、はがきがうまく送れなくなることがあります。
このようなはがきを使用するときは、印刷の前にはがきの両面を乾いた布などで粉を軽く
払ってください。

蘆 はがきをまとめてセットする場合は、はがきを十分さば
いてからセットしてください。

蘆 印刷したはがきをポストに入れるときは、反りが5mm以内になるように直してください。
反りが大きいと郵便番号読取機の処理に不都合が生じます。

封筒をセットするときの注意

フラップ（封筒の折り返し部分）面は印刷を行わないでください。紙づまりの原因となるだけで
なく、プリンタが故障するおそれがあります。

蘆 トレーにセットする封筒は、洋形4号（LIFE洋封筒E506ライフ（株）製）をご使用ください。

蘆 封筒をセットする前に、封筒の束を平らなところへ置
き、フラップ（封筒の折り返し部分）をきちんと折り曲げ
てフラップがはね上がらないようにしてください。

蘆 封筒の両端を持って、十分さばいてからセットしてくだ
さい。

蘆 印刷する面を下にして、封筒を用紙ガイドに沿って奥に
突き当たるまで挿入してください。

チェック 

✔

2mm以内 
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珮 電源コードを接続する
電源コードは、添付されているものを使用してください。定格に満たない電源
コードを使うと火災や感電、故障のおそれがあります。

1. プリンタの電源スイッチがOFFになっているこ
とを確認する。

2. 電源コードの三極プラグをプリンタ背面の電源
コネクタに差し込む。

3. ケーブルクランプを装置背面に取り付け、電源
コードを通す。

ケーブルクランプの取り付ける場所は左右に用意さ
れています。設置場所に応じて使い分けてくださ
い。

4. もう一方の電源プラグを壁付きコンセント（電
流容量10A以上）に差し込む。

プリンタの電源コードは、コンピュー
タ本体の補助コンセントには接続しな
いでください。

チェック 

✔

注 意 
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1
珞 テスト印刷をする
プリンタが正常に動くことを確かめるために、テスト印刷を行います。

印刷中は電源スイッチをOFFにしないでください。印刷中にOFFにすると紙づまりになります。

このテスト印刷は「5章　故障かな？と思ったら」の処置が済んだ後に実行することをお勧めしま
す。

1. 電源スイッチをONにする。

2. ディスプレイに次のメッセージが順に表示され
る。ブザーが2回鳴り、印刷可ランプが点灯す
ることを確認する。

“イニシャライズチュウ”
“ウォームアップ”

3. 印刷可スイッチを押す。
印刷可ランプが消灯します。

ホッハ  ゚　　　　Ａ４　ホ゜ート 
ＮＰＤＬ 

印刷可 

重要 

印刷可 

ヒント 

✎

チェック 

✔ レターサイズの用紙をホッパにセットする場合、自動的に用紙サイズ検出されませんので、
メニューモードの「ヨウシメニュー」で用紙サイズ設定を「LTコテイ」に設定してください。
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蘆 トレー の場合は、自動的に用紙サイズを検出しないので、［トレー］スイッチで用紙サイ
ズを選択してください。

蘆 トレー にセットする用紙がOHPフィルムや厚紙の場合は、メニューモード設定項目一覧
表（48ページ）を参照して、メニューモードの「トレーヨウシシュベツ」項目で用紙種別の
設定を行ってください（詳細についてはプリンタソフトウェアCD-ROM［MANUAL］参
照）。この場合、両面ランプが点灯している場合も、印刷は片面で行われます。

蘆 スイッチで選択した用紙サイズよりも小さい用紙に印刷したり、用紙のセット方向をまち
がえて印刷すると、用紙をはみ出して印刷してしまい、プリンタ内部のローラを汚す原因
となります。ローラが汚れてしまったときは、テスト印刷を数枚行い、汚れを取り除いて
ください。

テストメニュー 
　ステータスインサツシ゛ッコウ 

メニュー 

チェック 

✔

5. 蜷メニュースイッチを押す。
ディスプレイには“テストメニュー　→”と表示され
ます。

テストメニュー 

メニュー 

6. 蜷メニュースイッチを押す。
ディスプレイ下段には“←ステータスインサツジッコ
ウ→”と表示されます。

トレー 

4. トレーに用紙をセットした場合は、ここで［ト
レー］スイッチを押し、印刷する用紙のサイズ
を選択する。

トレーが選択され、ディスプレイには“トレー”と表
示されます。
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1
7. ▼縮小スイッチを2回押す。

ディスプレイ下段には“←レンゾクインサツ ジッコウ
→”と表示されます。

8. 蜷メニュースイッチを押す。
データランプが点灯し、プリンタはテスト印刷を開
始します。ディスプレイには“テストインサツチュ
ウ”と表示されテスト印刷を開始します。
テスト印刷の結果については、プリンタソフトウェ
アCD-ROM［MANUAL］の「テスト印刷のプリント結
果」をご覧ください。

9. テスト印刷を停止させる。
テスト印刷は自動的に止まりませんので、ストップ
スイッチを押してください。その後シフトスイッチ
を押しながらリセットスイッチを2回押します。
ブザーが2回鳴り、印刷可ランプが点灯します。

　レンソ゛クインサツシ゛ッコウ 
テストメニュー 

2回 

縮小 

　テストインサツチュウ  

メニュー 

2回 

ストップ 

シフト 排出 リセット 

印刷可 

これでテスト印刷は終了です。
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璢 コンピュータに接続する
MultiWriter 2200X2/2200XE/2000X2にはプリンタケーブルが添付されていないため、別途お買い求め
になる必要があります。プリンタケーブルの種類がわからない場合は、「使用できるプリンタケーブル」
（134ページ）をご覧になり、ご使用のコンピュータに合ったプリンタケーブルを確認してください。

パソコン本体とプリンタとの接続は、当社指定のケーブルをご使用ください。指定以外のケーブ
ルを使用したり、市販のプリンタバッファ、プリンタ切り替え器、プリンタ共有器などを使用す
ると、2200X2/2200XE/2000X2の機能の一部または全部が正常に動作しない場合があり
ます。

1. プリンタおよびコンピュータの電源スイッチを
OFFにする。

2. 装置前面のインタフェース用ソケットを使用す
る場合は側面のインタフェース用カバーの上下
を押しながら手前に取り外す。

3. プリンタケーブルのコネクタをプリンタ前面または背面のソケットに差し込み、コネクタ両端のロッ
クスプリングで固定する。

ヒント 

✎

チェック 

✔

重要 

蘆 2200X2/2200XE/2000X2をコンピュータのUSBコネクタに接続する場合はオプショ
ンの「USBプリンタケーブルPR-CA-U01」が必要です。（Windows 95（OSR2.1以降のみ
対応））

蘆 Macintoshコンピュータと接続する場合やネットワークに接続する場合はオプションの「マル
チプロトコルLANボード」と専用のネットワークケーブルが必要です。詳細は88ページを参
照ください。

2200X2/2200XE/2000X2には前面と背面の2か所にインタフェース用ソケットがありま
す。どちらのソケットを使用してもかまいません。
両方のインタフェース用ソケットを使用すると、インタフェースケーブルのつなぎ替えを行わず
に、2台のパーソナルコンピュータのデータを印刷することができます。この場合、2つのインタ
フェースの切り替えは自動で行われます。　
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1

蘆プリンタ背面のソケットに差し込ん
だ場合、ケーブルクランプを取り付
け、プリンタケーブルを通します。

蘆ケーブルクランプは背面の左右に用
意されていますので設置場所に応じ
て使い分けてください。

プリンタ前面のソケットに差し込んだ
場合、インタフェース用カバーを差し
込むことができます。

4. プリンタケーブルのもう一方のコネクタをコン
ピュータに接続する。

コンピュータのインタフェース用ソケットの位置に
ついては、コンピュータのマニュアルを参照してく
ださい。

チェック 

✔

チェック 

✔

ロックスプリング ロックスプリング



38

注 意 

重要 

プリンタを運搬・廃棄するときは

プリンタを運搬するときは

引っ越しや修理などでプリンタを運搬するときは、次の手順でプリンタから付属品、消耗品およびオプ
ションを取り外してから行ってください。

1. 付属品および消耗品（EPカートリッジ、用紙カセット、用紙、電源コード、プリンタケーブル、キャ
ノピー、ケーブルクランプ）を取り付けたときと逆の手順で取り外してください。（前述の「プリンタ
の準備」を参照してください。）

どの付属品を取り外すときも、電源がOFFになっていることを確認してください。

2. オプションを取り付けている場合は、各オプションの取扱説明書か、本マニュアルの3章をご覧にな
りながら取り外してください。

3. プリンタを緩衝材で梱包し、箱に入れます。詳しくは購入時の箱をご覧ください。
購入時の箱や緩衝材がない場合は、プリンタに衝撃を与えないよう柔らかいもので保護し、静かに運
搬してください。

プリンタの重量は約19kgの重さがあります
（EPカートリッジ含まず）。装置側面の取っ
手を持ち、装置前面に手をそえて二人以上で
運んでください。一人で運ぶと腰を痛めるお
それがあります。

プリンタ・消耗品を廃棄するときは

蘆 NECは使用済みのEPカートリッジの回収を行っています。EPカートリッジはそのまま捨てずに、お求
めの販売店にお持ちください。詳しくは販売店またはNECの相談窓口にお問い合わせください。

蘆 装置の廃棄については各自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自治体へお問い合わせ
ください。また、廃棄の際はEPカートリッジを取り外してお出しください。
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2

操作パネルはユーザーがプリンタの状態を見たり、設定を行ったりするためのものです。

ここでは操作パネル上の「ディスプレイ」および「ランプ」の表示の意味と、「スイッチ」の使い方について、
主にNPDLエミュレーションで使用する場合について説明します。
ESC/Pエミュレーションでは一部機能が異なります。詳しくは60ページで説明します。

2章
操作パネルについて

操作パネル（MultiWriter 2200X2の場合）

メニュー ストップ 

設定変更 メニュー終了 

シフト 排出 リセット 

印刷可 電源 

印刷方向 

ホッパ 

縮小 

印刷可 

データ トナー 

MultiWriter 2200X2

トレー 両面 

ランプ
ディスプレイ

スイッチ
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ディスプレイ
16桁2行の液晶ディスプレイです。英数字とカナで、プリンタの状態や操作に関する情報を表示します。

用紙送り方法を示す表示

ホッパ：ホッパ ＊1

トレー：フロントトレー

＊1 ホッパ　1：上から1段目のホッパ
ホッパ　2：上から2段目のホッパ（オプション）
ホッパ　3：上から3段目のホッパ（オプション）

＊2 LT = レターサイズであることを示しています。
＊3 LP = 帳票であることを示しています。
＊4 下段はセレクト状態（印刷可ランプ点灯）の時のみ表示されます。
＊5 トレーから用紙を送る時に表示されます。
＊6 双方向通信をしている時は表示されません。
＊7 オプションのプロッタエミュレーションボードを装着しているときのみ表示されます。

トレー　　　Ａ4タテ　　ホ゜ート 
フツウシ　　　　　　ＮＰＤＬ　　 

用紙サイズまたは縮小／拡大モードを示す表示

蘆 用紙サイズ　
ホッパ： A3・A4・A5・B4・B5・LT ＊2

トレー： A3・A4タテ・A4ヨコ・A5・B4・B5・LT・
ハガキ・ハガキ× 2・フウトウ

蘆 縮小／拡大モード
A4 → A3・B4 → A3・
B4 → A4・LP ＊3 → A4・A3 → A4・A4×2・B5 → A4・
LP → B4・A3 → B4・A4 → B4・B5 → B4・
A4 → B5・B4 → B5・B5×2

印刷方向を示す表示

ポート：ポートレート
ランド：ランドスケープ

用紙種類を示す表示 ＊5

  フツウシ ：普通紙
  アツガミ ：厚紙
  ＯＨＰ ：ＯＨＰ

動作エミュレーションを示す表示 ＊6

ＮＰＤＬ ：ＮＰＤＬモード
ＥＳＣ／Ｐ ：ＥＳＣ／Ｐエミュレーションモード
プロッタ ：プロッタエミュレーションモード＊7

＊4

ディスプレイの表示

その他の表示内容については本書「アラーム表示が出ているときは｣（120ページ）、「メニューツリー」（52
～59ページ）あるいはプリンタソフトウェアCD-ROM［MANUAL］の「ディスプレイ表示一覧」をご覧くださ
い。



41

2

ランプ
印刷可ランプ（緑／赤）

点灯（緑） プリンタがセレクト状態 (印刷データを受信できる状態) になっていま
す。

点滅（赤） 30秒ごとにブザーが6回ずつ鳴ります。
カセットに用紙がない、カバーが開いているなど、プリンタにエラー
が発生している状態です。詳細については本書の「アラーム表示が出て
いるときは」（120ページ）をご覧ください。

消灯 プリンタがディセレクト状態 (印刷データを受信できない状態) になっ
ています。

電源ランプ（緑）

点灯 プリンタの電源がONになっています。

消灯 プリンタの電源がOFFになっています。

データランプ（橙）

点灯 プリンタ内に印刷データが残っています。

点滅 プリンタが印刷データを受信中です。

消灯  蘆プリンタ内にデータが残っていません。
 蘆プリンタはデータを受信中ではありません。

トナーランプ（赤）

点灯 EPカートリッジのトナーの残量が少ない、または寿命が近づいていま
す。新しいEPカートリッジと交換してください。詳細については「EP
カートリッジの交換」（101ページ）をご覧ください。

消灯 EPカートリッジのトナーの残量が十分にあり、状態も正常です。

両面ランプ（緑）

点灯 両面印刷モードに設定されています。

消灯 両面印刷モードではありません。

データ 

トナー 

印刷可 

両面 

電源 
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スイッチ
プリンタの操作パネルには8個のスイッチがあり、それぞれのスイッチには2つまたは3つの機能を持たせ
ています。

印刷可 

印刷可 

ディセレクト 
通常のスイッチ操作 

メニューモード時の機能 

シフト機能 

設定変更 メニュー終了 

シフト 排出 リセット 

トレー 両面 

メニュー ストップ 

設定変更 メニュー終了 

シフト 排出 リセット 

印刷方向 

ホッパ 

縮小 

印刷可 
トレー 両面 

メニュー 

設定変更 メニュー終了 

シフト 排出 リセット 

印刷方向 

ホッパ 

縮小 

トレー 

(任意のスイッチを押します。)

(［メニュー］スイッチを押した後、任意のスイッチを押します。） 

(［シフト］スイッチを押したまま、任意のスイッチを押します。)

スイッチのモード

通常のスイッチ機能 ― ［印刷可］スイッチを押し、ディセレクト状態（印刷可ランプが消灯してい
る状態）になって初めて機能します（［ストップ］スイッチを除く）。

メニューモード時のスイッチ機能 ― ［メニュー］スイッチを押してメニューモードに入ると働く機能です。
シフト時のスイッチ機能 ― ［シフト］スイッチを押しながら押すと働く機能です。

アラームランプが点滅している間はどのスイッチも機能しません。アラームの詳細については「ア
ラーム表示が出ているときは」（120ページ）をご覧ください。
アプリケーションによっては、スイッチによる設定をアプリケーション側で行えるものもありま
す。

通常のスイッチ機能

印刷可スイッチ

このスイッチはプリンタが初期設定中およびテスト印刷中以外に機能します。

データを受信できる状態にする。

スイッチを押すごとにデータを受信できる状態（セレクト状態、印刷可ランプ緑点灯）と受信
できない状態（ディセレクト状態、印刷可ランプ消灯）に交互に切り替えます。

チェック 

✔

印刷可 
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トレースイッチ

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。

トレー給紙にする。

ホッパから用紙を送る状態でこのスイッチを押すと、トレーから用紙を給紙する状態に切り
替わります。

トレー給紙の用紙サイズを変更する。

トレー給紙を選択中に、このスイッチを押すたびに用紙サイズの設定が次のように変わりま
す。

　　→　A3　→　A4タテ　→　A4ヨコ　→　A5　→　B4　→　B5　→　LT　→　ハガキ　→　ハガキ×2*　→　フウトウ　―　

* 「ハガキ×2」は「往復はがき」を意味します。

両面スイッチ**

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。
**2200XE/2000X2は両面印刷オプション装着時に機能します。

両面印刷モードにする（両面印刷モードを解除する）。

両面ランプが消灯している状態で、このスイッチを押すと、両面印刷モードになります。
このスイッチを押すたびに両面印刷モードの設定と解除が切り替わります。

トレー給紙で「厚紙」または「OHP」を指定した場合に両面ランプが点灯していて
も、印刷は片面で行われます。

ストップスイッチ

このスイッチは常に機能します。

データの受信と印刷を停止し、ディセレクト状態にします。

印刷中にこのスイッチを押すと、印刷中の用紙を排出した後、一時的に印刷を停止します。
受信済みのデータは、プリンタ内に残ったままになります。
印刷を再開するときは、［印刷可］スイッチを押します。

メニュースイッチ

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。

メニューモードに入ります。（メニュー）

このスイッチを押すと、メニューモードに入ります。

トレー 

メニュー 

両面 

ストップ 

チェック 

✔
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ホッパスイッチ

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときやオプションの増設ホッパ
を装着しているときに機能します。

ホッパ給紙に切り替えます。

トレーから用紙を送る状態でこのスイッチを押すと、ホッパから用紙を送る状態に切り替わ
ります。

ホッパを使用しているときは、このスイッチでホッパを選択します。

ホッパ給紙を選択中にこのスイッチを押すたびに給紙ホッパの設定が変わります。（選択さ
れたホッパがディスプレイに表示されます。オプションの増設ホッパを装着しているときに
機能します。）

印刷方向スイッチ

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。

印刷方向をポートレートまたはランドスケープに選択します。

このスイッチを押すごとに、ポートレートとランドスケープを交互に切り替えます。
用紙の置き方に関係なく、縦長にした内容を印刷するときはポートレートを、横長にした内
容を印刷するときはランドスケープを指定します。選択されている印刷方向は、ディスプレ
イに表示されています。

縮小スイッチ

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。また、選択
されている用紙サイズがA3、A4、B4、B5のときに機能します。

縮小／拡大モードの設定を行います。

このスイッチを押すと以下のような縮小／拡大印刷ができます。
印刷する用紙サイズによって、次の順序でモード選択されます。

蘆A3サイズに印刷する

A3　→　A4→A3　→　B4→A3　→　A3　→　（繰り返し）

蘆A4サイズに印刷する

A4　→　B4→A4　→　LP→A4　→　A3→A4　→　A4×2　→　B5→A4　→　A4　→　（繰り返し）

蘆B4サイズに印刷する

B4　→　LP→B4　→　A3→B4　→　B5→B4　→　A4→B4　→　B4　→　（繰り返し）

蘆B5サイズに印刷する

B5　→　A4→B5　→　B4→B5　→　B5×2　→　B5　→　（繰り返し）

■　LPは帳票サイズ（136桁×66行）を意味します。
■　A4×2はA4サイズの2ページ分のデータをA4用紙1枚に印刷します。
■　B5×2はB5サイズの2ページ分のデータをB5用紙1枚に印刷します。

縮小 

印刷方向 

ホッパ 
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アプリケーションによっては縮小・拡大が正しく印刷されないものがあります。

メニューモード時のスイッチ機能

メニュー終了スイッチ

メニューモードを終了させる。
メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューモードを終了します。

設定変更スイッチ

メニューモード時に設定変更したい項目（レベル3）を選択します。

メニューモード時でメニューツリーのレベル3の項目を選択中にこのスイッチを押すと、任
意の項目の設定を変更することができます。

蜷スイッチ

メニューモード中は［→］スイッチとして機能します。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの次のレベル（レベル2またはレ
ベル3）の項目を選択することができます。

▲スイッチ

メニューモード中は［↑］スイッチとして機能します。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの同じレベルの項目を選択する
ことができます。

蜻スイッチ

メニューモード中は［←］スイッチとして機能します。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーのひとつ前のレベル（レベル1ま
たはレベル2）の項目を選択することができます。

▼スイッチ

メニューモード中は［↓］スイッチとして機能します。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの同じレベルの項目を選択する
ことができます。

印刷データの前に用紙サイズの指定コマンド（FS f c1c2c3）によってA3、B4ま
たは帳票サイズが指定されており、ホッパにA4サイズの用紙が入っている場合は
自動的に縮小して印刷します。詳しくは別売の『NPDL（Level 2）リファレンスマ
ニュアル』をご覧ください。
縮小を行った場合、座標などの数値の丸め誤差により、縮小しない場合と印刷結果
が異なる場合があります。

メニューツリーの詳細については「メニューツリー」（52～59ページ）をご覧ください。

チェック 

✔

設定変更 

メニュー終了 

チェック 

✔
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シフト時のスイッチ機能

リセットスイッチ

このスイッチは印刷可ランプが消灯しているときに機能します。アラーム中も機能します。

プリンタを初期状態にします。

［シフト］スイッチを押した状態でこのスイッチを2回続けて押すと、ディスプレイに“リセッ
トジッコウ”と表示され、未印刷データは消失し、プリンタは初期状態（電源スイッチON直
後の状態）になります。リセット後、ブザーが2回鳴ります。

リセットを行うと、スイッチを使って変更したプリンタの設定も、初期状態（電源
ON直後の状態）に戻ります。ただし、メニュースイッチを使って変更したメニュー
モードの内容はリセットされません。詳細はプリンタソフトウェアCD-ROMの
「NPDL初期状態」をご覧ください。

排出スイッチ

このスイッチは印刷可ランプが消灯していて、データランプが点灯している（ディスプレイ
に“データガノコッテイマス”と表示されている）ときに機能します。アラーム中および用紙
がない状態では機能しません。

プリンタに残っている未印刷データをすべて印刷します。

［シフト］スイッチを押した状態でこのスイッチを押すとプリンタに残っているデータをすべ
て印刷出力します。

プリンタ内にデータを残したまま次の印刷を行うと、プリンタは残っているデータ
と次の印刷データを重ねて印刷する場合があります。

シフトスイッチ

このスイッチは常に機能します。

このスイッチが押されている間、2つのスイッチ（両面、印刷可）はそれぞれスイッ
チの下に表記された機能（排出、リセット）が有効となります。

このスイッチを押すと、自動的に印刷可ランプが消灯します。

チェック 

✔

シフト 

排出 

リセット 

チェック 

✔

チェック 

✔
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メニューモード
メニューモードでは、プリンタの操作パネル上のスイッチを使ってプリンタのさまざまな設定を変更する
ことができます。

メニューモードでの設定変更のしかた

メニューモードで変更した設定内容は電源をOFFにしても変わりません。

1. ［印刷可］スイッチを押して、ディセレクト状態
にする。

印刷可ランプが消灯します。

メニュー終了 

印刷可 

データ 

メニュー 

テストメニュー　　　　　　　　→ 
　　　　　　　　 

印刷可 緑 

メニュー終了 

ホッハ゜　　　　　Ａ４　ホ゜ート 
 　　　　　　　　　　ＮＰＤＬ　　 

2. データランプが点灯していないことを確認す
る。

もし点灯していたらシフトスイッチを押しながら排
出スイッチを押して、データを排出してください。

3. ［メニュー］スイッチを押す。
プリンタはメニューモードに入り、ディスプレイに
“テストメニュー　　→”を表示します。

4. メニューモードの設定内容を変更する。
メニューモードの内容は次ページの「メニューモード
設定項目一覧表」および52～59ページの「メニューツ
リー」を参照してください。
メニューモード中は次の5個のスイッチで項目の選
択、設定の変更を行います。

蜻、▼、蜷、▲スイッチ このスイッチを押すとその方向へ進むことを示しています。
設定変更スイッチ レベル3をひとつずつ表示し、同時に表示された内容が自動的に選択されます。

5. ［メニュー終了］スイッチを押して、メニューモードを終了する。
プリンタはセレクト状態になり、印刷可ランプが点灯し、ディスプレイは通常表示に戻ります。
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TM

A
B

C
D
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メニューモード設定項目一覧

メニューモードで設定できる項目の一覧とそれらの簡単な説明を以下に示します。
また、これらの設定はメモリスイッチからも設定できます。各設定方法で設定できる項目の一覧も以下に示
します。
さらに詳細については、プリンタソフトウェアCD-ROMの［MANUAL］を参照してください。

メニューモード設定項目一覧（1/2）

目項定設 明　説
ーュニメ
ドーモ

リモメ
チッイス
)WSM(

刷印トステ
ーュニメ

刷印スターテス

オ、はで刷印スターテス。すまい行を刷印スターテス
トウア字漢、態状のチッイスリモメや続接のンョシプ
態状のタンリプ各、どな無有のドーカトンォフンイラ

。すまれさ刷印が

○ ×

刷印ルプンサ 。すまい行を刷印ルプンサ ○ ×

刷印続連 。すまい行を）刷印トステ（刷印続連 ○ ×

61 刷印プンダ進 61 。すまい行を刷印プンダ進 ○ ×

定設刷印
ーュニメ

定設数枚ーピコ “は数枚ーピコ 10 “らか” 02 。すまきで定設でま” ○ ×

能機約節ーナト 。すまし択選をかうどかるす用使を能機約節ーナト ○ ×

度濃字印 を度濃字印 5 。すまきで定設らか中の階段 ○ ×

紙用 ーュニメ

定設期初パッホ まし択選を定設パッホの時トッセリびよお時入投源電
。す ○ ×

定設ズイサ紙用 。すまし択選を定設ズイサ紙用の時紙給パッホ ○ ×

別種紙用ーレト 。すまし択選を別種の紙用るす用使でーレト ○ ×

定設紙給ーレリ 。すまし択選をかうどかるす用使を能機紙給ーレリ ○ ×

機トーレパセブョジ
能

まし択選をかうどかるす用使を能機トーレパセブョジ
。す ○ ×

定設置位字印
ーュニメ

パッホ 1 整調微 置位刷印の面裏・面表の時刷印面両、ーレト、パッホ
。すまし整調を

○ ×

パッホ 2 整調微 ○ ×

パッホ 3 整調微 ○ ×

整調微ーレト ○ ×

整調微面表 ○ ×

整調微面裏 ○ ×

刷印面両
ーュニメ

定設期初 刷印面両をドーモ刷印の時トッセリびよお時入投源電
。すまし択選をかいなしかるすに ○ ×

ろしじ綴 。すまし定設を置位るす加付をろしじ綴 ○ ×

白余 。すまし定設を量るす加付をろしじ綴 ○ ×

プッリク るすグンピッリクをターデたし出みはらか囲範刷印
。すまし定設をかるすジーペ改／行改動自、か ○ ×



49

2

メニューモード設定項目一覧（2/2）

目項定設 明　説
ーュニメ
ドーモ

リモメ
チッイス
)WSM(

用運
ーュニメ

能機電節 。すまし定設をかいなしかるす用使を能機電節 ○ ○

出排動自 * 。すまし択選を間時定設びよお、効無／効有の出排動自 ○ ×

定設リモメ 。すまし択選を法方用使のリモメつ持がタンリプ ○ ×

トンォフ
ーュニメ

1 ロゼ系トイバ 1 。すまえ替り切を体字のロゼ系トイバ ○ ○

2 ロゼ系トイバ 2 。すまえ替り切を体字のロゼ系トイバ ○ ×

KNA 1 のトンォフの系ドーコトイバ KNA 。すまし択選を字文 ○ ×

字漢 （トンォフ準標 2 。すまし択選を）字文トイバ ○ ×

字漢 1
字漢 1 ドーカのトンォフンイラトウア字漢てしとトンォフの

。すまし択選を
○ ×

字漢 2
字漢 2 ドーカのトンォフンイラトウア字漢てしとトンォフの

。すまし択選を
○ ×

トッセ字文 2 。すまし択選をトッセ字文系トイバ ○ ×

別国 。すまし択選をトッセ字文国各 ○ ○

作動 ーュニメ

ョシーレュミエ作動
ン

のタンリプに別個でスーェフタンイの面背、面前タンリプ
。すまし定設をドーモ作動 ○ ×

え替り切動自作動 。すまし刷印てえ替り切をンョシーレュミエに的動自 ○ ×

LDPN 定設
ーュニメ

4A 数桁トーレトーポ が紙用 4A 行一のきとるれわ使で向方トーレトーポ、ズイサ
。すまし定設を数字文のりたあ ○ ○

ンョシーレュミエ かドーモタンリプジーペ LP102 かドーモンョシーレュミエ
。すまし択選を ○ ○

631 定設ドーモ桁 631 、はきとの効有。すまし択選を効無・効有のドーモ桁
。すまし択選を量と向方の整調微置位紙用 ○ ○

定設タッロプ 、択選の置位点原、択選のさ太のンペ PS 。すましを択選の出排るよにドンマコ ○ ×

C232SR 定設
ーュニメ

C232SR 、ィテリパのターデ信通、ルコトロプ信通、度速信通のスーェフタンイ
。すましを択選のトッビプットス、トッビターデ ○ ×

化期初定設
ーュニメ

化期初 。すまし戻に定設期初を目項ーュニメ ○ ×

し出び呼 。すまし出び呼を容内るいてれさ憶記で憶記定設 ○ ×

憶記
定設でチッイスーレトと定設能機種各の内ドーモーュニメ

。すまし憶記てめとまをズイサ紙用たし
○ ×

スリモメ チッイ
ーュニメ 。すまいてれらめとまがのもい低の度頻更変的較比で中のドーモーュニメ × ×

　* コンピュータに負荷がかかっている場合やネットワークのトラフィックが多い場合、自動排出までの待ち時間（最大30秒）以上に
データ送信が停止することがあります。この場合、途中で用紙が排出されるため正常な印刷結果が得られませんので、自動排出の
設定を無効にする必要があります。
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ESC/Pモードで
の機能

○

×

○

×

×

○

○

×

×

－

×

○

○

○

○

○

×

○

○

－

×

×

○

－

0 1

3つのスイッチの1／0の組み合わせにより
5か国語の文字を切り替えます。（プリンタ
ソフトウェアCD-ROM［MANUAL］参照）

すべて0（日本語）

粗い 細い

有効 無効

復帰改行 復帰のみ

CRのみ CR＋その他

復帰のみ 復帰改行

0 Ø
201PLｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ ページプリンタ

（NPDL）

ネイティブモード コピーモード

8ビット 7ビット

78桁 80桁

4/5 2/3

4つのスイッチの1／0の組み合わせにより、0
インチから15/10インチまでの範囲で設定し
ます。（1/10インチ単位）（プリンタソフトウェ
アCD-ROM［MANUAL］参照）
すべて0（0インチ）
左 右

左端合わせ 中央合わせ

無効 有効

有効 無効

600dpi 400dpi

初期化する 初期化しない

出力する 出力しない

反時計回り 時計回り

番号

1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

1-7

1-8

2-1

2-2

2-3

2-4　
～2-5

2-6

2-7

2-8

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-6

3-7

3-8

4-1

4-2

4-3

4-4

4-5

4-6　
～4-8

機　能

各国文字の切り替え

グレースケールの網点を細かく印刷

DC1、DC3の有効／無効の切り替え

自動復帰改行の切り替え

印刷指令の切り替え

CR機能の切り替え

1バイトコード系のゼロの字形の切り替え

エミュレーションモードの切り替え

グラフィックモードの切り替え

（未使用）

7ビット／8ビットデータの切り替え

A4ポートレート印刷桁数の切り替え

B4→A4縮小の縮小率

レフトマージン量の設定または用紙位置

微調整量の設定（136桁モード）

用紙位置微調整方向の設定（136桁モード）

用紙位置の設定（136桁モード）

136桁モードの有効／無効の切り替え

ブザー機能の有効／無効の切り替え

解像度の選択

（未使用）

ESC c1での登録データを初期化する／
しないの切り替え

FFコードのみで白紙を出力する／しない
の切り替え

ランドスケープ方向の切り替え

（未使用）

メモリスイッチの内容

メモリスイッチは1か0を選択することによって、他のメニューと同じように様々な機能を設定すること
ができます。
メモリスイッチは1-1から8-8まであります（未使用のスイッチもあります）。表中の太文字は工場出荷
時の設定を示しています。
　

メニューモードで設定できるメモリスイッチの内容

○：有効　　　×：無効
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番号

5-1

5-2　
～5-8

6-1

6-2

6-3　
～6-6

6-7

6-8

7-1

7-2

7-3

7-4

7-5

7-6

7-7

7-8

8-1

8-2

8-3

8-4

8-5

8-6

8-7

8-8

機　能

同期コードの有効／無効の切り替え*

（未使用）

SETを使用する／しないの切り替え

メモリオーバー時の動作指定

（未使用）

節電機能を使用する／しないの切り替え

（未使用）

データストローブのデータラッチタイミング
（前面のセントロニクス・インタフェース）

データストローブのデータラッチタイミング
（背面のセントロニクス・インタフェース）

（未使用）

ホッパ2に装着した増設ホッパの種類

ホッパ3に装着した増設ホッパの種類

（未使用）

FS fコマンドでの指定用紙サイズなしを
表示する／しないの切り替え

FS fコマンドでの自動縮小をする／
しないの切り替え

ビジィアクノリッジ（BUSY－ACK）の
タイミング（前面セントロニクスインタフェース）
（組み合わせとタイミングについてはプリンタ
ソフトウェアCD-ROM「MANUAL」を参照のこと）

アクノリッジ（ACK）の幅
（前面セントロニクス・インタフェース）
（組み合わせとタイミングについてはプリンタ
ソフトウェアCD-ROM「MANUAL」を参照のこと）

ビジィアクノリッジ（BUSY－ACK）の
タイミング（背面セントロニクスインタフェース）
（組み合わせとタイミングについてはプリンタ
ソフトウェアCD-ROM「MANUAL」を参照のこと）

アクノリッジ（ACK）の幅
（背面セントロニクス・インタフェース）
（組み合わせとタイミングについてはプリンタ
ソフトウェアCD-ROM「MANUAL」を参照のこと）

0 1

無効 有効

使用する 使用しない

停止する 解像度を落として
印刷

使用する 使用しない

前縁ラッチ 後縁ラッチ

前縁ラッチ 後縁ラッチ

増設ホッパ（250） 増設ホッパ（500）

増設ホッパ（250） 増設ホッパ（500）

表示する 表示しない

自動縮小する 自動縮小しない

2つのスイッチの1/0の組みあわせで、
BUSY－ACKのタイミングを切り替えます。
　タイミングA （8-1：0、 8-2：0）

2つのスイッチの1/0の組みあわせで、
ACKの幅を切り替えます。　　　　　　　　
　1μs （8-3：0、 8-4：0）

2つのスイッチの1/0の組みあわせで、
BUSY－ACKのタイミングを切り替えます。
　タイミングA （8-5：0、 8-6：0）

2つのスイッチの1/0の組みあわせで、
ACKの幅を切り替えます。
　1μs （8-7：0、 8-8：0）

ESC/Pモードで
の機能

×

－

○

○

－

○

－

○

○

－

○

○
－

×

×

○

○

○

○

メニューモードで設定できるメモリスイッチの内容（続き）

○：有効　　　×：無効

* Windowsから印刷を行う場合はMSW5-1をOFF (0) に、PC-PTOSから印刷を行う場合はMSW5-1をON (1) にしてください。
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メニューツリー

次にメニューモードを図式的に表したメニューツリーを示します。（網掛け部分は工場設定値です。）

　テストメニュー　　　　　　　→ 

　インサツセッテイメニュー　　→ 

ステータス印刷開始 
メニューモード終了 
ディスプレイは通常表示 
に戻る 

レベル1 レベル2 レベル3

BA DC

　テストメニュー 
←ステータスインサツシ゛ッコウ→ 

サンプル印刷開始 ＊1

＊2

＊3

　テストメニュー 
←サンフ゜ルインサツシ゛ッコウ→ 

連続印刷印刷開始 
　テストメニュー 
←レンソ゛クインサツシ゛ッコウ→ 

16進ダンプ印刷開始 
　テストメニュー 
←１６シンタ゛ンフ゜シ゛ッコウ→ 

　ヨウシメニュー　　　　　　　→ 　ヨウシメニュー 
←ホッハ゜　ショキセッテイ　　→ 

　インサツセッテイメニュー 
←コヒ゜ーマイスウ　　　　０１＊ 

　インサツセッテイメニュー 
←コヒ゜ーマイスウ　　　　２０＊ 

　ホッハ゜　ショキセッテイ 
←　　　　　　　　　ホッハ゜１＊ 
　ホッハ゜　ショキセッテイ 
←　　　　　　　　　ホッハ゜２＊ 
　ホッハ゜　ショキセッテイ 
←　　　　　　　　　ホッハ゜３＊ 

　インサツセッテイメニュー 
←トナーセツヤク　　　　ＯＦＦ＊ 
　インサツセッテイメニュー 
←トナーセツヤク　　　　　ＯＮ＊ 

　インサツセッテイメニュー 
←インシ゛ノウト゛　　　アワイ＊ 
　インサツセッテイメニュー 
←インシ゛ノウト゛　ヤヤアワイ＊ 
　インサツセッテイメニュー 
←インシ゛ノウト゛　　　フツウ＊ 
　インサツセッテイメニュー 
←インシ゛ノウト゛　　ヤヤコイ＊ 
　インサツセッテイメニュー 
←インシ゛ノウト゛　　　　コイ＊ 

…
 

}
　ヨウシメニュー 
←ヨウシサイス゛　セッテイ　　→ 

　ヨウシサイス゛　セッテイ 
←ホッハ゜　　　　　シ゛ト゛ウ＊ 
　ヨウシサイス゛　セッテイ 
←ホッハ゜　　　　ＬＴ　コテイ＊ 

　ヨウシサイス゛　セッテイ 
←ホッハ゜１　　　　シ゛ト゛ウ＊ 
　ヨウシサイス゛　セッテイ 
←ホッハ゜１　　　ＬＴ　コテイ＊ 

　ヨウシサイス゛　セッテイ 
←ホッハ゜３　　　　シ゛ト゛ウ＊ 
　ヨウシサイス゛　セッテイ 
←ホッハ゜３　　　ＬＴ　コテイ＊ 

　ヨウシサイス゛　セッテイ 
←ホッハ゜２　　　　シ゛ト゛ウ＊ 
　ヨウシサイス゛　セッテイ 
←ホッハ゜２　　　ＬＴ　コテイ＊ 

＊4

＊2

＊5

＊6

}
}

}
}

　トレイ　ヨウシシュヘ゛ツ 
←　　　　　　　　　　フツウシ＊ 
　トレイ　ヨウシシュヘ゛ツ 
←　　　　　　　　　アツカ゛ミ＊ 

　ヨウシメニュー 
←トレイ　ヨウシシュヘ゛ツ　　→ 

　トレイ　ヨウシシュヘ゛ツ 
←　　　　　　　　　　　ＯＨＰ＊ 
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FE

　ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ→ 

　ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ→ 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
 

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ→ 

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ G H

Ｂ Ａ DC

＊4

＊2

＊9

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

　ヨウシメニュー 
←リレーキュウシ　セッテイ　　→ 

　リレーキュウシ　セッテイ 
←ホッハ゜　　リレー　　ＯＦＦ＊ 
　リレーキュウシ　セッテイ 
←ホッハ゜　　リレー　　ＯＮ　＊ 

　ヨウシメニュー 
←ジョブセハ゜レート　キノウ　→ 

　ジョブセハ゜レート　キノウ　 
←　　　　　　　　　　　ムコウ＊ 
　ジョブセハ゜レート　キノウ　 
←　　　　　　　　　　ユウコウ＊ 

　リレーキュウシ　セッテイ 
←ホッハ゜１　リレー　　ＯＦＦ＊ 
　リレーキュウシ　セッテイ 
←ホッハ゜１　リレー　　ＯＮ　＊ 

　リレーキュウシ　セッテイ 
←ホッハ゜３　リレー　　ＯＦＦ＊ 
　リレーキュウシ　セッテイ 
←ホッハ゜３　リレー　　ＯＮ　＊ 

　リレーキュウシ　セッテイ 
←トレー　　　リレー　　ＯＦＦ＊ 
　リレーキュウシ　セッテイ 
←トレー　　　リレー　　ＯＮ　＊ 

　リレーキュウシ　セッテイ 
←ホッハ゜２　リレー　　ＯＦＦ＊ 
　リレーキュウシ　セッテイ 
←ホッハ゜２　リレー　　ＯＮ　＊ 

＊4

＊2

＊7

＊8

}
}
}
}
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　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←オモテメン　　ヒ゛チョウセイ→ 

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

…
 

…
 

…
 

…
 

FE G H

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ→ 

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

…
 

…
 

…
 

…
 

　トレー　　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　トレー　　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←トレー　　　　ヒ゛チョウセイ→ 

　トレー　　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　トレー　　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　トレー　　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　トレー　　　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜３　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜３　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　インシ゛イチセッテイメニュー 
←ホッハ゜３　　ヒ゛チョウセイ→ 

　ホッハ゜３　　ヒ゛チョウセイ 
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜３　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊ 

　ホッハ゜３　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊ 

　ホッハ゜３　　ヒ゛チョウセイ 
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊ 

＊10

＊11

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

…
 

…
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LK

JI

…
 

　リョウメンインサツメニュー 
←ショキセッテイ　　　　ＯＦＦ＊ 
　リョウメンインサツメニュー 
←ショキセッテイ　　　　ＯＮ　＊ 

　リョウメンインサツメニュー　→ 

　リョウメンインサツメニュー 
←ヨハク　　　　　　　　０ミリ＊ 

　リョウメンインサツメニュー 
←ヨハク　　　　　　　２０ミリ＊ 

　リョウメンインサツメニュー 
←クリッフ゜　　　　　　ＯＮ　＊ 
　リョウメンインサツメニュー 
←クリッフ゜　　　　　　ＯＦＦ＊ 

　リョウメンインサツメニュー 
←トシ゛シロ　　　　ロンク゛１＊ 
　リョウメンインサツメニュー 
←トシ゛シロ　　　　ショート１＊ 
　リョウメンインサツメニュー 
←トシ゛シロ　　　　ロンク゛２＊ 
　リョウメンインサツメニュー 
←トシ゛シロ　　　　ショート２＊ 

　ウンヨウメニュー　　　　　　→ 
 

　セツテ゛ンキノウ 
←　　　　　　　　　　　ムコウ＊ 
　セツテ゛ンキノウ 
←　　　　　　　　　　　５フン＊ 

　ウンヨウメニュー 
←セツテ゛ンキノウ　　　　　　→ 

　セツテ゛ンキノウ 
←　　　　　　　　　　１０フン＊ 
　セツテ゛ンキノウ 
←　　　　　　　　　　３０フン＊ 
　セツテ゛ンキノウ 
←　　　　　　　　　　６０フン＊ 
　セツテ゛ンキノウ 
←　　　　　　　　　　９０フン＊ 

　シ゛ト゛ウ　ハイシュツ 
←ＴＭ　　　　　　　　　ムコウ＊ 
　シ゛ト゛ウ　ハイシュツ 
←ＴＭ　　　　　　　５ヒ゛ョウ＊ 

　ウンヨウメニュー 
←シ゛ト゛ウ　ハイシュツ　　　→ 

　シ゛ト゛ウ　ハイシュツ 
←ＴＭ　　　　　　１５ヒ゛ョウ＊ 
　シ゛ト゛ウ　ハイシュツ 
←ＴＭ　　　　　　３０ヒ゛ョウ＊ 

　ヘ゜ーシ゛フ゜ロテクト 
←　　　　　　　　　　　ＯＦＦ＊ 
　ヘ゜ーシ゛フ゜ロテクト 
←　　　　　　　　　　　ＯＮ　＊ 

　ウンヨウメニュー 
←メモリ　セッテイ　　　　　　→ 

　メモリワリアテ 
←　　　　　　　ヒョウシ゛ュン＊ 
　メモリワリアテ 
←シ゛ュシンハ゛ッファユウセン＊ 
　メモリワリアテ 
←　　モシ゛キャッシュユウセン＊ 
　メモリワリアテ 
←　　フォームトウロクユウセン＊ 

＊12

＊11

＊12

}

}
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　フォントメニュー 
←１ハ゛イトケイ　セ゛ロ　　０＊ 
　フォントメニュー 
←１ハ゛イトケイ　セ゛ロ　　０＊ 

　フォントメニュー　　　　　　→ 

　フォントメニュー 
←カンシ゛２　　　　コ゛シック＊ 
　フォントメニュー 
←カンシ゛２　　　　　（任意）＊ 

　フォントメニュー 
←クニヘ゛ツ　　　　ニッホ゜ン＊ 
　フォントメニュー 
←クニヘ゛ツ　　　　　アメリカ＊ 
　フォントメニュー 
←クニヘ゛ツ　　　　イキ゛リス＊ 
　フォントメニュー 
←クニヘ゛ツ　　　　　ト゛イツ＊ 
　フォントメニュー 
←クニヘ゛ツ　　スウェーテ゛ン＊ 

　フォントメニュー 
←カンシ゛１　　　　コ゛シック＊ 
　フォントメニュー 
←カンシ゛１　　　　　（任意）＊ 

LK

NM PO

　フォントメニュー 
←モシ゛セット　ＪＩＳ１９７８＊ 
　フォントメニュー 
←モシ゛セット　ＪＩＳ１９８３＊ 
　フォントメニュー 
←モシ゛セット　ＪＩＳ１９９０＊ 

　フォントメニュー 
←カンシ゛　　　　　ミンチョウ＊ 
　フォントメニュー 
←カンシ゛　　　　　カンシ゛１＊ 
　フォントメニュー 
←カンシ゛　　　　　カンシ゛２＊ 

　フォントメニュー 
←２ハ゛イトケイ　セ゛ロ　　０＊ 
　フォントメニュー 
←２ハ゛イトケイ　セ゛ロ　　０＊ 

　フォントメニュー 
←ＡＮＫ　　　　ヒョウシ゛ュン＊ 
　フォントメニュー 
←ＡＮＫ　　　　　　イタリック＊ 
　フォントメニュー 
←ＡＮＫ　　　　　　　クーリエ＊ 
　フォントメニュー 
←ＡＮＫ　　　　　　コ゛シック＊ 

＊13

＊13

　ト゛ウサ　エミュレーション 
←ウシロ　　　　　　　ＮＰＤＬ＊ 
　ト゛ウサ　エミュレーション 
←ウシロ　　　　　　ＥＳＣ／Ｐ＊ 

　ト゛ウサメニュー 
←ト゛ウサ　エミュレーション　→ 

　ト゛ウサメニュー　　　　　　→ 
 

　ト゛ウサ　エミュレーション 
←ウシロ　　　　　　フ゜ロッタ＊ 

　ト゛ウサ　エミュレーション 
←マエ　　　　　　　　ＮＰＤＬ＊ 
　ト゛ウサ　エミュレーション 
←マエ　　　　　　　ＥＳＣ／Ｐ＊ 
　ト゛ウサ　エミュレーション 
←マエ　　　　　　　フ゜ロッタ＊ 

　ト゛ウサ　エミュレーション 
←ＲＳ２３２Ｃ　　　　ＮＰＤＬ＊ 
　ト゛ウサ　エミュレーション 
←ＲＳ２３２Ｃ　　　ＥＳＣ／Ｐ＊ 
　ト゛ウサ　エミュレーション 
←ＲＳ２３２Ｃ　　　フ゜ロッタ＊ 

＊14

＊14

＊14
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NM PO

　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ 
←タイムアウト　　　５ヒ゛ョウ＊ 
　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ 
←タイムアウト　　１５ヒ゛ョウ＊ 
　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ 
←タイムアウト　　３０ヒ゛ョウ＊ 

　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ 
←ウシロ　　　　　　　　ＯＦＦ＊ 
　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ 
←ウシロ　　　　　　　　ＯＮ　＊ 

　ト゛ウサメニュー 
←ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ→ 

　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ 
←マエ　　　　　　　　　ＯＦＦ＊ 
　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ 
←マエ　　　　　　　　　ＯＮ　＊ 

　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ 
←ＲＳ２３２Ｃ　　　　　ＯＦＦ＊ 
　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ 
←ＲＳ２３２Ｃ　　　　　ＯＮ　＊ 

＊14

＊15

Q

　Ａ４ホ゜ートレート　ケタスウ 
←　　　　　　　　　　７８ケタ＊ 
　Ａ４ホ゜ートレート　ケタスウ 
←　　　　　　　　　　８０ケタ＊ 

　ＮＰＤＬセッテイメニュー 
←Ａ４ホ゜ートレート　ケタスウ→ 

　ＮＰＤＬセッテイメニュー　　→ 
 

　エミュレーション 
←　　２０１　エミュレーション＊ 
　エミュレーション 
←ヘ゜ーシ゛フ゜リンタモート゛＊ 

　ＮＰＤＬセッテイメニュー 
←エミュレーション　　　　　　→ 

　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヒ゛チョウセイ　ヒタ゛リ１５＊ 
　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヒ゛チョウセイ　　　　　　０＊ 
　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヒ゛チョウセイ　　ミキ゛　１＊ 

　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヒ゛チョウセイ　　ミキ゛１５＊ 

　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←　　　　　　　　　　ユウコウ＊ 
　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←　　　　　　　　　　　ムコウ＊ 

　ＮＰＤＬセッテイメニュー 
←１３６ケタモート゛　セッテイ→ 

　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヨウシイチ　　　　　ヒタ゛リ＊ 
　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヨウシイチ　　　　チュウオウ＊ 

　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヒ゛チョウセイ　　　　　　０＊ 
　１３６ケタモート゛　セッテイ 
←ヒ゛チョウセイ　ヒタ゛リ　１＊ …

 
…
 

＊16

R

＊17

＊17
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　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン８　　　　　０．１ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン８　　　　　０．２ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン８　　　　　０．３ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン８　　　　　０．５ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン８　　　　　０．７ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン８　　　　　１．０ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン８　　　　　１．５ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン８　　　　　２．０ミリ＊ 

　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン１　　　　　０．１ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン１　　　　　０．２ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン１　　　　　０．３ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン１　　　　　０．５ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン１　　　　　０．７ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン１　　　　　１．０ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン１　　　　　１．５ミリ＊ 
　ヘ゜ン　センタク 
←ヘ゜ン１　　　　　２．０ミリ＊ 

　フ゜ロッタセッテイメニュー　 
←ヘ゜ン　センタク　　　　　　→ 

　フ゜ロッタセッテイメニュー　→ 
 

…
 …
 …
 

＊14

S T

　ＲＳ２３２Ｃ　セッテイ 
←テ゛ータヒ゛ット　　　　　８＊ 
　ＲＳ２３２Ｃ　セッテイ 
←テ゛ータヒ゛ット　　　　　７＊ 

　ＲＳ２３２Ｃ　セッテイ 
←ハ゜リティ　　　　ＳＰＡＣＥ＊ 
　ＲＳ２３２Ｃ　セッテイ 
←ハ゜リティ　　　　　ＥＶＥＮ＊ 
　ＲＳ２３２Ｃ　セッテイ 
←ハ゜リティ　　　　　　ＯＤＤ＊ 
　ＲＳ２３２Ｃ　セッテイ 
←ハ゜リティ　　　　　ＭＡＲＫ＊ 

　ＲＳ２３２Ｃセッテイメニュー 
←ホ゜ートレート　　　　３００＊ 

　ＲＳ２３２Ｃセッテイメニュー 
←ホ゜ートレート　　　９６００＊ 

　ＲＳ２３２Ｃ　セッテイ 
←セイキ゛ョ　ＸＯＮ／ＸＯＦＦ＊ 
　ＲＳ２３２Ｃ　セッテイ 
←セイキ゛ョ　　　　　　ＤＴＲ＊ 
　ＲＳ２３２Ｃ　セッテイ 
←セイキ゛ョ　　ＥＮＱ／ＡＮＫ＊ 

　ＲＳ２３２Ｃセッテイメニュー→ 

　ＲＳ２３２Ｃ　セッテイ 
←ストッフ゜ヒ゛ット　　　　１＊ 
　ＲＳ２３２Ｃ　セッテイ 
←ストッフ゜ヒ゛ット　　　　２＊ 

…
 

＊14

　ケ゛ンテンイチ　セッテイ 
←　　　　　　　　ヒタ゛リシタ＊ 
　ケ゛ンテンイチ　セッテイ 
←　　　　　　　　ヒタ゛リウエ＊ 
　ケ゛ンテンイチ　セッテイ 
←　チュウオウホ゜シ゛ティフ゛＊ 
　ケ゛ンテンイチ　セッテイ 
←　　チュウオウネカ゛ティフ゛＊ 

　フ゜ロッタセッテイメニュー 
←ケ゛ンテンイチ　セッテイ　　→ 

　ＳＰコマント゛　ハイシュツ　 
←　　　　　　　　　　　ＯＦＦ＊ 
　ＳＰコマント゛　ハイシュツ　 
←　　　　　　　　　　　ＯＮ　＊ 

　フ゜ロッタセッテイメニュー 
←ＳＰコマント゛　ハイシュツ　→ 
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＊1 設定されている用紙がA4のときのみ表示されます。
＊2 ホッパが2段以上のときのみ表示されます。
＊3 装着されているホッパのみ表示されます。
＊4 ホッパが1段のときのみ表示されます。
＊5 ホッパ2が装着されていて、MSW7-4＝0のときのみ表示されます。
＊6 ホッパ3が装着されていて、MSW7-5＝0のときのみ表示されます。
＊7 ホッパ2が装着されているときのみ表示されます。
＊8 ホッパ3が装着されているときのみ表示されます。
＊9 ホッパ2が装着されているときのみ表示されます。MSW7-4＝1で500枚用の値を表示・設定し、MSW7-4＝0で250枚用の値

を表示・設定します。
＊10 ホッパ3が装着されているときのみ表示されます。MSW7-5＝1で500枚用の値を表示・設定し、MSW7-5＝0で250枚用の値

を表示・設定します。
＊11 MultiWriter 2200XE/2000X2では、両面印刷ユニット（オプション）が装着されているときのみ表示されます。
＊12 増設されているメモリ量により表示・設定できる項目が異なります。
＊13 （任意）の部分には、フォントカードが装着されているとき表示されます。
＊14 プロッタエミュレーションボード（オプション）が装着されているときのみ表示されます。
＊15 マエ、ウシロのいずれかのインタフェースの設定が1のときのみ表示されます。
＊16 201エミュレーションモード時のみ表示されます。
＊17 136ケタモードが有効のときのみ表示されます。

S T

　セッテイショキカメニュー 
←ショキカ　　　　　シ゛ッコウ→ 
　セッテイショキカメニュー 
←ヨヒ゛タ゛シ　　　シ゛ッコウ→ 
　セッテイショキカメニュー 
←キオク　　　　　　シ゛ッコウ→ 

　セッテイショキカメニュー　　→ 
 

　メモリスイッチメニュー　　　→ 
 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ１　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ２　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ３　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ４　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ５　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ６　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ７　　００００００００＊ 

　　　　　　　１２３４５６７８ 
←ＭＳＷ８　　００００００００＊ 
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ESC/Pエミュレーションでの機能
プリンタのメニューモードの設定項目のうち、一部の項目はESC/Pエミュレーションでは無効となりま
す。ESC/Pエミュレーションで有効なもの、無効なものは次の表のとおりです。（無効とは、そのときの
エミュレーションの印刷に影響を与えないということであり、メニュー、メモリスイッチの切り替えは可
能です。）
メモリスイッチのESC/Pエミュレーションでの有効なもの、無効なものは、「メモリスイッチの内容」（50
～51ページ）をご覧ください。

蘆 メニューの［フォント］の“カンジ”を、「ミンチョウ」に設定すると明朝体を、「カンジ１」に設定するとゴシック体を印刷します。
「ミンチョウ」と「カンジ１」は、ESC/Pコマンドの「FS k（漢字の書体選択）」によって切り替えることができます。

蘆 ESC/Pエミュレーションでは、文字セットは常に“JIS1983”になります。
蘆 ESC/Pエミュレーションでは、常に136桁モードになります。
蘆 「ジドウハイシュツ」の設定では、アプリケーションによっては設定時間以上にデータの送信が停止すると印刷が正常に行えない場

合があります。この場合には、「ムコウ」設定にしてください。

能　機 P/CSE

ーュニメツサンイトステ
ウコッジツサンイスターテス　

ウコッジツサンイルプンサ　
ウコッジツサンイクゾンレ　

　 61 ウコッジプンダンシ

○
○
○
○

ーュニメイテッセツサンイ
イテッセウスイマーピコ　

クヤツセーナト　
ドウノジンイ　

○
○
○

ーュニメシウヨ
イテッセキョシパッホ　
イテッセズイサシウヨ　
ツベュシシウヨーレト　
イテッセシウュキーレリ　
ウノキトーレパセブョジ　
ーュニメイテッセチイジンイ

パッホ　 1 イセウョチビ
パッホ　 2 イセウョチビ
パッホ　 3 イセウョチビ

イセウョチビーレト　
イセウョチビンメテモオ　

イセウョチビンメラウ　

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

ーュニメツサンインメウョリ ○

ーュニメウヨンウ
ウノキンデツセ　
ツュシイハウドジ　

イテッセリモメ　

○
○
○

ーュニメトンォフ
　1 ロゼイケトイバ
　1 ）き付線斜（ロゼイケトイバ
　2 ロゼイケトイバ
　2 ）き付線斜（ロゼイケトイバ
　 KNA ンュジウョヒ　
　 KNA 　クッリタイ　

○
○
○
○
○
○

能　機 P/CSE

）き続（ーュニメトンォフ
　 KNA エリーク　
　 KNA クッシゴ　

ウョチンミ　ジンカ　
ジンカ　ジンカ　 1
ジンカ　ジンカ　 2

ジンカ　 1 クッシゴ　
ジンカ　 1 ）意任（　

　トッセジモ　 8791SIJ
　トッセジモ　 3891SIJ
　トッセジモ　 0991SIJ

ンポッニ　ツベニク　
カリメア　ツベニク　

ツイド　ツベニク　
ンデーェウス　ツベニク　

○
○
○
○
○
×　　　
×　　　
3891 定固
○
3891 定固
○
○
○
○

ーュニメサウド
ンョシーレュミエサウド　

エカリキウドジサウド　
LDPN ーュニメイテッセ

　 4A ウスタケトーレトーポ
ンョシーレュミエ　

　 631 イテッセドーモタケ
　 631 ウコウユ　ドーモタケ

チイシウヨ　
イセウョチビ　

○
○

○
○

○　　 *
○
○

イテッセタッロプ
クタンセンペ　

イテッセチインテンゲ　
　 PS ツュシイハドンマコ

×　　　
×　　　
×　　　

C232SR ーュニメイテッセ ○

ーュニメカキョシイテッセ ○

ーュニメチッイスリモメ
05 ～ 15

照参ジーペ

○：有効 ×：無効 *136桁モード固定
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PC-PTOS環境での機能
PC-PTOSから使用する場合は、メモリスイッチ5-1を「有効（ON）」にし、それ以外のメニュー、メモリス
イッチの各種設定はすべて出荷時設定のままでお使いください。メニューの出荷時設定はプリンタソフト
ウェアCD-ROMの［MANUAL］をご覧ください。メモリスイッチの出荷時設定は「メモリスイッチの内容」
（50～51ページ）をご覧ください。
設定の内容によっては印刷結果が不正になる場合があります。ただし、以下の項目についてはPC-PTOS
からの印刷でも設定を変えて使用することができます。

メニューの設定
蘆 各種テスト印刷／16進ダンプの実行 蘆 動作環境の設定
蘆 各種環境の設定*1 蘆 NPDL環境の設定
蘆 用紙の設定*1 ■ A4ポートレート桁数
蘆 印字位置微調整の設定 ■ 136桁モード設定
蘆 運用環境の設定 蘆 RS232C環境の設定
蘆 フォント環境の設定*2 蘆 メニュー項目の設定

*1 印刷環境の設定中のコピー枚数設定、用紙の設定中のホッパ初期設定に関しては、使用するアプリケーションによってはアプ
リケーションでの指定が優先されます。

*2 PC-PTOSで規定した字形で印字する場合は、出荷時設定のままで使用してください。

メモリスイッチの設定（メニューで設定できるものを除く）
（1-5） DC1、DC3の有効／無効の切り替え
（1-6） 自動復帰改行の切り替え
（1-7） 印刷指令の切り替え
（1-8） CR機能の切り替え
（2-3） グラフィックモードの切り替え
（2-6） 7ビット／8ビットデータの切り替え
（2-8） B4→A4縮小の縮小率
（3-8） ブザーの有効／無効の切り替え
（4-1） 解像度の選択
（4-3） ESC c1での登録データを初期化する／しないの切り替え
（4-4） FFコードのみで白紙を出力する／しないの切り替え
（4-5） ランドスケープの方向の切り替え
（5-1） 同期コードの有効／無効の切り替え
（6-1） SETを使用する／しないの設定
（6-2） メモリオーバー時の動作指定
（7-1、7-2） データストローブのデータラッチタイミングの設定
（7-4） ホッパ2に装着した増設ホッパの種類
（7-5） ホッパ3に装着した増設ホッパの種類
（7-7、7-8） FS fコマンドの動作に関する設定
（8-1、8-2、 8-5、8-6） ビジィ－アクノリッジのタイミングの設定
（8-3、8-4、 8-7、8-8） アクノリッジの幅の設定

PC-PTOS環境でプリンタをご使用になる前には、ユーザーズマニュアル（2/2）（172ページ）「PC-PTOS環境でプリンタを選
択する」をお読みください。PC-PTOS環境とWindows環境でプリンタを共用してご使用になる場合は、PrintAgentは使用で
きません。
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この章では、2200X2/2200XE/2000X2に豊富に取りそろえられているオプション品を紹介し、その取
り付け方、テスト印刷のしかた、また取り外し方などについて説明します。特に指定のない場合はすべて
のモデルに対応します。

3章
オプション

赤外線通信
インタフェースボード

オプション一覧

増設ホッパ（250）

増設ホッパ（500）

増設RAMサブボード

マルチプロトコル
LANボード

プロッタエミュ
レーションボード

漢字アウトライン
フォント

両面印刷ユニット 赤外線通信
（2200XE、 インタフェースアダプタ
2000X2）

増設カセット 増設カセット
（250） （500）

USBプリンタ NPDL（Level 2）
ケーブル リファレンスマニュアル

NPDL(Level 2)

NPDL(Level 2)

リ
フ
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レ
ン
ス
マ
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ュ
ア
ル
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オプション品の紹介
オプション品のご購入にあたりましては、お買い求めの販売店またはお近くのBit-INN、NECマイコン
ショップなどにお問い合わせください。

増設ホッパ（250） (PR-L2200X2-02)
A3、A4、A5、B4、B5、レターサイズの用紙（普通紙）を250枚までセットする
ことができます。上から2段目、3段目に増設できます。

PR2000/4R-02は2200X2/2200XE/2000X2では使用できません。お買い求
めの際はご注意ください。PR2200X-02は外観色が異なりますが、問題なく使
用できます。

サイズ： 460（W）×566（D）×95（H）mm
（A3、B4サイズセット時、最大）
460（W）×491（D）×95（H）mm
（A4、A5、B5、レターサイズセット時、最小）

重量： 約5.3kg

増設ホッパ（500）  (PR-L2200X2-03)
上から2段目、3段目に増設できます。

A3、A4、B4の用紙（普通紙）を500枚までセットすることができます。
PR2000/4R-03、PR2400-03は使用できません。お買い求めの際はご注意く
ださい。PR2200X-03は外観色が異なりますが、問題なく使用できます。

サイズ ： 460（W）×590（D）×120（H）mm
重量 ： 約6kg

増設カセット（250） (PR-L2200X2-04)
2200X2/2200XE/2000X2のホッパ、増設ホッパ（250）用の増設カセットで
す。各用紙サイズごとにカセットを用意して、用紙サイズを変えるときにカ
セットごと交換して使用する場合に便利です。PR2200X-04は外観色が異なり
ますが、問題なく使用できます。

サイズ ： 387（W）×566（D）×54（H）mm
（A3、B4サイズセット時、最大）
387（W）×491（D）×54（H）mm
（A4、A5、B5、レターサイズセット時、最小）

重量 ： 約1.8kg

増設カセット（500） (PR-L2200X2-05)
増設ホッパ（500）用の増設カセットです。用紙サイズを変えたいときに、いち
いち用紙を入れ替える必要がなく、カセットごと交換することができて便利で
す。PR2200X-05は外観色が異なりますが、問題なく使用できます。

サイズ ： 387（W）×590（D）×79（H）mm
重量 ： 約2.1kg
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赤外線通信インタフェースボード (PC-PR-R01)
プリンタケーブルを使用せずに赤外線通信で印刷をすることができます。

PC-PR-R01は、プリンタのフロントインタフェースコネクタに接続するプラグ
インタイプのインタフェースボードです。IrDA規格に準拠した赤外線通信機能
を装備し、コンピュータとプリンタをワイヤレス（プリンタケーブルを使用しな
い）接続することができます。Windows 95環境のみ対応。
ただし、PrintAgentのように双方向通信が必要な機能は使用できません。

赤外線通信インタフェースアダプタ (PC-CA291)
PC-CA291は、インタフェースケーブルを使ってプリンタに接続する外付けタ
イプのインタフェースアダプタです。IrDA規格に準拠した赤外線通信機能を装
備し、コンピュータとプリンタをワイヤレス（プリンタケーブルを使用しない）
接続することができます。Windows 95環境のみ対応。
ただし、PrintAgentのように双方向通信が必要な機能は使用できません。

プロッタエミュレーションボード (PR2200X-06)
プロッタHP 7550対応のアプリケーションから印刷することができます。

横河ヒューレット・パッカード社のプロッタHP 7550のアプリケーションから
印刷することができるプリンタ内蔵型のプロッタエミュレーションボードで
す。RS-232Cインタフェースとしても利用できます。

2200X2/2200XE/2000X2ではPR2200X-06以外のプロッタエミュレーショ
ンボードは使用できません。お買い求めの際はご注意ください。

マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L01）
10BASE2、10BASE-T、LocalTalkインタフェースを装備しているプリンタ内
蔵型のLANボードです。

LANに接続したり、Macintoshから印刷したりすることができます。

PC-PR-L01はNetWare (IPX/SPX)、LANマネージャ (NetBEUI)、Windows
NT (TCP/IP, DLC)、Windows 95、UNIX (TCP/IP(ftp, lpr)）、Macintosh
(AppleTalk)の各ネットワークに対応しています。

また別売りの拡張プリンタドライバ（PR2200NW2-21）を使うとMacintoshか
らの印刷が可能になります。
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マルチプロトコルLANボード （PC-PR-L01）が対応しているネットワーク環境
NetWare: NetWare 3.11J、3.12J、4.1J、4.11J（NDS対応）、IntranetWare(4.11J)
Windows NT: Windows NT3.1、3.5、3.51、4.0
LANマネージャ: OS/2 LANマネージャ2.1bおよびOS/2 LANサーバJ3.0
Windows 95: 添付のアプリケーションにより対応
Macintosh: 漢字Talk7.1.x、7.5、7.5.1、7.5.2、7.5.3、7.5.5、Mac OS 7.6、

7.61、8.0（ただしQuickDraw GXには対応していません）
UNIX: TCP/IP（ftp、lpr）

マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L02）
100BASE-TX、10BASE-Tに対応しているプリンタ内蔵型のLANボードです。

PC-PR-L02はNetWare (IPX/SPX)、Windows NT (TCP/IP, DLC)、Windows
95、UNIX (TCP/IP(ftp, lpr))の各ネットワークに対応したマルチプロトコル
LANボードです。

マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L02）が対応しているネットワーク環境
NetWare: NetWare 3.11J、3.12J、4.1J、4.11J（NDS対応）、IntranetWare

(4.11J)
Windows NT: Windows NT3.1、3.5、3.51、4.0
Windows 95: 添付のアプリケーションにより対応
UNIX: TCP/IP(ftp、lpr)

増設RAMサブボード
PC-9821-ME2、PC-9821-ME3、PC-9821-ME4は、それぞれ8MB、16MB、
32MBのRAMを搭載した拡張メモリボードです。2200Ｘ2/2200XE/2000X2
には1枚だけ取り付けることができます。

アウトラインフォントを多用した文章や、増設ホッパ装着時の印刷速度を向上
させることができます。また、より多くのフォーム登録を可能にしたり、印刷
時におけるメモリ不足を解消することができます。ユーザーズマニュアル［2/2］
の表「メモリ増設」（210ページ）をご覧になり、必要な分だけメモリ容量を増設
してください。

蘆 PC-9821-ME2（8MB）
蘆 PC-9821-ME3（16MB）
蘆 PC-9821-ME4（32MB）

PC-9821-ME2、ME3、ME4以外の増設RAMサブボードは2200X2/2200XE/
2000X2では使用できませんのでお買い求めの際はご注意ください。

チェック 

✔

チェック 

✔
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NPDL(Level 2)

NPDL(Level 2)
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漢字アウトラインフォントカード
丸ゴシック体、教科書体、瑞筆行書体の各種フォントを使って印刷することが
できます（ESC/Pモードでは効果がありません）。

蘆丸ゴシック体-M （PC-PRPF-01）
蘆教科書体-M （PC-PRPF-02）
蘆瑞筆行書体-M （PC-PRPF-03）

日本語ページプリンタ言語NPDL（Level 2）リファレンスマニュアル（PC-PRNPDL2-RM）
2200X2/2200XE/2000X2の様々な動作を制御する命令およびプログラミング
についての詳しい解説書です。

両面印刷ユニット（PR-L2000X2-DL）
2200XE/2000X2で両面印刷を行うことができます。

印刷できる用紙については、付録「両面印刷時の用紙の規格」（133ページ）をご
覧ください。

USBプリンタケーブル（PR-CA-U01）
USBスロットをもつコンピュータと接続するためのケーブルです（PC98-NXシ
リーズでご使用いただけます）。

Windows 95（OSR2.1以降）にのみ対応しています。双方向通信については一部
ご使用できない機能があります。

USBプリンタケーブルをご使用になる場合、USBプリンタケーブルドライバを
インストールする必要があります。すでにコンピュータにUSBプリンタケーブ
ルドライバがインストールされている場合、USBプリンタケーブルドライバの
アップデートが必要になる場合があります。（アップデートの方法については
「USBUPDT」ディレクトリ内のReadmeをご覧ください。）

USBプリンタケーブルの抜き差しを行う場合は、プリンタステータスウィンド
ウを閉じてください。USBプリンタケーブルに関する最新情報は情報サービス
窓口（10ページ参照）より提供していますので、ご利用ください。



68

増設ホッパ
2200X2/2200XE/2000X2には大量印刷をサポートするために、PR-L2200X2-02増設ホッパ（250）と
PR-L2200X2-03増設ホッパ（500）の2種類の増設ホッパが用意されています。
PR2200X-02とPR2200X-03は外観色が異なりますが、問題なく使用できます。

増設ホッパの設置に必要な高さ

増設ホッパを設置するために必要な高さを示します。プリンタの周囲に必要な設置スペースについては12
ページをご覧ください。

約760mm

300mm

約790mm

300mm

約860mm

300mm

約880mm

300mm

約880mm

300mm

約910mm

300mm

増設ホッパ(250) 増設ホッパ(500)

増設ホッパ(250)×2 増設ホッパ(500)×2

増設ホッパ(250)+(500) 増設ホッパ(500)+(250)

設置に必要な高さ
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注 意 

重要 

重要 

増設ホッパの取り付け

増設ホッパ（250）/（500）は、上から2段目（ホッパ2）、3段目（ホッパ
3）どちらにでも取り付けることができます。
2段目と3段目に取り付ける方法は同じです。ここでは2段目に取り付
ける方法を示します。

プリンタと標準ホッパは合わせて約19kgの
重さがあります。取り付けは2名以上で行っ
てください。

1. プリンタの電源をOFFにし、電源コードとイ
ンタフェースケーブル（前面・背面とも）をプ
リンタから取り外す。

電源スイッチをOFFにしてくださ
い。ONにしたまま取り付けると故障
の原因になることがあります。

2. プリンタを一時的に移動する。
プリンタの左右の取っ手を持ち、しっかりした台や
机の上に置いてください。

3. 増設ホッパにステーを取り付ける。

ステーは設置するとき一番下になる
ホッパ下側後方の切り欠き部に取り
付けてください。

4. プリンタのあった場所に増設ホッパを置く。
増設ホッパの向きに注意してください。

5. 増設ホッパの上にプリンタを取り付ける。
取り付けピンと接続コネクタに合わせて、プリンタ
を増設ホッパの上に静かに置きます。
このとき、プリンタの切り欠き部と増設ホッパ側の
取り付け金具が合っていることを確認します。

増設ホッパを3段目にも取り付ける
場合は、3段目の増設ホッパを設置
した後、2段目の増設ホッパ、プリ
ンタの順でひとつずつ乗せてくださ
い。

チェック 

✔
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6. プリンタと増設ホッパをネジで固定する。

ネジを固定する部分は、プリンタ左側面に2か所、
右側面に2か所あります。4か所ともしっかりと固定
してください。

増設ホッパを3段目にも取り付ける
場合は、さらに4か所ネジで固定し
てください。

チェック 

✔

チェック 

✔

チェック 

✔

7. 電源コードとインタフェースケーブルをプリ
ンタに取り付ける。

増設ホッパの用紙カセットにはカ
セット内にセットされている用紙サ
イズを外見から確認するための用紙
ラベルセットが添付されています。
カセット前面の見やすい場所に貼り
付けてお使いください。

増設ホッパへの用紙のセット

増設ホッパへの用紙のセット方法は標準ホッパと同じです。本書「ホッパに用紙をセットする」（25ページ）
をご覧ください。

蘆 ただし、増設ホッパ（500）にセットできる用紙の種類、量は異なります。増設ホッパ(500)
にはA3、B4、A4サイズを500枚までセットできます。また、増設ホッパ（500）の用紙カ
セットは縮ませることはできません。

蘆 増設ホッパ（500）のエンドガイドは、
標準ホッパ、増設ホッパ（250）のエン
ドガイドと形状が異なります。
増設ホッパ(500)のエンドガイドの取
り外し/取り付けは右図のように左右の
つまみを押しながら行ってください。
エンドガイドはA3サイズの用紙をセッ
トするときも使用します。
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プリンタの設定

増設ホッパ（500）を取り付けたり、増設ホッパ（500）から増設ホッパ（250）に変えたり、増設ホッパ
（250）から増設ホッパ（500）に変えたときは、プリンタのメモリスイッチ（MSW）の設定を変更する必要が
あります。
ただし、増設ホッパ（250）を初めてご使用になるときは、プリンタの設定を行う必要はありません。次の
「ホッパの切り替え」へ進んでください。

次の手順は2段目に増設ホッパ（500）を取り付けたときの操作パネルによる設定の変更方法です。3段目に
取り付ける場合も同様の手順で行います。

パッホ 　　　　　後更変　　　　→　　　　前更変　　　 WSM 定設の

2 目段

（パッホ設増 005 ）しな更変（　→　） 4-7WSM 　1

（パッホ設増 052 （パッホ設増　→　） 005 ） 4-7WSM 　1

（パッホ設増 005 （パッホ設増　→　） 052 ） 4-7WSM 　0

3 目段

（パッホ設増 052 ）しな更変（　→　） 5-7WSM 　0

（パッホ設増 052 （パッホ設増　→　） 005 ） 5-7WSM 　1

（パッホ設増 005 （パッホ設増　→　） 052 ） 5-7WSM 　0

1. プリンタの電源をONにし、印刷可スイッチを
押して印刷可ランプを消灯させる。

2. メニュースイッチを押す。
プリンタはメニューモードに入り、ディスプレイに
は“テストメニュー　→”と表示されます。

3. ▲スイッチを1回押す。
“メモリスイッチメニュー　→”と表示されます。

4. 蜷スイッチを1回押す。
MSW1が表示されます。

１２３４５６７８　 
ＭＳＷ７　　　００００００００＊ 

１２３４５６７８　 
ＭＳＷ７　　　００００００００＊ 

１２３４５６７８　 
ＭＳＷ７　　　０００１００００＊ 

5. ▲スイッチまたは▼スイッチを押して、
MSW7を表示させる。

6. 蜷スイッチを3回押して、カーソルをMSW7-
4に移動させる。

7. 設定変更スイッチを押して、MSW7-4を1に
変更する。

8. 印刷可スイッチを押して、メニューモードを
終了させる。

これで設定完了です。

テストメニュー 

１２３４５６７８　 
ＭＳＷ１　　　００００００００＊ 

メモリスイッチメニュー 
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また、設定の変更はリモートパネルを使っても行うことができます。詳しくはユーザーズマニュアル［2/
2］「リモートパネルでの設定」（189ページ）をご覧ください。

ホッパの切り替え

取り付けた増設ホッパから給紙するためには、操作パネル上でホッパ表示を「ホッパ2」または「ホッパ3」に
します。
ホッパの選択には、選択した状態をどこまで維持させるかによって、2つの方法があります。

漓 プリンタが初期化されるまで維持する方法 ...........................................ホッパスイッチによる切り替え
滷 プリンタが初期化されても増設ホッパが選択される方法 ..................メニューモードによる切り替え

次にそれぞれの選び方について説明します。

漓 プリンタが初期化されるまで維持する方法
操作パネルのホッパスイッチを使って増設ホッパを選択します。

1. 印刷可スイッチを押し、印刷可ランプを消灯
させる。

2. ホッパスイッチを押し、ディスプレイの表示
を“ホッパ2”または“ホッパ3”にする。

ホッハ゜２　　　　Ａ４　ホ゜ート 

3. 印刷可スイッチを押し、印刷可ランプを点灯
させる。

4. コンピュータからデータを送る。
この状態は、以下の方法で変更しない限り、設定は
維持されます。

蘆 同じ方法でホッパの選択を変更する
蘆 トレー給紙に変更する
蘆 電源をOFFにする
蘆 コンピュータから変更
蘆 プリンタを初期化する

増設ホッパの選択は、操作パネルから選択する以外に、プリンタドライバ、リモートパネルから選択する
ことができます。詳しくは、ユーザーズマニュアル［2/2］各OSの章および「PrintAgent」をご覧ください。
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滷 プリンタが初期化されても増設ホッパが選択される方法
メニュー機能内のプリンタの初期設定を設定変更します。

5. 設定変更スイッチを押して、ディスプレイ下
段を　“←　ホッパ2＊”または“←　ホッパ3
＊”に変更する。

6. 印刷可スイッチを押し、印刷可ランプを点灯
させる。

ディスプレイ上段に“ホッパ2　××　×××”また
は“ホッパ3　××　×××”と表示されていれば設
定は完了です。表示されていないときはもう一度最
初からやり直してください。

1. 印刷可スイッチを押し、印刷可ランプを消灯
させる。

2. メニュースイッチを押す。
プリンタはメニューモードに入り、ディスプレイに
は“テストメニュー　→”と表示されます。

3. ▼スイッチを2回押す。
“ヨウシメニュー　→”と表示されます。

4. 蜷スイッチを2回押す。
ホッパ初期設定の表示になります。

ヨウシメニュー 

　 
ホッハ゜１＊ 

ホッハ゜　ショキセッテイ 

この状態は以下の方法で変更しないかぎり維持されます。
蘆 コンピュータからの変更
蘆 同じ方法でホッパの選択を変更

ホッハ゜２　　　　Ａ４　ホ゜ート 
ＮＰＤＬ 

　 
ホッハ゜２＊ 

ホッハ゜　ショキセッテイ 
 

テストメニュー 
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増設ホッパ(250)のステータス印刷

1. ディスプレイに“ホッパ2”または“ホッパ3”と
表示されていることを確認する。

2. 印刷可スイッチを押して、印刷可ランプを消
灯させる。

3. メニュースイッチを1回押します。
ディスプレイには、“テストメニュー　→”と表示さ
れます。

テストメニュー 

テストメニュー 
　ステータスインサツシ゛ッコウ 

　テストインサツチュウ 

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　００００００００　　 
　コントローラ：００．００ 
 
オプションボード 
　無し 
 
給紙構成 
　ホッパ１：Ａ４　（Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ｂ４、Ｂ５、レター） 
　ホッパ２：Ａ４　（Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ｂ４、Ｂ５、レター） 
　トレー　：Ａ４　（Ａ３、Ａ４、Ｂ５、Ｂ４、Ｂ５、レター、はがき、封筒、往復はがき） 
　 

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

（以下省略） 

テスト印刷

増設ホッパが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行います。

4. 蜷スイッチを1回押す。
ディスプレイ下段には“←ステータスインサツジッ
コウ　→”と表示されます。

5. さらに蜷スイッチを1回押す。
プリンタはステータス印刷を開始し、ディスプレイ
には“テストインサツチュウ”と表示されます。

2段目に増設ホッパが取り付けられ、用紙が正常に給紙された場合、次のように「ホッパ2」と印刷されま
す。3段目に取り付けた場合は「ホッパ3」と印刷されます。
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注 意 

増設ホッパ(500)のステータス印刷

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。これで、増
設ホッパの取り付けは完了です。

増設ホッパの取り外し

増設ホッパを取り外す場合は次の手順で行ってください。2段目と3段目の取り外し方法は同じです。ここ
では2段目を取り外す方法を示します。

プリンタと標準ホッパは合わせて約19kgの重さがあります。取り外しは2名以
上で行ってください。

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　００００００００　　 
　コントローラ：００．００ 
 
オプションボード 
　無し 
 
給紙構成 
　ホッパ１：Ａ４　（Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ｂ４、Ｂ５、レター） 
　ホッパ２：Ａ４　（Ａ３、Ａ４、Ｂ４） 
　トレー　：Ａ４　（Ａ３、Ａ４、Ｂ５、Ｂ４、Ｂ５、レター、はがき、封筒、往復はがき） 
　 

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

（以下省略） 

1. プリンタの電源をOFFにし、電源コード、イ
ンタフェースケーブル（前面・背面とも）をプ
リンタから取り外す。

2. プリンタと増設ホッパを固定しているネジを
取り外す。

ネジはプリンタ右側面に2か所、左側面に2か所あり
ます。4か所とも取り外してください。

3段目の増設ホッパが取り付けられ
ている場合は、さらに4か所のネジ
を取り外します。

チェック 

✔
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3. プリンタを増設ホッパから取り外し、一時的
に台や机の上に置く。

プリンタを持ち上げるとき、取っ手
以外の場所を持たないでください。
プリンタが破損することがありま
す。

重要 

取っ手

4. 増設ホッパを台の上から外す。

5. プリンタを元の位置に置く。

6. 電源コードとインタフェースケーブルを取り
付ける。
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増設カセット
印刷する用紙サイズを変更する場合、用紙カセット内の用紙を交換することなく、用紙カセットごと交換
できるように2200X2/2200XE/2000X2では2種類の増設カセットが用意されています。

蘆　PR-L2200X2-04増設カセット（250）..... プリンタ本体の用紙カセットと、PR-L2200X2-02増設ホッ
パ（250）の用紙カセットと交換することができます。
PR2200X-04は外観色が異なりますが、問題なく使用でき
ます。

蘆　PR-L2200X2-05増設カセット（500）..... PR-L2200X2-03増設ホッパ（500）の用紙カセットと交換す
ることができます。
PR2200X-05は外観色が異なりますが、問題なく使用でき
ます。

増設カセットにはカセット内にセットされている用紙サイズを外見から確認するための用紙ラベ
ルセットが添付されています。カセット前面の見やすい場所に貼り付けてお使いください。

ここでは増設カセットを用紙カセットと交換する手順について説明します。

増設カセットの取り付け

増設カセット（250）と増設カセット（500）の取り付ける方法は同じです。
ここでは増設カセット（250）を取り付ける方法を示します。

1. カセットカバーを取り外す。

ヒント 

✎

2. 増設カセット内の板金を押し、確実に下がっ
ていることを確認する。

板金が押し下がっていないと、増設カセットをホッ
パに取り付けることができません。



78

3. 用紙をセットする。
用紙のセット方法は本書「ホッパに用紙をセットす
る」、「増設ホッパ」をご覧ください。

増設カセット（250）に比べて増設カ
セット（500）にセットできる用紙サ
イズは限定されています。セットで
きる用紙サイズを確認の上、正しい
用紙サイズをセットしてください。

4. カセットカバーをカセットの溝に合わせて元
に戻す。

増設カセットの取り外し

増設カセットを取り外すときは上記手順を逆に行ってください。

5. セットしてある用紙カセットがあればその用
紙カセットを引き抜く。

6. 増設カセットをプリンタに差し込む。
増設カセットはゆっくり確実に差し込んでくださ
い。

チェック 

✔
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重要 

赤外線通信インタフェースボード（PC-PR-R01）
PC-PR-R01は直接プリンタのコネクタ（前面）に接続するプラグインタイプのインタフェースボードで
す。これによりプリンタはIrDA規格に準拠した赤外線通信機能を装備しているコンピュータからワイヤレ
スでデータ受信できるようになります。IrDA規格に準拠しているコンピュータであれば最大4Mbpsのデー
タ速度で通信が可能です。

赤外線通信インタフェースボードは片方向（コンピュータ→プリンタ）でのみ通信が可能です。
PrintAgentのように双方向通信（コンピュータ←→プリンタ）が必要な機能は使用できません。

動作環境

PC-PR-R01は、以下に示す条件をすべて満たすNEC PC98-NXシリーズ、PC-9800シリーズまたはDOS/
V対応機*のコンピュータに対応しています。

蘆 i486以上のCPU（i486 33MHz以上を推奨）
蘆 7.6MB以上のRAM
蘆 7MBのハードディスク空き容量
蘆 マウスまたはWindowsで利用できるポインティングデバイス（推奨）
蘆 Windows 95 日本語版のOS環境を備えている
蘆 赤外線通信機能付き（IrDA規格準拠）
蘆 ボードに添付のTranXitTM 3がインストールされている

蘆 ボードのコネクタ部には手を触れないでください。手を触れると、コネクタ部の接点が汚
れ、接触不良になることがあります。

蘆 ボードの赤外線受光部には手を触れないでください。手を触れると、受光部が汚れ、コン
ピュータとの通信状態が不良となることがあります。

*IBM PC/AT 100％互換機

チェック 

✔
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重要 

1. プリンタの電源をOFFにし、電源コード、イ
ンタフェースケーブル（前面、背面とも）をプ
リンタから取り外す。

電源は確実にOFFにしてください。
ONにしたまま取り付けると、故障
の原因となることがあります。

2. プリンタ側面のフロントコネクタカバーの上
下を押しながら手前に取り外す。

赤外線インタフェースボードの接続例

コンピュータとプリンタに接続した例を以下に示します。この場合、PC-PR-R01はプリンタ背面に直接
接続されているコンピュータからのデータと赤外線通信機能付きコンピュータからのデータを自動的に切
り替えます。

赤外線インタフェースボードの取り付け

MultiWriter 2000X2 
(PC-PR-R01装着)

コンピュータ 
（赤外線機能非装着）

コンピュータ 
（赤外線機能装着） 

プリンタケーブル 

3. フロントインタフェースコネクタのネジ2本を
外し、フロントインタフェースコネクタを手
前に引き抜く。
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4. 受光部を手前にしインタフェースボードをフ
ロントコネクタのガイド部に沿って差し込
む。

カチッと手ごたえがあるまで押し込みます。

5. インタフェースボードをネジ2個で固定する。

赤外線インタフェースボードの取り外し

赤外線通信インタフェースボードを取り外すときは、プリンタの電源をOFFにし、電源コードをプリンタ
から取り外し、上記の手順5から逆に行ってください。

チェック 

✔

6. 電源コードを取り付け、プリンタの電源をON
にする。

7. インタフェースボード前面のLEDが点灯する
ことを確認する。

8. プリンタをコンピュータから1m以内に設置す
る。

PC-PR-R01の赤外線受光部とコン
ピュータの赤外線ポートとの間の距
離を1m以内とし、この間に障害物
を置かないようにしてください。

9. 赤外線通信インタフェース取扱説明書に従
い、TranXit 3をインストールし、赤外線通信
を行うためのソフトウェアの設定を行う。

TranXit 3をインストールする前にあらかじめ
NMPSソフトウェアをインストールしておいてくだ
さい。インストール方法はユーザーズマニュアル
［2/2］をご覧ください。
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重要 

赤外線通信インタフェースアダプタ（PC-CA291）
PC-CA291はインタフェースケーブルを使ってプリンタに接続する外付け型のインタフェースアダプタで
す。これによりプリンタはIrDA規格に準拠した赤外線通信機能を装備しているコンピュータからワイヤレ
スでデータ受信できるようになります。IrDA規格に準拠しているコンピュータであれば最大4Mbpsのデー
タ速度で通信が可能です。

赤外線通信インタフェースアダプタは片方向（コンピュータ→プリンタ）でのみ通信が可能です。
PrintAgentのように双方向通信（コンピュータ←→プリンタ）が必要な機能は使用できません。

動作環境

PC-CA291は、以下に示す条件をすべて満たすNEC PC98-NXシリーズ、PC-9800シリーズまたはDOS/
V対応機*のコンピュータに対応しています。

蘆 i486以上のCPU（i486 33MHz以上を推奨）
蘆 7.6MB以上のRAM
蘆 7MBのハードディスク空き容量
蘆 マウスまたはWindowsで利用できるポインティングデバイス（推奨）
蘆 Windows 95 日本語版環境を備えている
蘆 赤外線通信機能付き（IrDA規格準拠）
蘆 アダプタに添付のTranXit 3がインストールされている

蘆 アダプタのコネクタ部には手を触れないでください。手を触れると、コネクタ部の接点が汚
れ、接触不良になることがあります。

蘆 アダプタの赤外線受光部には手を触れないでください。手を触れると、受光部が汚れ、コン
ピュータとの通信状態が不良となることがあります。

*IBM PC/AT 100％互換機

チェック 

✔
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重要 

赤外線通信インタフェースアダプタの接続例

コンピュータとプリンタに接続した例を以下に示します。この場合、PC-CA291はアダプタ前面にあるス
イッチで通信をケーブル接続されているコンピュータと赤外線通信機能付きコンピュータに切り替えるこ
とができます。

赤外線通信インタフェースアダプタの取り付け

MultiWriter 2000X2 
(PC-CA291装着)

コンピュータ 
(赤外線機能非装備） 

コンピュータ 
(赤外線機能装備） 

1. プリンタの電源をOFFにし、電源コード、イ
ンタフェースケーブル（前面、背面とも）をプ
リンタから取り外す。

電源は確実にOFFにしてください。
ONにしたまま取り付けると、故障の
原因となることがあります。

2. PC-CA291とプリンタを添付のインタフェー
スケーブルで接続する。

3. 同時に他のコンピュータからもデータを受信
したい場合は以下のように接続する。

お使いになれるケーブルは直接プリンタに接続する
ときの当社指定のプリンタケーブルと同じです（詳
細は｢使用できるプリンタケーブル」（134ページ）を
ご覧ください）。
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赤外線通信インタフェースアダプタの取り外し

赤外線通信インタフェースアダプタを取り外すときは、上記の手順6から逆に行ってください。

赤外線通信とインタフェースケーブルによる通信を
可能にした接続は下のようになります。

4. ACアダプタのコネクタをPC-CA291に接続
し、ACアダプタ本体を壁付きコンセントに差
し込む。

ACアダプタを差し込むことによって他の差し込み
がふさがってしまう場合は添付のACタップをご利
用ください。

ACアダプタはテーブルタップなどでタコ足
配線されたコンセントには差し込まないでく
ださい。またこのACタップには1500W以
上の容量のACコンセントを差し込まないで
ください。過熱し、火災や感電の原因となる
ことがあります。

注 意 

5. PC-CA291前面のLEDが赤色点灯することを
確認する。

もし緑色点灯している場合はアダプタ前面の通信切
り替えスイッチを切り替えて赤外線通信モードに設
定してください。

6. プリンタ、コンピュータの順に電源をONにす
る。

7. 赤外線通信インタフェース取扱説明書に従い
TranXit 3をインストールし、赤外線通信を行
うためのソフトウェアの設定を行う。

TranXit 3をインストールする前にあらかじめ
NMPSソフトウェアをインストールしておいてくだ
さい。インストール方法はユーザーズマニュアル
［2/2］をご覧ください。
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重要 

プロッタエミュレーションボード
2200X2/2200XE/2000X2に『プロッタエミュレーションボード』を取り付けることにより、プロッタHP
7550の言語（HPGL）を使用できるようになるため、CADなどのアプリケーションからの印刷が可能になり
ます。またRS-232Cインタフェースとして使用することも可能です。

プロッタエミュレーションボード上のRS-232Cインタフェースをご使用の場合は、次の表を参照して、使
用するコンピュータに合うRS-232Cケーブルを別途お求めください。

ここでは、プロッタエミュレーションボードの取り付け手順を説明します。使い方や操作方法について
は、プロッタエミュレーションボードに添付の取扱説明書をご覧ください。

プロッタエミュレーションボードの取り付け

プロッタエミュレーションボードは大変デリケートな電子部品です。ボードを取り扱うときは、
プリンタ後面のセントロインタフェースコネクタが付いているフレームなどに触れて身体の静電
気を逃がしてから行ってください。また、ボードは端の部分を持って取り扱い、表面の部品や端
子、半田付け面には触れないようにしてください。

ターュピンコるいてし用使 C232-SR ルブーケ

XN-89CP ズーリシ
206AC-CP 、 6989-CP 、 7989-CP の

タプダア換変ルアリシ、とかれど -KP
201AC 。いさだくい使おてせわ合み組を

1089-CP
1289-CP ）外以記下（ズーリシ

206AC-CP
6989-CP
7989-CP

89H-CP 20K-89H-CP

1089-CP A/LN 、 A/SN

61-AH89-CP
1289-CP ,21aN,31aN,21rN,31rN,51rN,051rN,661rN

,21sL,31aL,051sL,7bN,01bN,7aN,9aN
,tL,mN,dL,dN,2eN,sE,xN,pN,fN,7aL,01aL

sN,2tL,2dN,3eN

重要 

チェック 

✔

1. プリンタの電源をOFFにし、電源コード、イ
ンタフェースケーブル（前面・背面とも）をプ
リンタから取り外す。

電源をOFFにしてください。ONに
したまま取り付けると、故障の原因
になることがあります。

データ転送制御で「DTRコントロー
ル」を行った場合、ご使用のソフト
ウェアによっては正常に動作しない
場合があります。ご使用の際には
「XON/XOFFコントロール」または
「ENQ/ACKコントロール」を用いて
ください。

2. プリンタ上部にあるリアカバーをネジ2本を回
して取り外す。
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6. ネジ3本でプロッタエミュレーションボード
を固定する。

7. コントロールカバーを取り付け、矢印で指示
された5か所のネジで固定する。

8. リアカバーを取り付け、ネジ2本で固定する。

9. RS-232C用インタフェースケーブルを取り付
ける。

10. 電源コードを取り付ける。

3. コントロールカバーに矢印で指示された5か所
のネジをゆるめ、コントロールカバーを取り
外す。

4. 2か所のネジを外し、プロッタボード用スロッ
トのプレートを取り外す。

プロッタボード用スロットのプレー
トはボードを取り外し、プリンタを
もとに戻すとき必要です。大切に保
管しておいてください。

5. RS-232Cコネクタ側をプロッタボード用ス
ロットに差し込み、プリンタのコネクタと
ボードのコネクタを接続する。

チェック 

✔
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テスト印刷

プロッタエミュレーションボードが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータ
ス印刷を行います。次の方法で行ってください。

1. プリンタの電源をONにする。

2. 印刷可スイッチを押して、印刷可ランプを消
灯させる。

3. メニュースイッチを1回押す。
“テストメニュー　→”と表示されます。

4. 蜷スイッチを1回押す。
ディスプレイ下段に“←ステータスインサツジッコ
ウ→”と表示されます。

5. さらに蜷スイッチを1回押す。
プリンタはステータス印刷を開始します。ディスプ
レイには“テストインサツチュウ”と表示されます。

次のように「プロッタエミュレーションボード」と印刷されていれば、プロッタエミュレーションボードは
確実に取り付けられていることになります。

プロッタエミュレーションボードのステータス印刷例

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。
これで、プロッタエミュレーションボードの取り付けは完了です。

プロッタエミュレーションボードの取り外し

プロッタエミュレーションボードを取り外すときは、取り付けの手順を逆に行ってください。

テストメニュー 

テストメニュー 
　ステータスインサツシ゛ッコウ 

　テストインサツチュウ 

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　　0 0 0 0 0 0 0 0　　 
　コントローラ：００．００ 
　プロッタオプション：００．００ 
オプションボード 
　プロッタエミュレーションボード 

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

（以下省略） 
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マルチプロトコルLANボード
2200X2/2200XE/2000X2には各種のネットワークに接続するマルチプロトコルLANボードが2種類用意
されています。

PC-PR-L01

「PC-PR-L01 マルチプロトコルLANボード」は2200X2/2200XE/2000X2本体に内蔵できる、
10BASE-T、10BASE2、LocalTalkに対応したボードです。NetWare(IPX/SPX)、LANマネージャ
(NetBEUI) 、Windows NT(TCP/IP, DLC)、UNIX(TCP/IP (ftp, lpr))、Macintosh（AppleTalk）の各ネット
ワークに対応しています。

マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L01）が対応しているネットワーク環境は以下のとおりです。

蘆 NetWare NetWare 3.11J、3.12J、4.1J、4.11J（NDS対応）、IntranetWare(4.11J)
蘆 Windows NT Windows NT3.1、3.5、3.51、4.0
蘆 LANマネージャ OS/2 LANマネージャ2.1bおよびOS/2 LANサーバJ3.0
蘆 Windows 95 添付のアプリケーションにより対応
蘆 Macintosh 漢字Talk7.1.x、7.5、7.5.x、Mac OS7.6、7.6.1、8.0（ただしQuickDraw GX

には対応していません）
蘆 UNIX TCP/IP(ftp、lpr)

PC-PR-L02

「PC-PR-L02 マルチプロトコルLANボード」は、2200X2/2200XE/2000X2本体に内蔵できる、
100BASE-TX、10BASE-Tに対応したボードです。NetWare (IPX/SPX)、Windows NT (TCP/IP,
DLC)、UNIX (TCP/IP (ftp, lpr))の各ネットワークに対応しています。

マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L02）が対応しているネットワーク環境は以下のとおりです。

蘆 NetWare NetWare 3.11J、3.12J、4.1J、4.11J（NDS対応）、IntranetWare(4.11J)
蘆 Windows NT Windows NT3.1、3.5、3.51、4.0
蘆 Windows 95 添付のアプリケーションにより対応
蘆 UNIX TCP/IP(ftp、lpr)

上記のボードを取り付けた場合は、プリンタ背面のセントロニクスインタフェースは使用できな
くなります。セントロニクスインタフェースを使用する場合は、プリンタ前面のインタフェース
を使用してください。

LANボードをお使いになるには、ネットワーク用ケーブルが必要です。使用する環境に合わせて、以下に
示すケーブルを別途お求めください。
2200X2/2200XE/2000X2とMacintoshとをLocalTalkで接続する場合は、Macintoshのマニュアルを参
照して接続してください。

PC-PR-L01の場合

蘆 10BASE-T PC-9868-21, PC-9868-22, PC-9868-28, PC-9868-29
蘆 10BASE2 PC-9867-21, PC-9867-22, PC-9867-23

PC-PR-L02の場合

蘆 100BASE-TX PC-9868-28, PC-9868-29
蘆 10BASE-T PC-9868-21, PC-9868-22, PC-9868-28, PC-9868-29

重要 
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重要 

チェック 

✔

チェック 

✔

チェック 

✔

重要 

PC-PR-L01を使用し、Macintoshから印刷を行うには、別売のPR2200NW2-21 拡張プリ
ンタドライバが必要です。また、Macintoshからの印刷においては、両面印刷、リプリント機
能、ジョブセパレート機能などサポートしていない機能があります。

次にLANボードの取り付け手順を説明します。PC-PR-L01、PC-PR-L02の取り付け手順は同じです。　
ここでは、PC-PR-L01マルチプロトコルLANボードを取り付ける場合の手順を示します。使い方や操作方
法については、LANボードに添付の取扱説明書をご覧ください。

LANボードは正しく取り付けられていても、ステータス印刷の「オプションボード」の欄に印刷さ
れません。正しく取り付けられたかどうかはコンフィギュレーションページの印刷を行って確認
します（詳細はLANボードの取扱説明書を参照ください）。

マルチプロトコルLANボードの取り付け

マルチプロトコルLANボードは大変デリケートな電子部品です。ボードを取り扱うときは、プリ
ンタ後面のセントロインタフェースコネクタが付いているフレームなどに触れて身体の静電気を
逃がしてから行ってください。また、ボードは端の部分を持って取り扱い、表面の部品には触れ
ないようにしてください。

1. プリンタの電源をOFFにし、電源コードとイ
ンタフェースケーブル（前面・背面とも）をプ
リンタから取り外す。

電源は確実にOFFにしてください。
ONにしたまま取り付けると、故障の
原因となることがあります。

2. LANボード用スロットのプレートをネジ2か所
を回して取り外す。

LANボード用スロットのプレートは
ボードを取り外しプリンタをもとに
戻すときに必要です。大切に保管し
ておいてください。

3. LANボードにあるLEDを手前にして、ガイド
レールに沿ってLANボードを差し込む。

カチッと手ごたえがあるまで押し込みます。

4. ネジ2本でボードを固定する。



90

マルチプロトコルLANボードの取り外し

マルチプロトコルLANボードを取り外すときは、上記の手順を逆に行ってください。

5. 接続用のケーブルを取り付ける。

6. 電源コードを取り付け、プリンタの電源をON
にする。

7. コンピュータに接続して正しく動作すること
を確認する。
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チェック 

✔

重要 

漢字アウトラインフォントカード
2200X2/2200XE/2000X2は、明朝体アウトラインフォントとゴシック体アウトラインフォントの2書体
を印刷することができますが、アウトラインフォントカードを取り付けることにより、さらに1書体の
フォントが使えるようになります。

アウトラインフォントカードには、次の3種類があります。

◆丸ゴシック体-M
◆教科書体-M
◆瑞筆行書体-M

ここでは、アウトラインフォントカードの取り付けと、カードを使って印刷を行うための設定方法を説明
します。

ESC/Pモードでは、アウトラインフォントカードの効果がありません。

漢字アウトラインフォントカードの取り付け

1. プリンタのスイッチをOFFにする。

電源は確実にOFFにしてください。
ONにしたまま取り付けると、故障の
原因となることがあります。

2. プリンタ背面のブランクプレートをネジを回
して取り外す。

ブランクプレートはカードを取り外
し、プリンタを元に戻すときに必
要です。大切に保管しておいてくだ
さい。

チェック 

✔

3. プリンタに添付されているフォントカードガ
イドをフォントカードガイド用スロットに取
り付ける。

4. フォントカードスロットにフォントカードを
差し込む。

フォントカードに記載してある「蜷」印を上にして差
し込んでください。
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次のように取り付けたフォントカードのフォント名が印刷されていれば、確実に取り付けられていること
になります。

丸ゴシック体-M

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

 

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　　0 0 0 0 0 0 0 0 
　コントローラ：００．００ 
 
　 

（以下省略） 

カードスロット 
　書体番号　　　　　ファイル名　　　　　　フォント名 
　１５１　　　ＮＲＧ５-ＺＡ　　ＦｏｎｔＡｖｅｎｕｅ丸ゴシック体－Ｍ（ＮＲＧ５－ＺＡ） 

テスト印刷

フォントカードの取り付けが終わったら、正しく取り付けられたことを確認するためにテスト印刷のス
テータス印刷を行います。

1. プリンタの電源をONにする。

2. 印刷可スイッチを押して、印刷可ランプを消
灯させる。

3. メニュースイッチを1回押す。
“テストメニュー　→”と表示されます。

テストメニュー 

テストメニュー 
　ステータスインサツシ゛ッコウ 

　テストインサツチュウ 

4. 蜷スイッチを1回押す。
ディスプレイ下段に“←ステータスインサツジッコ
ウ→”と表示されます。

5. さらに蜷スイッチを1回押す。
プリンタはステータス印刷を開始します。ディスプ
レイには“テストインサツチュウ”と表示されます。
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教科書体-M

瑞筆行書体-M

漢字アウトラインフォントカードを使って印刷するには

フォントカードを使って印刷するには、アプリケーションまたはプリンタの設定を変更します。変更方法
は、使用しているアプリケーションによって異なります。また、アプリケーションで設定変更せずに、す
べての文字をカードのフォントで印刷することもできます。次ページのフローチャートに従って設定方法
を確認してください。

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

 

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　　0 0 0 0 0 0 0 0 
　コントローラ：００．００ 
 
　 

（以下省略） 

カードスロット 
　書体番号　　　　　ファイル名　　　　　　フォント名 
　３５１　　　ＮＫＹ５－ＺＡ　　ＦｏｎｔＡｖｅｎｕｅ教科書体－Ｍ（ＮＫＹ５－ＺＡ）　 

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

 

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　　0 0 0 0 0 0 0 0 
　コントローラ：００．００ 
 
　 

（以下省略） 

カードスロット 
　書体番号　　　　　ファイル名　　　　　　フォント名 
　４５１　　　ＮＧＹ５－ＺＡ　　ＦｏｎｔＡｖｅｎｕｅ瑞筆行書体－Ｍ（ＮＧＹ５－ＺＡ）　 
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フォントカードを使った印刷

Windows用アプリケーションを使用しているときは、アプリケーションから希望のフォントを選択すれ
ば、アウトラインフォントカードのフォントを印刷することができます。

DOS用アプリケーションを使用しているときは、フォントの指定を変更した後（プリンタのメニューモー
ドの“←カンジX　ゴシック＊”を、“←カンジX　XXX＊”に変更）、各アプリケーションのプリンタ設定機
能を利用して設定を変更すれば、印刷することができます。

また、すべての文字を漢字アウトラインフォントカードの文字で印刷することもできます。その場合は
フォントの指定を変更した後、標準フォントの指定を変更（プリンタのメニューモードの  “←カンジ　ミ
ンチョウ＊”を“←カンジ　カンジX＊”に変更）します。（設定変更方法は、本書47ページをご覧くださ
い。）

Windows用アプリケーションは、プリンタドライバが直接フォントを指定するので、メニュー
モードの設定には影響されません。

漢字アウトラインフォントカードの取り外し

漢字アウトラインフォントを取り外すときは取り付けの手順を逆に行ってください。

Windows用 

メニューモードの 
“←カンジX　ゴシック＊”を 

“←カンジX　XXX＊”に変更する 

DOS用 

プリンタのフォントの指定を変更する 

すべての文字を 
 ｱｳﾄﾗｲﾝﾌｫﾝﾄｶｰﾄﾞの文字で 

印刷する場合 

アプリケーションから 
希望のフォントを選択 

アプリケーション 
の設定機能を使って 

設定変更 

メニューモードの 
“←カンジX　ゴシック＊”を 

“←カンジX　XXX＊”に変更する 

プリンタのフォントの指定を変更する 

あなたの 
アプリケーションの 
タイプは？ 

アプリケーションの設定 
を変更して印刷する場合 

印刷 印刷 

プリンタの標準フォントの指定を変更する 

 メニューモードの 
“←カンジ　ミンチョウ＊”を 

“←カンジ　カンジX＊”に変更する 

印刷 

チェック 

✔
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増設RAMサブボード
2200X2/2200XE/2000X2は、8メガバイト（8MB）、16メガバイト（16MB）または32メガバイト
（32MB）の増設RAMサブボードを取り付けることで、アウトラインフォントを多用した文書などの印刷速
度を向上させたり、より多くのフォーム登録を可能にしたり、印刷時のメモリ不足を解消することができ
ます。

2200X2/2200XE/2000X2は増設RAMサブボードを1つだけ取り付けることができます。ユーザーズマ
ニュアル［2/2］の表「メモリ増設一覧表」（214ページ）をご覧になり、必要な分だけメモリ容量を増設して
ください。

指定のEDOタイプの増設RAMサブボードを使用してください。PC-9821-ME2、PC-9821-
ME3、PC-9821-ME4以外の増設RAMサブボードを使用すると、故障の原因となることがあり
ます。

増設RAMサブボードの取り付け

増設RAMサブボードは大変デリケートな電子部品です。サブボードを取り扱うときは、プリンタ
後面のセントロインタフェースコネクタが付いているフレームなどに触れて身体の静電気を逃が
してから行ってください。また、ボードは端の部分を持って取り扱い、表面の部品には触れない
ようにしてください。

重要 

重要 

重要 

1. プリンタの電源をOFFにし、電源コードとイ
ンタフェースケーブル（前面・背面とも）をプ
リンタから取り外す。

電源は確実にOFFにしてください。
ONにしたまま取り付けると、故障の
原因となることがあります。

2. プリンタ上部にあるリアカバーをネジ2本を回
して取り外す。

3. コントロールカバーに矢印で指示された5か所
のネジをゆるめ、コントロールカバーを取り
外す。

4. 切り欠きがプリンタ前面を向くようにして、
約30度の角度でボードの端をソケットに押し
込む。



96

テストメニュー 

テストメニュー 
　ステータスインサツシ゛ッコウ 

5. 十分に押し込んだことが確認できたら、「カ
チッ」という音がするまでボードを起こす。

6. コントロールカバーを取り付け、矢印で指示
された5か所のネジで固定する。

7. リアカバーを取り付け、ネジ2本で固定する。

8. 電源コードとインタフェースケーブルを取り
付ける。

テスト印刷

増設RAMサブボードが正しく取り付けられたかを確認するためにテスト印刷のステータス印刷を行いま
す。

1. プリンタの電源をONにする。

2. 印刷可スイッチを押して、印刷可ランプを消
灯させる。

3. メニュースイッチを1回押す。
“テストメニュー　→”と表示されます。

4. 蜷スイッチを1回押す。
ディスプレイ下段に“←ステータスインサツジッコ
ウ→”と表示されます。
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5. さらに蜷スイッチを1回押す。
プリンタはステータス印刷を開始します。ディスプ
レイには“テストインサツチュウ”と表示されます。

　テストインサツチュウ 

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　　0 0 0 0 0 0 0 0 
　コントローラ：００．００ 
オプションボード 
　無し 
 
給紙構成 
　ホッパ１：Ａ４（Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ｂ４、Ｂ５、レター） 
　トレー　：Ａ４（Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ｂ４、Ｂ５、レター、はがき、封筒、往復はがき） 
 
動作モード 
　サポート言語：ＮＰＤＬ　ＥＳＣ／Ｐ 
　後部インタフェース：ＮＰＤＬ 
　前部インタフェース：ＮＰＤＬ 
 
メモリ 
　メモリ容量　　　　：１６ＭＢ 
　ページプロテクト　：OFF 
　メモリ割り当て　　：標準 
　 

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

（以下省略） 

次のように印刷されていれば、増設RAMサブボードは正しく取り付けられたことになります。

増設したメモリ容量により、表示は次のように変わります。

［MultiWriter 2000X2/2200XEの場合］ ［MultiWriter 2200X2の場合］
蘆12MB（8MB増設時） 蘆16MB（8MB増設時）
蘆20MB（16MB増設時） 蘆24MB（16MB増設時）
蘆36MB（32MB増設時） 蘆40MB（32MB増設時）

2200X2で8MBを増設した場合

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。これで増設
RAMサブボードの取り付けは完了です。

増設RAMサブボードの取り外し

増設RAMサブボードを取り外すときは取り付けの手順を逆に行ってください。
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注 意 

両面印刷ユニット
両面印刷ユニットを2200XE/2000X2に装着すると、用紙の両面に印刷することができます。使用できる
用紙については「両面印刷時の用紙の規格」（133ページ）をご覧ください。

両面印刷ユニットの取り付け

1. プリンタの電源をOFFにする。

2. トレーを開いて、両面印刷カバーを固定して
いるネジ2本を外す。

3. 両手で、両面印刷カバーを開けて、両面印刷
カバーに取り付いているブランクピースを取
り外す。

ブランクピースと手順2で外したネジは、両面印刷
ユニットを取り付けた後、使用しません。

4. 両面印刷ユニットとプリンタの位置決め（▲
印）を合わせるようにして、両面印刷ユニット
を斜めに入れながら、ピックローラガイドに
シャフト部を乗せる。

両面印刷ユニット右側面の金属プレートの端
は鋭利になっています。

シャフト部

ピックローラガイド

両面印刷
カバー

ブランクピース

トレー
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5. 両面印刷ユニットが固定されるまで、PUSH部
2か所を押し込む。

固定されるときに、カチッとロックされる音がしま
す。

6. 両面印刷ユニットに取り付いている固定ネジ2
本で固定する。

7. 両面印刷カバーを閉める。

PUSH

テスト印刷

両面印刷ユニットが正しく取り付けられたかを確認するためにテスト印刷のステータス印刷を行います。

1. プリンタの電源をONにする。

2. 印刷可スイッチを押して、印刷可ランプを消
灯させる。

3. メニュースイッチを1回押す。
“テストメニュー　→”と表示されます。

4. 蜷スイッチを1回押す。
ディスプレイ下段に“←ステータスインサツジッコ
ウ→”と表示されます。

5. さらに蜷スイッチを1回押す。
プリンタはステータス印刷を開始します。ディスプ
レイには“テストインサツチュウ”と表示されます。

テストメニュー 
　ステータスインサツシ゛ッコウ 

　テストインサツチュウ 

テストメニュー 

ネジ
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次のように印刷されていれば、両面印刷ユニットは正しく取り付けられたことになります。

両面印刷ユニットを増設した場合

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。これで両面
印刷ユニットの取り付けは完了です。

両面印刷ユニットの取り外し

両面印刷ユニットを取り外すときは、取り付けの手順を逆に行ってください。

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　　0 0 0 0 0 0 0 0 
　コントローラ：００．００ 
オプション 
　両面印刷ユニット 
 
給紙構成 
　ホッパ１：Ａ４（Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ｂ４、Ｂ５、レター） 
　トレー　：Ａ４（Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ｂ４、Ｂ５、レター、はがき、封筒、往復はがき） 
　 

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

（以下省略） 
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4EPカートリッジの交換
ディスプレイが“76　トナーナシ　ＥＰコウカン”または“87　ＯＰＣシ゛ュミョウ　ＥＰコウカン”
と表示し、トナーランプが点灯したら、EPカートリッジの交換時期です。

交換する前に

ディスプレイが“76　トナーナシ　ＥＰコウカン”と表示した場
合、交換する前に使用中のEPカートリッジをプリンタから取り
出し、トナーが均一になるようにゆっくりと振ってみてください。
もう一度セットしてトナーランプが消灯すれば、まだしばらく、
そのEPカートリッジを使用することができます。
それでもトナーランプが点灯したままなら、新しいEPカート
リッジに交換します。
トナーランプ点灯前でも、印刷が薄くなったときは、トナーラン
プ点灯時と同様に、EPカートリッジをゆっくり振り、トナーを均
一にしてください。

“87　ＯＰＣシ゛ュミョウ　ＥＰコウカン”と表示した場合は、OPCドラムの寿命です。新しいEPカー
トリッジと交換してください。
このときトナーランプが点灯しますが、故障ではありません。
［印刷可］スイッチを押すと印刷はできますが、印刷品質については保障できません。

4章
日常の保守
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チェック 

✔

重要 

EPカートリッジの廃棄と購入

廃棄について
NECは使用済みのEPカートリッジの回収を行っています。古い
EPカートリッジはそのまま捨てずに、お求めの販売店にお持ちく
ださい。詳しくは販売店またはNECの相談窓口にお問い合わせく
ださい。

EPカートリッジ (PR2200X-12)
1個あたり、約12,000ページの印刷が可能なEPカートリッジです。

対応機種：MultiWriter 2200X、2200X2、2200XE、2000X2

2200X2/2200XE/2000X2でご使用になれるEPカートリッジはPR2200X-11、
PR2200X-12（取っ手が緑のもの）のみです。他のモデルのEPカートリッジでは代用できませ
んのでお買い求めの際はご注意ください。

各EPカートリッジの1個あたりの印刷可能ページ数はA4用紙サイズに画像面積比5％の印刷を
行ったときの値です。（104ページ参照）
印刷用紙サイズ、画像面積比、印刷濃度設定、OPC寿命などの印刷に関する設定の要因によっ
て、印刷可能ページ数は、異なります。

ゴ　ミ 
No!

購入について
新しいEPカートリッジは、2200X2/2200XE/2000X2をお買い求めになった販売店、NEC Bit-INN、
NECマイコンショップなどでお求めになれます。

EPカートリッジ (PR2200X-11)
1個あたり、約6,000ページの印刷が可能な標準EPカートリッジです。
（2200X2/2200XE/2000X2に1個添付されています）

対応機種：MultiWriter 2200X、2200X2、2200XE、2000X2
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EPカートリッジの交換手順

1. 電源スイッチをOFFにする。
電源ランプが消灯します。

2. スタッカ開閉レバーを左側に押してロックを解
除する。

3. スタッカをゆっくりと開ける。
スタッカ開閉レバー付近のくぼみに指を引っ掛けて
スタッカを開けてください。

4. 取っ手を持ち、使い終わったEPカートリッジ
を取り出す。

EPカートリッジは真上に持ち上げれば簡単に取り出
せます。

このカートリッジは地球資源の有効活
用を目的として回収しております。お
客様にはお手数ながらご使用後はお買
い上げの販売店またはお近くのNEC
サービス窓口にお持ち寄りください。

チェック 

✔
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5. 新しいEPカートリッジを本書の「EPカートリッジを取り付ける」（20ページ）に従って取り付ける。

EPカートリッジの寿命

プリンタに添付されているEPカートリッジの寿命は、A4用紙で画像面積比（1ページ中の黒い
部分の面積と用紙全体の面積との比率）5％のとき約6000枚になります（画像面積比による印刷
枚数はあくまでも目安です。画像面積比率、印刷用紙サイズ、両面印刷などの印刷条件によっ
ては異なります）。
また画像面積比が小さい印刷で、トナーが残ってもOPC寿命によりEPカートリッジの寿命と
なることがあります。

画像面積比5％の印刷例

ＥＰカートリッジの寿命について

本プリンタの消耗品の「EPカートリッジ」の寿命は6000枚（A4，画像面積比5％）となって
います。

ここで画像面積比5％の意味およびEPカートリッジの寿命について説明いたします。

従来のシリアルプリンタ（ドットインパクトプリンタや熱転写プリンタなど）では、消耗品の
インクリボンの寿命は「何文字」という表現をしていました。これに対して、本プリンタのよ
うなページプリンタでは、「何枚」という単位で表現されます。

このように、表現を「何文字」から「何枚」に変えた理由には、
1 ページプリンタでは、処理や印刷の単位がページごとになっていること。
2 1に関連して、イメージデータやグラフィック等、文字数では把握できないような

データを印刷するケースが増えてきていること。
の２つがあります。

EPカートリッジの寿命を決定するものの１つに、その内部に収容されているトナー（インク
に相当するもの）の量があります。トナーをすべて消費してしまえば、EPカートリッジの寿命
となります。（これは従来のインクリボンで、インクがなくなるまでを寿命と呼んだのと同じこ
とです）。

従って、「枚数」で寿命を考えるときは、１ページの中でどれくらいのトナーを消費している
かということが問題となります。

１ページの中に黒い部分がどれくらいの割合であるかを表したものが画像面積比です。１ペー
ジの中に黒い部分（印刷）がまったくない状態が0％、まっ黒にすべてのドットを埋め尽くした
状態が100％です。この画像面積比によりカートリッジの寿命は長くも短くもなります。このこ
とから、EPカートリッジの寿命を表現する場合にも、この画像面積比を使って「画像面積比何
％のときに寿命が何枚」という表現をします。従って、印刷する内容の画像面積比が5％より大
きい場合、6000枚印刷する前にEPカートリッジの寿命となる場合があります。

以上によりページプリンタではEPカートリッジの寿命が印刷枚数のみでなく、画像面積比に
よっても変わることがご理解いただけたと思います。

なお、この文書を10.5ポイントでA4用紙に印刷した場合が約5%の画像面積比になります。

ヒント 

✎

6. テスト印刷を実行する。
本書の「テスト印刷」（33ページ）に従って印刷が正しく行われることを確認してください。
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清掃には、糸くずの出ない乾いた柔らかい布を用意してください。清掃用にクリーニングキットも別売さ
れています。

クリーニングキット （PC-PR601-14）
プリンタの清掃に便利な用具一式が入っています（2200X2/2200XE/2000X2
には添付されていません）。

トナーなし検出窓 
 
　蘆EPカートリッジ交換時 

リブプレート 
 
　蘆1か月に1回 
　蘆用紙に汚れが現れるとき 

レーザ射出窓 
 
　蘆1か月に1回 
　蘆印刷に白すじが現れるとき 

清　掃

清掃箇所と清掃時期

次に2200X2/2200XE/2000X2の清掃する場所とそれぞれの清掃時期について示します。
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注 意 

清掃手順

清掃を行うときは、電源スイッチをOFFにし、電源コードをコンセントから抜
いてください。感電するおそれがあります。また、電源コードはプラグを持っ
て抜いてください。コード部分を引っ張るとコードが傷み、火災や感電の原因
となることがあります。
電源スイッチをOFFにした直後は、定着ユニット周辺は高温になっていますの
で十分に注意してください。

1. スタッカ開閉レバーを左側に押してロックを解
除する。

2. スタッカをゆっくりと開ける。
スタッカ開閉レバー付近のくぼみに指を引っ掛けて
スタッカを開けてください。

3. 取っ手を持ち、EPカートリッジを取り出す。
EPカートリッジは真上に持ち上げれば簡単に取り出
せます。

清掃時に取り外したEPカートリッジ
は、立てたり、裏返しに置いたりしな
いでください。また、直射日光のあた
る場所やほこりの多い場所は避け、水
平な場所に置いてください。

チェック 

✔
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4. フロント開閉レバーを引いてロックを外す。
フロントカバーが少し開いて止まります。

5. フロントカバーを持ち、ゆっくりと開ける。

6. レーザ射出窓のガラスの汚れを柔らかい布また
は綿棒でふき取る。

レーザ射出窓は特に汚れやすい箇所です。こまめに
清掃してください。

7. トナーなし検出窓の汚れを乾いた柔らかい布で
軽くふき取る。

トナーなし検出窓は2か所あります。

レーザ射出窓

トナーなし
検出窓
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重要 

8. リブプレートの汚れを乾いた柔らかい布でふき
取る。

転写ローラ、除電針には触らないよう
にしてください。

9. フロントカバーを閉める。
カチッと音がするまでゆっくりとフロントカバーを
押し上げ、確実に閉まったことを確認してくださ
い。

10. EPカートリッジをプリンタ本体に再びセット
する。

EPカートリッジ上部に書いている矢印の方向をプリ
ンタ正面に向けて、図のようにEPカートリッジの
取っ手を持ち、カートリッジの両側（銀色、3か所）を
プリンタの内部の溝に合わせてセットします。
EPカートリッジが浮き上がっていたり、斜めになっ
ていたりせずに確実に下までセットされていること
を確認してください。

リブプレート 転写ローラ

除電針



109

4

重要 

11. スタッカを閉じる。

12. 外観の汚れは柔らかい清潔な布でふき取る。
汚れが落ちにくい場合は、中性洗剤を含ませてた布
で拭き取り、そのあと乾いた布で拭いてください。

アルコール、シンナー等はプリンタの
表面を傷めますので、使用しないでく
ださい。

13. プリンタ背面の電源コネクタに電源コードのプ
ラグを差し込み、コンセントにも差し込む。

14. テスト印刷を実行する。
本書の「テスト印刷」（33ページ）に従って印刷が正しく行われることを確認してください。
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症　状

正常に印刷できない

原因と処理方法

他のプリンタが同一のポートを使用していませんか。
→ プリンタドライバによっては利用先のポート（LTP1:、COM1:など）に対し
常に通信を行おうとするため、同一ポートに接続されているプリンタに悪
影響を与えることがあります。Windowsのマニュアルを参照して、他のプ
リンタのポートを本プリンタと違うポートに変更するか他のプリンタのド
ライバを削除してください。

プリンタのメモリスイッチ5-1がONになっていませんか。
→ Windowsから印刷を行う場合やPrintAgentの機能（プリンタステータス
ウィンドウやリモートパネルの使用）をご利用になる場合、メモリスイッチ
5-1をOFFにしてご利用ください。ただし、お使いのプリンタをPC-PTOS
からお使いの場合は、メモリスイッチ5-1をONにする必要があります。

5章
故障かな？と
思ったら

本章では「故障かな？」と思ったときの原因と処置方法を説明します。「故障かな？」と思わせる症状を「印
刷がおかしい」、「アラーム表示が出ている」、「紙づまり」に分けて説明しています。ソフトウェアの不具
合に関してはユーザーズマニュアル［2/2］を参照ください。

印刷がおかしいときは
プリンタの動作がおかしかったり、印刷結果が思うように出なかったりしたときはここで説明する項目を
参照して原因の確認と処置を行ってください。

思うように印刷できないとき

思うように印刷ができないとき、次にあげるような症状なら、プリンタまたはアプリケーションの設定を
変えれば、ほとんどの場合は改善できます。
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斜線の太さが均一でない
（線の角度によって線の太さが
違っている）
写真などの絵やグラデーショ
ンがおかしい

印刷位置が以前使用していた
プリンタと合わない

“データガノコッテイマス”を
表示したまま印刷を開始しな
い

プリンタのSETの設定が「使用する」になっていませんか。
→ リモートパネル、プリンタドライバまたはメニューモードでSETの設定を
「使用しない」にしてください。
SETは、印刷時の解像度を拡張して斜線や曲線の印刷品質を向上させるため
の機能ですが、印刷内容によってはこのような症状になることがあります。

トナー節約機能がONになっていませんか。
→ リモートパネル、プリンタドライバまたはメニューモードでトナー節約機
能をOFFにしてください。トナー節約機能はトナーの使用を節約する試し
印刷用の機能です。この機能を使うと細い線、濃度の薄い印刷、網かけ、
グラデーションが不鮮明になることがあります。

アプリケーションの用紙・印刷に関する設定がまちがっていませんか。
→ アプリケーションのマニュアルを見て正しく設定してください。
ソフトウェアによっては、わずかでも異なる設定項目があると、印刷位置
がずれるものがあります。

プリンタのA4ポートレートの印刷桁数が80桁に設定されていませんか。
→ メニューモードまたはリモートパネルでA4ポートレート桁数を78桁にして
ください。
A4ポートレートの印刷桁数が80桁に設定されている場合には、本来の印刷
位置よりわずかに左にずれて印刷されます。したがって、80桁に設定され
ているプリンタとそうでないプリンタとでは印刷位置が異なります。

使用している用紙がプリンタの規格に合っていません。
→「用紙について」（23ページ）を参照して、確認してください。
2200X2/2200XE/2000X2のようなカット紙プリンタは、用紙送りをロー
ラの摩擦によって行っています。そのため、他のカット紙プリンタと同様
に縦方向、横方向とも多少の誤差が発生します。この誤差は用紙によって
も異なります。

以前使用していたプリンタと2200X2/2200XE/2000X2との間に印刷位置の互
換性がありません。
→ プリンタの印刷位置は、PC-PR2000/6W等のNPDLまたはNPDL (Level2)
対応のプリンタおよびPC-PR601、PC-PR602、PC-PR602Rに対して互
換性があります。その他のプリンタに対しては印刷位置の互換性はありま
せん。

改ページコードまたは排出コードがありません。
→［印刷可］スイッチを押して印刷可ランプを消灯させてから、［シフト］ス
イッチを押しながら［排出］スイッチを押してください。
プリンタはページプリンタなので、1ページ分のデータがそろわないと印刷
を開始しません。また、アプリケーションの中には、ページの最後に排出
コードなどのページの終わりを示す制御コードをプリンタに送らないもの
があります。このような場合は上記の方法で処理してください。

なお、メニューモードまたはリモートパネルで自動排出を有効にしておく
と設定した時間内に印刷データが来ない場合、自動的に印刷・排出されま
す。ただしコンピュータからのデータ送信が長い時間途切れるような場合
には、この機能を使用しないでください。

アプリケーションのプリンタ設定が「シリアルプリンタ」になっていませんか。
→ ページプリンタを選択してください。
ソフトウェアのプリンタ設定がシリアルプリンタになっていると、排出
コードをプリンタに送らないためにこのような症状が起こります。
また、新たにソフトウェアを作成する場合には、このような症状を防ぐた
め、各ページの最後に排出コード (0Ch) を付加するようにしてください。

症　状 原因と処理方法
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コンピュータからのデータ送信が途切れています。
→ プリンタへのデータ送信について、プリンタドライバの「タイムアウト設
定」の設定時間を長くしてください。複雑なデータやアプリケーションに
よっては、設定時間が短いとデータ送信を中止することがあります。

自動排出機能が有効になっていませんか。
→ メニューモードまたはリモートパネルで自動排出を無効にしてください。
プリンタには自動排出機能（コンピュータからのデータの送信が一定時間途
切れると、そこまでのデータが自動的に印刷・排出する機能）があります。
このとき、コンピュータからのデータ送信が設定した自動排出時間以上に
途切れた場合には、ページの途中でもそれまでのデータを印刷・排出して
しまいます。

また、各OSでプリンタへのデータ送信についてタイムアウト時間を設定で
きます。このタイムアウト設定の時間が短いと、複雑なデータなどでプリ
ンタのビジー時間が長くなった場合、コンピュータが印刷データの送信を
中止する場合があります。その場合にはプリンタの自動排出を無効にする
だけでなく、タイムアウト設定の時間を長くしてください。タイムアウト
設定の時間変更は各OSのマニュアルを参照してください。ユーザーズマ
ニュアル［2/2］にも簡単に記載してあります。

綴じしろは合っていますか。
→ 印刷範囲を確認してください。両面印刷のときにはクリップ機能を使うと
印刷範囲を超えた分のデータを次のページに印刷しないようになります。

一部のソフトウェアでは、用紙位置が異なる場合があります。
→ メニューモードまたはリモートパネルで136桁モードを有効にし、用紙位
置を調整してください。

印刷データによっては、縮小すると印刷結果が異なる場合があります。
→ プリンタでは、座標値などを縮小することにより縮小印刷を行っていま
す。このときに、数値の丸め誤差が生じ、図形と図形の重なりなどが変わ
ることにより、印刷結果が異なってしまう場合があります。

アプリケーションで設定した用紙サイズと、使用する用紙サイズが異なってい
ませんか。
→ ソフトウェアの用紙サイズ設定と使用する用紙のサイズを合わせてくださ
い。

→ 他の用紙サイズに印刷するか、メニューモードまたはリモートパネルを
使ってA4ポートレート桁数を80桁にしてください 。
A4ポートレートの用紙に80桁分の印刷（パーソナルコンピュータの画面コ
ピーなど）を行うと、このような症状になることがあります。

アプリケーションのプリンタ設定が「シリアルプリンタ」になっていませんか。
→「ページプリンタ」を選択してください。
→ メニューモードまたはリモートパネルを使ってプリンタの136桁モードを
有効にしてください 。
アプリケーションがシリアルプリンタ専用に作られている場合には、136
桁モードを有効にすることでこれらの症状は改善されます。特に、「用紙の
途中から印刷が始まってしまう」場合には、136桁モードの用紙位置設定を
中央合わせにすることで正しい印刷結果が得られるようになります。

“データガノコッテイマス”を
表示したまま印刷を開始しな
い（続き）

ページの途中までしか印刷さ
れない
または
1ページ分のデータが2ページ
にわたって印刷されてしまう

用紙の左側が空白になる (印刷
文字が用紙の右側にかたよっ
て印刷される)

縮小すると、縮小前と印刷結
果が異なる
　　　　　

改行量（行の間
隔）が2倍になる

1行が2行にわた
る

各行の文字が重
なって印刷され
てしまう

用紙の途中から
印刷が始まって
しまう

症　状 原因と処理方法

１２３４５６ 

 

ＡＢＣＤＥＦ 

 

ａｂｃｄｅｆ 

　　１２３４ 

５６ 

　　ＡＢＣＤ 

ＥＦ 

　　ａｂｃｄ 

ｅｆ 

　　５６ 

　　ＥＦ 

　　ｅｆ 

１２３４ 

ＡＢＣＤ 

ａｂｃｄ 

１２３ 

ＡＢＣ 

ａｂｃ 
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一部のソフトウェアには、ソフトウェアの指定によって改行で用紙を排出する
ものがあります。
→ ソフトウェアの設定をシートフィーダ付きにするか、1ページの長さを67
桁 (A4サイズの用紙の場合) に設定してください。

ご使用のコンピュータ環境に最も適した方法でプリンタを指定していますか。
→ ユーザーズマニュアル［2/2］の各OSの章をご覧ください。

適切なエミュレーションモードを選択していますか。
→「メニューモード」(47ページ) を参照して、エミュレーションモードを選択
し直してください。
動作自動設定を選択している場合は、動作モード設定にて正しいエミュ
レーションを選択し直してください。途中で長い時間中断させるような使
い方をしている場合に自動排出機能が有効になっていると、ページの途中
でもそれまでのデータを印刷・排出してしまうことがあります。

プリンタケーブルがきちんと接続されていますか。
→ プリンタ側とコンピュータ側の接続状態を確認してください。

プリンタバッファや切替器を使用していませんか。
→ プリンタバッファや切替器を使用しない接続方法に変更してください。

ソフトウェアのプリンタ設定がシートフィーダ付きになっていませんか。
→ シートフィーダ付きになっている場合は、メニューモードまたはメモリス
イッチの設定で「136桁モード」を有効にしてください。

ページプロテクトがOFFになっていませんか。
→ 用紙サイズによっては、片面印刷になることがあります。ページプロテク
トをONにしてください。

メニューモード、メモリスイッチは合っていますか。
→ 設定し直してください。

セットされている用紙サイズは合っていますか。
→ 両面印刷は普通紙のA3、A4、A5、B4、B5、レターでしか機能しませ
ん。セットされている用紙を確認してください。

トレーの用紙種類を普通紙以外に設定していませんか。
→ トレーから両面印刷を行う場合、用紙の種類を普通紙に設定してくださ
い。

メモリが足りません。
→ A3、B4サイズの用紙に両面印刷を行う場合、メモリの増設が必要です。
ユーザーズマニュアル［2/2］の「メモリ増設表」（214ページ）をご覧にな
り、正しいメモリ容量のものを増設してください。

2200XE/2000X2の場合、両面印刷ユニットは正しく取り付けられています
か。
→ 両面印刷ユニット（オプション）の取り付けが正しく行われているか確認し
て下さい。

PC-PTOS環境ではありませんか。
→ PC-PTOSでは動作しません。

改行量がおかしくなり、徐々
にずれてしまう

画面の文字と異なる文字が印
刷された

白紙が出る

両面印刷が正しく機能しない

症　状 原因と処理方法
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プリンタとコンピュータは双方向通信が設定されていますか。
→ PrintAgentで双方向通信をサポートする設定になっていることを確認して
ください。

→ ご使用のプリンタケーブルは正しいものが使われているかどうかチェック
してください。

「リプリント機能を使用する」がチェックされていますか。
→「プロパティ」ダイアログボックスの［用紙］シートを開き、確認してくださ
い。

「リプリント機能を提供する」がチェックされていますか。
→ PrintAgentのプロパティを開き、確認してください。（ネットワーク共有プ
リンタをご使用の場合は、サーバ上のPrintAgentのプロパティを開き、設
定を確認してください。）

プリンタフォントとして実装されていない文字が使用されている、または画面
の書体と異なるデザインで実装されている文字が使用されている可能性があり
ます 。
→「プロパティ」ダイアログボックスの「フォント」を開き、「特殊文字をそのま
ま印刷」をチェックしてください。

A4サイズが縦置き、横置きでセットされていますか。
→ プリンタにセットされている用紙を確認してください。

トレーの用紙サイズは設定されていますか。
→ トレーの用紙サイズを設定してください。

トレーの用紙種類を普通紙以外に設定していませんか。
→ トレーから印刷する場合、用紙の種類を普通紙に設定してください。

用紙給紙は自動に設定されていますか。
→「プロパティ」ダイアログボックスの「用紙」シートを開き、自動に設定して
ください。

「ジョブセパレート機能を使用する」がチェックされていますか。
→ ネットワーク環境で共有プリンタとして使用しているすべての利用者（クラ
イアント）の設定をプリンタドライバで「ジョブセパレート機能を使用する」
にしてください。

丁合い機能は正しく選択されていますか。
→ アプリケーションの印刷機能から丁合機能を指定している場合は正しく機
能しません。指定を外してください。

印刷部数（コピー印刷）は指定されていますか。
→ 印刷部数の指定を確認してください。

すべてのクライアントがジョブセパレート機能を使用するように設定されてい
ますか。
→ ネットワーク環境で共有プリンタとして使用しているすべてのクライアン
トが「ジョブセパレート機能を使用する」に設定していることを確認してく
ださい。

リプリント機能が使用できな
い

TrueTypeフォントおよびFA
フォントをプリンタフォント
に置換する設定で、一部の文
字が印刷されない、またデザ
インの異なる文字が印刷され
る

ジョブセパレート機能が使用
できない

ジョブセパレート機能がうま
く働かない

症　状 原因と処理方法
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用紙にしわが入ったり、文字
の周りがにじむとき

用紙が汚れているとき

印刷が薄いとき

用紙が規格に合っていません。
→「用紙について」（23ページ）を参照して、確認してください。

サイドガイドが用紙の幅に合っていません。
→「ホッパに用紙をセットする」（25ページ）を参照して、もう一度用紙をセッ
トしなおしてください。

トレー給紙の「用紙種類」はセットされている用紙に対して、正しく設定されて
いますか。
→ リモートパネル、「プロパティ」ダイアログボックス、メニューで設定しな
おしてください。

設定濃度を濃くしていませんか。
→ メニューモード、プリンタドライバで濃度を設定しなおしてください。

プリンタの内部が汚れています。
→「清掃」（105ページ）を参照して、よく清掃してください。

トナーがありません（トナーランプ点灯）。
→ EPカートリッジの交換時期です。「EPカートリッジの交換」（101ページ）を
参照して、EPカートリッジを交換してください。

トナー節約機能を使用していませんか。
→ メニューモード、プリンタドライバ、またはリモートパネルでトナー節約
機能を解除してください。

設定濃度を淡くしていませんか。
→ メニューモード、プリンタドライバで濃度を設定しなおしてください。

EPカートリッジのビニールシールが取り付けられたままです。
→「EPカートリッジを取り付ける」（20ページ）を参照して、ビニールシールを
引き抜いてください。

トレー給紙の「用紙種類」はセットされている用紙に対して、正しく設定されて
いますか。
→ リモートパネル、「プロパティ」ダイアログボックス、メニューで設定しな
おしてください。

症　状 原因と処理方法

印刷に異常が見られるとき

印刷にカスレや汚れなど異常が発生する場合は、次の表を参照して異常原因を取り除いてください。

あいうえおかきくけこあいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコアイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてとさしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテトサシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔｑｒｓｔ 

あいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔ 

あいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔ 
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何も印刷されない

真っ黒に印刷されたとき

文字のグレー印刷ができない

印刷に縦線や横線が入るとき

印刷用紙の裏が汚れるとき

部分的に白く抜けるとき

トナーがありません（トナーランプ点灯）。
→ EPカートリッジの交換時期です。「EPカートリッジの交換」（101ページ）を
参照して、EPカートリッジを交換してください。

EPカートリッジのビニールシールが取り付けられたままです。
→「EPカートリッジを取り付ける」（20ページ）を参照して、ビニールシールを
引き抜いてください。

EPカートリッジが正しく取り付けられていません。
→「EPカートリッジの交換」（101ページ）を参照して、EPカートリッジを取り
付け直してください。

EPカートリッジそのものに問題がある可能性があります。
→「EPカートリッジの交換」（101ページ）を参照して、新しいEPカートリッジ
と交換してください。

「文字を白黒で印刷する」がチェックされていませんか。
→「プロパティ」ダイアログボックスを開き、「文字を白黒で印刷する」が
チェックされているかどうか確認してください。チェックされている場合
は、チェックを外してください。

EPカートリッジが正しく取り付けられていません。
→「EPカートリッジの交換」（101ページ）を参照して、EPカートリッジを取り
付け直し、数枚テスト印刷をしてください。

EPカートリッジそのものに問題がある可能性があります。
→「EPカートリッジの交換」（101ページ）を参照して、新しいEPカートリッジ
と交換してください。

　

転写ローラが汚れています。
→ 数枚テスト印刷をしてください。

転写ローラガイドプレートかリブプレートが汚れています。
→「清掃」（105ページ）を参照して、プリンタの内部を清掃してください。

用紙が湿気を吸収している可能性があります。
→「ホッパに用紙をセットする」（25ページ）を参照して、セットしてある用紙
をすべて交換してください。

用紙が規格に合っていません。
→「用紙について」（23ページ）を参照して、確認してください。

冬期はプリンタ内部が結露している可能性があります。
→ 電源をONにしたまま30分～1時間放置してから印刷してください。

症　状 原因と処理方法

１２３４５６ 

ＡＢＣ 

ａｂｃｄ 

あいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔ 

あいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔ 

あいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔ 
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症　状 原因と処理方法

部分的に白く抜けるとき（続
き)

縦線の形状で白く抜けるとき

正しく印刷できずに文字が化
ける

EPカートリッジそのものに問題がある可能性があります。
→「EPカートリッジの交換」（101ページ）を参照して、新しいEPカートリッジ
と交換してください。

レーザ射出窓にゴミがついています。
→「清掃」（105ページ）を参照して、レーザ射出窓を清掃してください。

EPカートリッジが正しく取り付けられていません。
→「EPカートリッジの交換」（101ページ）を参照して、EPカートリッジを取り
付け直し、数枚テスト印刷をしてください。

EPカートリッジそのものに問題がある可能性があります。
→「EPカートリッジの交換」（101ページ）を参照して、新しいEPカートリッジ
と交換してください。

プリンタ切り替え機などを介して印刷していませんか。

あいうえおかきくけこ 

アイウエオカキクケコ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ 

さしすせそたちつてと 

サシスケソタチツテト 

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ 

ｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔ 

→ 切り替え機などを介さずにプリンタを接続してください。
→ LANボード接続に変更してください。

電源ランプが点灯しない

データを送り終わったのに印
刷ができない、または長い間
印刷を開始しない

［電源］スイッチがOFFになっています。
→ ［電源］スイッチをONにしてください。

電源コードがきちんと差し込まれていません。
→ プリンタ側とコンセント側の両方を確認してください。

コンセントに電気が供給されていません。
→ 配電盤などの状態を調べてください。

印刷可ランプが消灯しています。
→ ［印刷可］スイッチを押して、印刷可ランプを点灯させてください。

プリンタケーブルが正しく選択されていないか、または正しく接続されていま
せん（データランプ消灯）。
→ 134ページおよび36ページを参照して、プリンタケーブルを確認、接続

してください。

改ページまたは排出コードがありません（データランプ点灯）。
→ ［シフト］スイッチを押しながら［排出］スイッチを押して、プリンタ内に

残っている未印刷データを印刷してください。また、この状態が多く発
生するソフトウェアをお使いの場合は、メニューモードまたはリモート
パネルで自動排出を選択することをお勧めします。

印刷できないとき

次の表に、印刷できないときの症状、および確認と処理方法を示します。それぞれの方法に従って確認、
処理してください。

症 状 原因と処理方法
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5

データを送り終わったのに印
刷ができない、または長い間
印刷を開始しない（続き）

ホッパにセットした用紙サイ
ズを認識しない

トレーから印刷ができない

給紙方法をトレーとし、印刷
したのに「ホッパホキュウア
ラーム」が表示される

用紙がなくなったか、または指定されたサイズの用紙がありません（印刷可ラ
ンプ（赤）点灯）。プリンタの規格に合っていません。
→ 「ホッパに用紙をセットする」（25ページ）を参照して、用紙を補給してく

ださい。

印刷可ランプ（赤）が点灯していませんか。
→ 「アラーム表示が出ているときは」（次ページ）をご覧ください。

プリンタはページプリンタなので、1ページ分のデータがそろわないと印刷を
開始しません。また、グラフィックモードで多量のデータを送る場合などは、
データ転送に時間がかかります。
→ もう少しお待ちください。

2200X2/2200XE/2000X2が「通常使うプリンタ」として選択されていますか。
→ 2200X2/2200XE/2000X2を「通常使うプリンタ」として選択してください。

コンピュータのメモリが不足しています。
→ コンピュータのメモリを増やしてください。

用紙をセットしなおしてください。
→ 「ホッパに用紙をセット」（25ページ）を参照して、用紙をセットし直して

ください。

レターサイズの用紙をセットしていませんか。
→ レターサイズの用紙をセットした場合、自動検出できませんので「ヨウシ

メニュー」で用紙サイズを設定してください。

給紙方法が自動またはホッパになっていませんか。
→ プリンタドライバの給紙方法をトレーに設定し直してください。

用紙をセットし直してください。
→ 「トレーに用紙をセットする」（29ページ）を参照して用紙をセットし直し

てください。

トレーにセットした用紙サイズは正しく設定されていますか。
→ トレースイッチで用紙サイズを設定してください。（43ページ参照）

症 状 原因と処理方法
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用紙がなくなりました。または印刷フォーマットで指定されたサイズの用紙が
ありません。
→ 表示されているサイズの用紙を用紙カセットに補給してください。

スタッカ、フロントカバー、両面印刷カバーが開いています。
→ スタッカ、フロントカバー、両面印刷カバーをきちんと閉じてください。

EPカートリッジが取り付けられていません。
→ EPカートリッジを取り付けなおしてください。EPカートリッジを取り付け
たあと、スタッカをきちんと閉じてください。

紙づまりが発生しています。
→ この後の「紙づまりの処理」に従って、つまった用紙を取り除いてくださ
い。

指定サイズと異なる用紙がセットされています。
→ 指定サイズの用紙をホッパにセットして、［印刷可］スイッチを押してくだ
さい。

EPカートリッジの交換時期です。
→「EPカートリッジの交換」に従ってEPカートリッジを交換後、スタッカをき
ちんと閉じてください。
EPカートリッジを交換しなくても、［印刷可］スイッチを押してプリンタを
セレクト状態にすれば、少しの間は印刷を続けることができますが、ト
ナーランプは点灯を続けます。目的の印刷が終了したら、すみやかに交換
してください。また、この状態のままプリンタの電源をOFFにし、再び電
源をONにしても“76　トナーナシ”アラームは解除できません。

アラーム表示が出ているときは
保守が必要な時期になったりエラーが発生したりすると、赤色のランプが点滅または点灯し、ディスプレ
イにその内容が表示（アラーム表示）されます。このとき、ブザーが30秒ごとに6回ずつ鳴ります。

リモートパネルで「ブザーを鳴らさない」を設定しているとき、またはメモリスイッチ3-8の設定
がONのときは、ブザーは鳴りません。

次の表に、アラーム表示とその内容、および処理方法を示します。それぞれの方法に従って処理してくだ
さい。

ディスプレイ表示 アラームの内容と処理方法

ホッハ゜１　　　　Ａ４　ホキュウ 

ホッパが増設されているときは、この位置に 
ホッパ番号（1、2または3）が表示されます。 

７２　カハ゛ーオーフ゜ン 
ホンタイ 

７２　カハ゛ーオーフ゜ン 
リョウメン 

７３　ＥＰカートリッシ゛ナシ 
　　　　　　　　　 

７４　カミツ゛マリ 
ホンタイ　リョウメン　キュウシ 

７５　ヨウシサイズエラー　　　１ 

増設ホッパが選択されているときは、 
ホッパ番号（1、2または3）が右端 
に表示されます。 

７６　トナーナシ 
　　　　　　　　ＥＰコウカン 

チェック 

✔

トレー　　　　　　Ａ４　タテ 
フツウ 
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5

定期保守(定着ユニットなどの交換)の必要な時期です。
→ 販売店にお問い合わせください。
このアラームが発生してもただちに印刷できなくなるわけではありません
ので、［印刷可］スイッチを押してプリンタをセレクト状態にすれば、印刷
を続けることはできます。しかし、なるべく早く定期保守を行ってくださ
い。“77テイキホシュ”アラームは、電源をOFFにしても、次にONにした
ときに再発生します。

印刷データを蓄えるメモリが不足しています（メモリスイッチ6-2　OFFの場合
のみ表示します）。
→［印刷可］スイッチを押してください。そのページのみ解像度を下げて印刷
を行うか、“83　インサツフカ”のアラーム表示をします。
メモリを増設し、メニューモード「メモリセッテイ」の「ページプロテクト」
をONにすれば正しい印刷が可能になります。

メモリオーバーで解像度をおとして印刷しようとしましたが、それでもメモリ
が不足しています。
→［印刷可］スイッチを押してください。解像度を落として印刷を行おうとし
たページのデータを廃棄します。
メモリを増設し、メニューモード「メモリセッテイ」の「ページプロテクト」
をONにすれば正しい印刷が可能になります。

フォーム登録に必要なメモリが不足しています。
→［印刷可］スイッチを押してください。アラームの対象となった番号（××
×）のフォームデータが読み捨てられます。
メモリを増設し、メニューモード「メモリセッテイ」の「メモリワリアテ」を
「フォームトウロクユウセン」とすることでフォーム登録用メモリを増加さ
せることができます。

OPCの寿命が近づきました。
→「EPカートリッジの交換」に従ってEPカートリッジを交換後、スタッカをき
ちんと閉じてください。
EPカートリッジを交換しなくても、［印刷可］スイッチを押してプリンタを
セレクト状態にすれば、少しの間は印刷を続けることができますが、ト
ナーランプは点灯を続けます。目的の印刷が終了したら、すみやかに交換
してください。また、この状態のままプリンタの電源をOFFにし、再び電
源をONにしても“87　OPCジュミョウ”アラームは解除できません。

EPカートリッジのタイプが違います。
→ 正しいタイプのEPカートリッジを取り付けてください。

漢字アウトラインフォントカードに異常があります。
→ 電源をOFFにしてフォントカードを取り付け直し、もう一度電源スイッチ
をONにしてください。それでもアラームが再発する場合は、販売店に修理
を依頼してください。

障害が発生しています。
→ 電源をOFFにして、もう一度ONにしてください。それでもアラームが再発
する場合は、プリンタの故障が考えられます。保守サービス窓口に修理を
お申し付けください。

ディスプレイ表示 アラームの内容と処理方法

７７　テイキホシュ 
　　　　　　　　 

８２　メモリオーハ゛ー 
　　　　　　　　 

８３　インサツフカ 
　　　　　　　　 

８４　フォーム　オーハ゛ーＸＸＸ 
　　　　　　　　 

８７　ＯＰＣシ゛ュミョウ 
　　　　　　　　　ＥＰコウカン 

８８　ＥＰタイフ゜チカ゛イ 
　　　　　　　　　ＥＰコウカン 

１８　　　　　　　　コール　１８ 
　　　　　　　　 

上記以外の表示

（オプション使用時）
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紙づまりのときは
紙づまりが発生すると、印刷可（赤）ランプが点滅し、ディスプレイに“74　カミヅマリ　ホンタイ　リョ
ウメン　キュウシ”と表示されます。同時にプリンタは印刷を中止し、ディセレクト状態（印刷可ランプが
赤色に点滅）になります。

メニュー ストップ 

設定変更 メニュー終了 

シフト 排出 リセット 

印刷可 電源 

印刷方向 

ホッパ 

縮小 

印刷可 

データ トナー 

MultiWriter 2200X2

トレー 両面 

７４　カミツ゛マリ 
ホンタイ　リョウメン　キュウシ 

紙づまりの処理

ディスプレイ下段の表示は、紙づまりが発生している箇所を表しています。

“ホンタイ”....................... 癰プリンタ内部または癲排出部
“リョウメン”.................. 癶両面印刷ユニット（2200XE/2000X2は両面印刷ユニット取り付け時のみ表
　　　　　　　　　　　　示）
“キュウシ”....................... 癬給紙部

これら3種類の表示のうち、紙づまりが発生している箇所だけがディスプレイに表示されます。

次ページの図を参考にして癬、癰、癲、癶のいずれかを開けて、つまった箇所を調べてください。つまっ
た箇所に応じて、124ページからの手順に従って用紙を取り除いてください。

つまった用紙を取り除くことができたら、EPカートリッジを元の場所にセットし直し、カバー類を閉めて
ください。完全に取り除かれていればアラームは解除され、印刷が再開されます（通常、印刷は紙づまりを
起こしたページから再開されますが、紙づまりの状態によってはそれ以降のページから再開される場合が
あります）。

紙づまりが頻発するようでしたら、「紙づまり処理後の確認」（128ページ）を参照して紙づまりを誘発させ
る事柄がないか確認してください。

つまった用紙は、このマニュアルの手順どおりに取り除いてください。無理に引き抜こうとする
と、用紙が破れ、残った紙片がプリンタの正しい用紙送りを妨げることがあります。
紙づまりが発生した場合、2200X2/2200XE/2000X2では、つまった用紙が取り除かれる
と、紙づまりによって正しく排出されなかった用紙の印刷データから印刷を再開する機能を持っ
ています。
しかし、紙づまりが発生した位置によっては、正しく排出されなかった印刷データから印刷を再
開できない場合があります。

チェック 

✔

赤色に点滅

“カミヅマリ”と表示される
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5注 意 定着ユニット周辺は高温になっていますので手を触れないよう十分に注意し
て、つまった用紙を取り除いてください。

紙づまりの発生箇所

A　給紙部 

C　排紙部 
B　プリンタ内部 

D　両面印刷 
　　ユニット部 

増設ホッパ250

増設ホッパ500

定着ユニット 
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癬　給紙部の紙づまり
■　ホッパ給紙で紙づまりが発生した場合

1. フロント開閉レバーを手前に引いてロックを外
す。

フロントカバーが少し開いて止まります。

2. フロントカバーを持ち、ゆっくりと開ける。

3. つまった用紙をゆっくり引き抜く。
用紙を強く引っ張ると、途中で切れてしまい、用紙
が取りづらくなりますのでゆっくりと引き抜いてく
ださい。

定着ユニット周辺は高温になっていますので十
分に注意してください。

4. 用紙カセット内でつまっている場合は、用紙カ
セットを静かに引き出し、つまった用紙を取り
除く。

フロント
開閉レバー

注 意 

定着ユニット
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5
注 意 

■　トレー給紙で紙づまりが発生した場合

1. トレーにセットしてある用紙を取り除く。

2. トレーを閉じて、フロント開閉レバーを手前に
引いてロックを外し、フロントカバーをゆっく
りと開ける。

フロントカバーが少し開いて止まります。

3. つまった用紙をゆっくり引き抜く。
用紙を強く引っ張ると、途中で切れてしまい、用紙
が取りづらくなりますのでゆっくりと引き抜いてく
ださい。

定着ユニット周辺は高温になっていますので十
分に注意してください。

4. フロントカバーを閉じて、トレーを開き、用紙
をセットしなおす。

フロント
開閉レバー

定着ユニット
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癰　プリンタ内部の紙づまり
1. フロント開閉レバーを手前に引いてロックを外

す。

フロントカバーが少し開いて止まります。

2. フロントカバーを持ち、ゆっくりと開ける。

3. つまった用紙の両端をつまんで、ゆっくりと引
き抜く。

定着ユニット周辺は高温になっていますので十
分に注意してください。

4. 用紙がローラにかかっていないときは、用紙を
しっかりと持って手前にゆっくりと引き抜く。

フロント
開閉レバー

定着ユニット

注 意 
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5

癲　排出部の紙づまり
1. フロント開閉レバーを手前に引いてロックを外

す。

フロントカバーが少し開いて止まります。

フロントカバーを開けてからつまった
用紙を取り除いてください。フロント
カバーを開けないで引き抜こうとして
も引き抜けない場合があります。無理
に引き抜くとプリンタの故障の原因と
なります。

2. フロントカバーを持ち、ゆっくりと開ける。

重要 

3. 排出口より、用紙をゆっくりと引き抜く。

フロント
開閉レバー
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癶　両面印刷ユニット部の紙づまり
1. 両面印刷カバーを開く。

両面印刷カバーのくぼみ部を持ち、手前に引きま
す。

2. つまった用紙の両端をつまんで、ゆっくりと引
き抜く。

紙づまり処理後の確認

つまっていた用紙を取り除いたら、紙づまりの再発を防止するために、次の事項を確認してください。

□ 用紙片が紙づまりした場所に残っていませんか。
□ スタッカ、フロントカバー、両面カバーは確実に閉じられていますか。
□ 用紙カセットは奥までまっすぐに差し込まれていますか。
□ 用紙カセット内のサイドガイドおよびエンドガイドが用紙サイズに合っていますか。
□ 用紙は正しくセットされていますか。
□ 用紙は規格内のものを使用していますか。また、「用紙について」（23ページ）に記載されている事が
らは守られていますか。

□ 用紙の量が多すぎませんか。 (標準ホッパの容量は、普通紙の場合連量55kg用紙で約250枚で
す。)

□ 片面印刷されている用紙を使用していませんか。

上記の確認後、「テスト印刷」（33ページ）に従って、印刷が正しく行われることを確認してください。（紙
づまり処理直後は、ローラ等に付着したトナーで用紙が汚れることがあります。数ページテスト印刷をし
てください。）
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付
録

付録

仕様

MultiWriter 2200X2/2200XE
印刷方式 電子写真記録方式

露光方式：レーザダイオード＋ポリゴンスキャナ
現像方式：1成分乾式

印刷速度 * 約 20枚 /分（A4用紙横置き、ホッパ給紙片面印刷時）

* 印刷速度は連続印刷の場合の最大値です。最初のページ、また印刷データの内容
あるいはコンピュータからのデータの送り方などによって異なります。

ウォームアップの待ち時間 電源投入時：約60秒（20℃）

ファーストプリントタイム 片面印刷時 A3サイズ 約14.0秒（ホッパ給紙）
B4サイズ 約13.5秒（ホッパ給紙）
A4サイズ 約11.5秒（A4用紙横置き、ホッパ給紙）

両面印刷時 A3サイズ 約25.0秒（ホッパ給紙）
B4サイズ 約23.5秒（ホッパ給紙）
A4サイズ 約20.0秒（A4用紙横置き、ホッパ給紙）

用紙容量 ホッパ：250枚（連量55kgの用紙の場合、標準ホッパ1段につき）
トレー：100枚（連量55kgの用紙の場合）

スタック容量 250枚（A4用紙、連量55kg相当）

ドット間隔 1/600インチ×1/600インチまたは1/400インチ×1/400インチ

CPU RV4640（133MHz）
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RAM 標準8MByte、最大40MByte（オプション増設時）… 2200X2
標準4MByte、最大36MByte（オプション増設時）… 2200XE

オプションRAMソケット 1ソケット

インタフェース セントロニクス仕様に準拠**（前面、背面に1つずつ装備）

**  IEEE1284規格準拠双方向パラレルインタフェース

データ形式 NPDL Level 2（201PLエミュレーション含む）、ESC/Pエミュレーション

環境 動作温度： 10～32.5℃ 動作湿度： 20～80％RH（結露しないこと）
保管温度： 0～32.5℃ 保管湿度： 10～80％RH（結露しないこと）
塵埃量： 一般事務室程度 ガス成分：一般事務室程度
気圧： 1.013×105 ～ 0.7524×105 Pa（海抜0～2500m）

騒音 動作時： 53dBA
待機時： 38dBA

電源 電圧： 100V±10％
周波数： 50/60Hz±1Hz

消費電力 動作時最大（プリンタ単体時） ：650W（680VA）
動作時最大（フルオプション時）：760W（800VA）
動作時平均（プリンタ単体時） ：430W
節電モード時 ：25W以下

寸法 幅520mm×奥行き566mm×高さ373mm（カセット伸長時）
幅520mm×奥行き495mm×高さ373mm（カセット縮小時）

重量 約19kg（消耗品、オプション含まない）… 2200X2
約18kg（消耗品、オプション含まない）… 2200XE

製品寿命 印刷枚数30万枚または使用年数5年のいずれか早い方

消耗品寿命 EPカートリッジ（本体添付）：　約6,000枚（印刷枚数）
（ただしA4用紙、画像面積比5％印刷時）

フォント アウトラインフォント　2種類 （明朝体、ゴシック体）

対応OS 蘆 MS-DOS ver 3.3以上、Microsoft Windows 95 日本語版、Microsoft
Windows 3.1 日本語版、Microsoft Windows NT 3.5 日本語版、Microsoft
Windows NT 3.51 日本語版、Microsoft Windows NT 4.0 日本語版

蘆 PC-PTOS Ver. 1.0以上
蘆 PC-PTOS Ver. 1.0～ 2.3でお使いの場合は、「PTOS IVプリンタOS支援パッ
ケージPS」が必要です。

蘆 DOS/V（MS-DOS 5.0/V以上または IBM DOS Ver. J5.0/V以上）
蘆 Macintosh 漢字Talk  7.1.x、7.5.x、Mac OS 7.6、7.61、8.0（PC-PR-L01使
用時）、ただし、漢字Talk 7.5.xのQuickDrawGXには未対応
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MultiWriter 2000X2
印刷方式 電子写真記録方式

露光方式：レーザダイオード＋ポリゴンスキャナ
現像方式：1成分乾式

印刷速度 * 約 12枚 /分（A4用紙横置き、ホッパ給紙片面印刷時）

* 印刷速度は連続印刷の場合の最大値です。最初のページ、また印刷データの内容
あるいはコンピュータからのデータの送り方などによって異なります。

ウォームアップの待ち時間 電源投入時：約30秒（20℃）

ファーストプリントタイム 片面印刷時 A3サイズ 約19秒（ホッパ給紙）
B4サイズ 約18秒（ホッパ給紙）
A4サイズ 約15秒（A4用紙横置き、ホッパ給紙）

両面印刷時 A3サイズ 約42秒（ホッパ給紙）
B4サイズ 約40秒（ホッパ給紙）
A4サイズ 約35秒（A4用紙横置き、ホッパ給紙）

用紙容量 ホッパ：250枚（連量55kgの用紙の場合、標準ホッパ1段につき）
トレー：100枚（連量55kgの用紙の場合）

スタック容量 250枚（A4用紙、連量55kg相当）

ドット間隔 1/600インチ×1/600インチまたは1/400インチ×1/400インチ

CPU RV4640（100MHz）

RAM 標準4MByte、最大36MByte（オプション増設時）

オプションRAMソケット 1ソケット

インタフェース セントロニクス仕様に準拠**（前面、背面に1つずつ装備）

** IEEE1284規格準拠双方向パラレルインタフェース

データ形式 NPDL Level 2（201PLエミュレーション含む）、ESC/Pエミュレーション

環境 動作温度： 10～32.5℃ 動作湿度： 20～80％RH（結露しないこと）
保管温度： 0～32.5℃ 保管湿度： 10～80％RH（結露しないこと）
塵埃量： 一般事務室程度 ガス成分：一般事務室程度
気圧： 1.013×105 ～ 0.7524×105 Pa（海抜0～2500m）

騒音 動作時： 50dBA
待機時： 38dBA

電源 電圧：　 100V±10％
周波数： 50/60Hz±1Hz

消費電力 動作時最大（プリンタ単体時） ：630W（660VA）
動作時最大（フルオプション時）：720W（750VA）
動作時平均（プリンタ単体時） ：310W
節電モード時 ：25W以下
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寸法 幅520mm×奥行き566mm×高さ373mm（カセット伸長時）
幅520mm×奥行き495mm×高さ373mm（カセット縮小時）

重量 約18kg（消耗品、オプション含まない）

製品寿命 印刷枚数30万枚または使用年数5年のいずれか早い方

消耗品寿命 EPカートリッジ（本体添付）：　約6,000枚（印刷枚数）
（ただしA4用紙、画像面積比5％印刷時）

フォント アウトラインフォント　2種類 （明朝体、ゴシック体）

対応OS 蘆 MS-DOS ver 3.3以上、Microsoft Windows 95 日本語版、Microsoft
Windows 3.1 日本語版、Microsoft Windows NT 3.5 日本語版、Microsoft
Windows NT 3.51 日本語版、Microsoft Windows NT 4.0 日本語版

蘆 PC-PTOS Ver. 1.0以上
蘆 PC-PTOS Ver. 1.0～ 2.3でお使いの場合は、「PTOS IVプリンタOS支援パッ
ケージPS」が必要です。

蘆 DOS/V（MS-DOS 5.0/V以上または IBM DOS Ver. J5.0/V以上）
蘆 Macintosh 漢字Talk  7.1.x、7.5.x、Mac OS 7.6、7.61、8.0（PC-PR-L01使
用時）、ただしQuickDrawGXには未対応
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用紙の規格
■　普通紙（乾式PPC用紙）

寸法 A3判（297×420mm）、A4判（210×297mm）、A5判（148×210mm）、B4判（257×
364mm）、B5判（182×257mm）、レターサイズ（約216×280mm）

連量 ホッパ給紙：55～70kg
トレー給紙：55～110kg
（連量とは、用紙788×1091mm（四六判）のサイズの用紙1000枚あたりの重さを示します。）

坪量 ホッパ給紙：64～81.4g/m2

トレー給紙：64～128g/m2

（坪量とは、用紙1000×1000mm（1m2）のサイズの用紙1枚あたりの重さを示します。）

表面電気抵抗 1×109～1×1012 Ω

■　はがき

官製はがき、官製往復はがきと同等の寸法、連量のものを使用してください。
ただし、往復はがきは折り目が無いものを使用してください。
寸法 官製はがき（100×148mm） 官製往復はがき（200×148mm）
連量 135kg相当
坪量 157g/m2相当

■　OHPフィルム

寸法 A4判（210×297mm）
厚さ 0.1mm±0.025mm（100μm±25μm）
乾式PPC用、表面処理されているものを使用してください。

■　ラベル紙

寸法 A4判（210×297mm）、B4判（257×364mm）
乾式PPC用、台紙全体がラベルで覆われたものを使用してください。

■　封筒

洋形4号（LIFE洋封筒E506ライフ（株）製）のものに限ります。
寸法 105×235mm

両面印刷時の用紙の規格

■　普通紙（乾式PPC用紙）

寸法 A3判（297×420mm）、A4判（210×297mm）、A5判（148×210mm）、B4判（257×
364mm）、B5判（182×257mm）、レターサイズ（約216×280mm）

連量 ホッパ給紙：55～70kg
トレー給紙：55～70kg

坪量 ホッパ給紙：64～81.4g/m2

トレー給紙：64～81.4g/m2

表面電気抵抗 1×109～1×1012 Ω
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使用できるプリンタケーブル
MultiWriter 2200X2/2200XE/2000X2で使用できるプリンタケーブルは次の表のとおりです。

ターュピンコ ルブーケタンリプ

XN-89CP ズーリシ
　

10-ACRP-CP
502AC-CP

0089-CP ズーリシ
プイタプットクスデ

プイターワタニミ

ETAM89 く除（ズーリシ fA･eA･sA･pA ）
ETAM89 ズーリシバーサ
WOLLEF89 く除（ズーリシ XB･AB ）
iTLUM89 く除（ズーリシ eC ）

eBnaCiTLUM89 ズーリシ
RATSEULAV ズーリシ

maJeBnaC
BEREC
ENIF89
89H-CP ズーリシ *3

*202AC-CP 1

402AC-CP

LX･LX･AX89-CP 2 *LR･ 3 12-108RP-CP
）付添準標に体本ンコソパ（

の外以記上 41 クスデつ持をスーェフタンイルレラパンピ
プイタプット

*R102AC-CP 2

302AC-CP

89 ズーリシバーサ 89H-VS ズーリシ *3
89-VS ズーリシ

*202AC-CP 1

402AC-CP

ETON89 ズーリシ

eivaL ズーリシ
eliA ズーリシ

thgiLETON89
2dN･2eN･3eN･mN･dN･xN･pN･fN1289-CP

A/SN･A/LN1089-CP

*202AC-CP 1

402AC-CP

の外以記上 02 つ持をスーェフタンイルレラパンピ ETON89
ズーリシ 91-N1089-CP

0089-CP ズーリシ
プイタプットプッラ sT1289-CP *202AC-CP 1

402AC-CP

（ドーボスーェフタンイ設増タンリプ 49-1089-CP ） *202AC-CP 1

402AC-CP

V/SOD 機応対 *4 napaJCENlleBdrakcaP 、 MBI 、芝東、通士富、 NOSPE 、
CED 社各他のそ、 10-ACRP-CP

*1 PC-H98-K05と同等。長さ1.5m。
*2 PC-CA201と同等。長さ1.5m。
*3 ハイレゾリューションモードでは、プリンタステータスウィンドウ機能、音声メッセージ機能は利用不可。
*4 MS-DOS 5.0/V以上またはIBM DOS J5.0/V以上が動作するIBM PC/AT 100%互換機。

蘆 一部のコンピュータによっては、CPUの性能によりPrintAgentの動作が不安定または動作
しないものがあります。

蘆 PrintAgentはプリンタステータスウィンドウの表示に加えて音声メッセージを通知させる
こともできます。この機能を利用できるのはPCM録音・再生など「サウンド機能」を持った
コンピュータです。お手持ちのコンピュータが音声メッセージ機能を使用できるかどうかは
コンピュータに添付のマニュアルをご覧ください。

チェック 

✔
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用語解説

16進ダンプ印刷
プリンタが受信したデータを処理せず、そのまま16進
数で印刷すること。

201PL
NECのシリアルプリンタ用標準コードのこと。

AppleTalk
アップル社が開発したMacintosh専用のネットワーク
用ソフトウエアまたはプロトコル。本プリンタの場合
マルチプロトコルLANボード「PC-PR-L01」と拡張
プリンタドライバ「PR2200NW2-21」が必要。

DPI
Dots Per Inchの略。プリンタの解像度などを表す単
位。1インチ当たりのドット数。（→解像度）

EDO
Extended Data Outputの略。高速なアクセスを行う
メモリ素子の方式。本プリンタのメモリを増設する場
合このタイプの増設RAMサブボードを使用する。

ESC/P
セイコーエプソン社が開発したプリンタを制御する命
令（コマンド）の集まりのこと。

FF
改ページを行うこと。

IPX/SPX
NetWareをネットワークOSとしてインストールした
コンピュータが使用するプロトコル。

IrDA
Infrared Data Associationの略。［ポイントアンド
ビーム］データ転送に関する国際規格で、赤外線接続
によるコンピュータおよびプリンタ相互間の通信方式
を規定するもの。本プリンタの場合「赤外線通信アダ
プタPC-CA291」を接続することにより赤外線通信が
可能となる。PrintAgentのような双方向通信はサポー
トしていない。

LPI
Lines Per Inchの略。1インチ当たりの行数。

Macintosh
アップル社が開発したパーソナルコンピュータ。Mac
OSには、あらかじめAppleTalkソフトウェアが組み
込まれており、LocalTalkケーブルシステムや
EtherTalkケーブルシステムを使ってネットワークを構
築する。本プリンタと接続する場合マルチプロトコル
LANボード「PC-PR-L01」と拡張プリンタドライバ
「PR2200NW2-21」が必要。

MS-DOS
Microsoft Disk Operating Systemの略。マイクロソ
フト社が開発したOS。双方向通信ができないため
PrintAgent機能はサポートされないが本プリンタへの
印刷は可能。ただしWindows 95、Windows NT4.0/
NT3.51から「MS-DOSプロンプト」や「DOS互換
ボックス」を使ってMS-DOSアプリケーションを使っ
ている場合はリモートパネルを使ったプリンタの設定
が可能。

NetBEUI
IBMによって開発された小規模LAN用のプロトコル。
おもにLAN ManagerをネットワークOSにしたとき
に用いられる。

NetWare
ノベル社が開発したネットワークOS。プロトコルには
IPX/SPXが用いられる。本プリンタの場合マルチプロ
トコルLANボード「PC-PR-L01」か「PC-PR-L02」
を装着することで対応可能。

NMPS
NEC MultiWriter Printing Systemの略。Windowsで
使用するプリンタの機能を向上させ、より速く印刷し、
より簡単に操作できるためのシステム。次の3要素を
含む。
� プリンタドライバ
� PrintAgent
� NEC TCP/IP Printing System

NPDL
NEC Printer Description Languageの略。NECプリ
ンタ記述言語。

OHPフィルム
OHP（オーバーヘッドプロジェクタ）用の透明なシー
ト。プレゼンテーションなどに使用する。印刷すると
きは、トレー給紙を用いる。
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OS
Operating Systemの略。コンピュータのハードウェ
ア、ソフトウェアを有効に利用するために総合的管理
を行うソフトウェアのこと。本書では特に区別して説
明する場合、MS-DOSやWindowsなどプログラムの
実行管理などを行う基本的なソフトウェアを「基本
OS」、Windows NTやNetWareなどネットワークを強
く意識したOSを「ネットワークOS」と呼ぶことがあ
ります。

PrintAgent
NMPS機能の一部で双方向通信を可能にし、印刷状況
の確認、プリンタの設定をコンピュータ画面上から実
現したソフトウェア。

SET
Sharp Edge Technologyの略。NECのプリンタに採
用されている高精細印字機能の一種。

TCP/IP
Transmission Control Protocol/Internet Protocolの
略。ネットワークのプロトコルのひとつ。UNIXをはじ
めWindows NT、Windows 95、Macintoshなど、主
要なOSでサポートされる世界的な標準プロトコルに
なっている。

UNIX
AT&T社のベル研究所で開発された一般的にワークス
テーションで用いられるOS。プロトコルはTCP/IPを
用いるのが標準的。クライアント・サーバシステムに
おいてはUNIXマシンをサーバにする例が多い。

USB
Universal Serial Busの略。キーボード、マウス、ス
ピーカ、モデム、プリンタなどの周辺機器とコン
ピュータの間の接続をすべて同じコネクタとケーブル
で統一しようとするためのインタフェース。本プリン
タではUSBコネクタを装備しないがUSBプリンタ
ケーブル「PR-CA-U01」を使ってプリンタ装備のセン
トロニクス仕様準拠コネクタとコンピュータのUSBコ
ネクタを結ぶことができる。

Windows 95
マイクロソフト社が開発したOS。OS自身に通信ソフ
トウェアを持つためTCP/IPプロトコルを使ってネッ
トワークの構築が可能。さらにNetWare、LAN
ManagerなどのネットワークOSを使えば IPX/SPX、
NetBEUIプロトコルを使った通信が可能。

Windows NT
マイクロソフト社が開発したOS。本プリンタと通信可
能なバージョンはNT4.0、NT3.51でプロトコルには
DLC、TCP/IPを使う。

イニシャライズ
初期状態にすること。例えば、メモリの内容を全部ゼ
ロにしたり、プログラム中のカウンタをゼロにしたり
すること。

印刷の向き
用紙に対して文字やグラフィックが印刷される方向。
縦向きと横向きがある。

印刷範囲
プリンタ用紙に印刷ができる限界のこと。用紙の上下
および左右の余白部分を除いた印刷可能領域を指す。

インストール
一般には設定するという意味であるがここではソフト
ウェアをコンピュータに組み込むという意味。

インタフェース
2つの装置〈デバイス〉を通信できるように接続する
ための仕様、ケーブルシステム。本プリンタの場合、
標準のコネクタでセントロニクスデータコンピュータ
社に準拠したインタフェースが利用できる。さらにマ
ルチプロトコルLANボードを装着すれば10 BASE2、
10BASE-T、100BASE-TX、LocalTalkインタフェー
スが利用できる。

ウォームアップ
プリンタの電源をONにした後、ヒートローラが一定
の温度まで上昇して印刷が可能になるまでの状態をい
う。2200X2/2200XE/2000X2では「節電モード」
状態になっている場合、ヒータをOFFにしているが、
印刷データの受信を待たずともPSWのウォームアップ
ボタンをクリックすることによりウォームアップをた
だちに開始できる。

エミュレーション機能
他の装置（プリンタ）のために開発されたソフトウェ
アの制御コードが使用できる機能。PC-PR201系シリ
アルプリンタの制御コードが使用できる場合を201PL
エミュレーションと呼ぶ。

解像度
プリンタが文字や画像を印刷するときの細かさのこと。
1インチ当たりのドット数で表す（単位はDPI）。

拡張制御コード
制御コードのうち、ESC （1BH）､ FS （1CH）､ のよ
うに、あとに続くコードと組み合わせて機能を表す
コードをいう。

紙づまり
用紙がつまってプリンタが動作しなくなった状態をい
う。
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基本制御コード
制御コードのうち、CR （0DH）､ LF（0AH）のように
単独で機能を表すコード。

クライアント
ネットワークを介して他のコンピュータ（またはサー
バ）にアクセスしている利用者または、利用者のコン
ピュータ。

クライアント・サーバLAN
中規模/大規模のネットワークに適した接続形態。専
用のコンピュータ（サーバ）が共有の資源（ハード
ディスクやプリンタ）を管理し、接続を許されたコン
ピュータ（クライアント）が利用できるようにしたも
の。本書ではクライアント・サーバ型ネットワークと
も呼んでいる。（→ピア・ツー・ピアLAN）

現像ユニット
OPCドラム上に形成された潜像に、負帯電させたト
ナーを付着させる役目を持つ。EPカートリッジに内蔵
されている。

自動給紙
カット紙（単票用紙）を連続して自動的に給紙するこ
とをいう。

自動排出
コンピュータからのデータが一定時間なかったとき、
プリンタ内のデータを自動的に印刷して排出する機能。

制御コード
プリンタの動作を制御するためのコード。印刷データ
と異なり印刷されない。

セントロニクス・インタフェース
セントロニクスデータコンピュータ社が開発したプリ
ンタとコンピュータ間の通信仕様。８ビットパラレル
データに制御信号を加えてプリンタ用のインタフェー
ス規格として広く使用されている。本プリンタでは標
準の36ピン・パラレルコネクタで使用できる。

双方向通信
コンピュータとプリンタとの間で、情報のやり取りを
する通信形態のこと。PrintAgent機能を実現するため
には必須な条件。コンピュータから印刷データが送ら
れるだけでなく、プリンタからもコンピュータに情報
を送ることができるので、印刷の状況がプリンタス
テータスウィンドウのアニメーションと音声で、正確
にわかる。双方向通信には双方向通信可能なプリンタ
インタフェースを装備したコンピュータであるかネッ
トワークで接続されていることが必要。

ソフトウェア
コンピュータやプリンタなどハードウェアに作業を実
行させるための命令の集まり。プログラム、アプリ
ケーション、オペレーティングシステム、プリンタド
ライバなどが含まれる。

定着ユニット
用紙上のトナーを熱によって溶かし、圧力を加えて用
紙に固定させる働きをする。

テストページ
プリンタが正常に動作していることを確認するための
もの。

ドライバ
プリンタドライバの項を参照

ネットワーク
ケーブルまたは他の手段を用いて接続され、ソフト
ウェアを使って機器（プリンタなど）を共有し、情報
を交換できるようにしたコンピュータの集団。

ハードウェア
コンピュータ本体、キーボード、マウス、コンピュー
タやプリンタなどコンピュータシステムを構成する
個々の機器またはそれらの総称。

ピア・ツー・ピアLAN
小規模のネットワークに適した接続形態。専用のサー
バコンピュータを必要とせず、コンピュータどうし、
コンピュータとプリンタ間で対等に通信が可能となる。
本プリンタをピア・ツー・ピア接続して使用するため
にはマルチプロトコルLANボード「PC-PR-L01」か
「PC-PR-L02」が必要。本書ではピア・ツー・ピア型
ネットワークとも呼んでいる。（→クライアント・サー
バLAN）

ヒートローラ
定着ユニットにあり、プレッシャローラとともに熱と
圧力でトナーを定着させる働きをする。

フォント
同じ外観、サイズ、スタイルの文字、数字、記号また
その他のシンボル等の集合。

不揮発性メモリ
プリンタの電源をOFFにしても記憶した内容が残って
いるメモリ。

プリンタケーブル
コンピュータとプリンタを接続するケーブル。インタ
フェースケーブルとも呼ばれる。
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プリンタドライバ
コンピュータとプリンタの間のやり取りを仲介するプ
ログラム。インタフェースやフォントの指定、インス
トールされたプリンタの機能などの情報を、Windows
に提供する。

ページ記述言語
１ページ分のテキスト（文字）やグラフィック（図形）
のデータ、位置情報などを正確に表すための言語。

ページプリンタ
ページ単位で印刷を行うプリンタ。

ポートレート
用紙を縦長にした内容で印刷する印刷フォーマットの
一つ。

メニューモード
プリンタの設定をプリンタの操作パネルを使ってメ
ニュー形式で行うモード。

メモリ
データを保存する装置。または情報やプログラムの一
時的な記憶場所。

メモリスイッチ
不揮発性メモリを利用してプリンタのさまざまな設定
を行うスイッチ。機械的にオン／オフを切り替えるス
イッチではなく、電気的に切り替えるスイッチ。

ランドスケープ
用紙を横長にした内容で印刷する印刷フォーマットの
一つ。

リブプレート
転写後の用紙を定着ユニットまで正しく送り込むため
の用紙ガイド。

リプリント
一度印刷したデータを、再度印刷したいときに短時間
に印刷出力を可能にした本プリンタの印刷システム。

連量
用紙の重さを表す単位。一般に788×1091mmのサ
イズの用紙1000枚当たりの重さをいう（本マニュア
ルで使用している用紙の連量は、70kg）。
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